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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　朝は会社の近くにあるベーカリーでベーコンとチーズのブレッド、それからブラックコーヒーを買うのが日課だ。年下の可愛かわいらしい男性店員は俺の顔を覚えているので、ときどきは会計をしながら二、三言話す事もある。好みの顔を毎朝見る事が出来るのは、ささやかな幸せだ。

「いってらっしゃいませ」

　ブレッドの入った紙かみ袋ぶくろと耐たい熱ねつ性の紙コップを手にして、店の外に出る。ドアを開くと薄うすい銅でできたベルが、カランと鳴った。その音で今日も一日が始まると実感する。

　スーツ姿の男や私服姿の女性に混じって、会社までの緩ゆるやかな坂を上った。

　途と中ちゆう同じ社の人間と目が合えば会え釈しやくぐらいはするが、必要以上に口は開かない。

　会社のある八階建てのビルに入り、エレベーターホールに並ぶ。朝は二機しかないエレベーターが混こみ合うので、気が向けば階段を使う事もあるが、月曜日の朝から七階まで階段で上るほどの気力はない。

「おはようございます、沖おき津つ主任」

　後からやってきた後こう輩はいの千せん川かわに「おはよう」と返す。曲がったネクタイに目が留まる。

　自分のネクタイを指先で叩たたいて、それを伝えると、千川はもぞもぞとネクタイのノットを調整した。

「今日は角かど青せい商事のコンペですね。今からどきどきしてますよ」

　緊きん張ちよう気味に千川が口にした。「そうだな」と答えながら、開いたエレベーターに乗り込む。操作盤ばんの前に立った女子社員は社長令れい嬢じようだった。彼女はちらりと俺達を見てから、必要なボタンを全すべて押してくれる。そこには俺のフロアの階数も入っていた。

「ありがとうございます」

　何人かの社員がそう声を掛かけると、優ゆう雅がな仕草でお辞じ儀ぎを返される。一足先に彼女が降りると、途と端たんにエレベーター内の緊張が解けた。社長令嬢だというのもあるが、美人で物もの腰ごしが穏おだやかなので自然と男達の背筋は伸のびる。

　千川もそんな男達の一人で、彼女がいなくなると途端に姿勢を崩くずす。その拍ひよう子しに肩かたが触ふれ合ったが、千川は気にした様子もない。

「俺やばいですよ、緊張すると嚙かんじゃうから。どうして主任はそんなに冷静なんですか？」

　俺は肩をすくめて、メインフロアで大量に吐はき出されていく社員を見送る。エレベーターの中は急に広くなる。触れていた肩をさりげなく離はなして、俺はさらに上じよう昇しようする箱の中で「すぐに慣れる」と告げた。

「そうですかね。俺が二年後に主任みたいになれるとはとても思えないですけど」

「元新入社員代表だろ？　期待の新人なんだからもう少し自信を持てばいい。少なくとも、俺は君に期待している」

　エレベーターを降りると、ガラスで仕切られているオフィスに入る。

「おはようございます、主任」

　方々から声をかけられ、頷うなずく。

「おはよう」

　答えながら窓を背にした自分のデスクに向かう。デスクの上の三角のネームプレートには「主任　沖津俊とし久ひさ」とある。主任になったのは一年前の事だ。同期では一番先に役職が付いた。誇ほこらしいが、重圧も感じている。もともと出世欲よくが強いわけではないが、目に見える形で認められると、自分の生き方が正しいと肯こう定ていされた気がする。

　デスクの上には最低限の書類しか置かないのが俺のルールだ。すっきりとしたデスクには真新しいパソコンが置いてある。その電源を入れて、紙コップに口を付ける。香こうばしく柔やわらかなコーヒーの匂においが鼻を掠かすめたときに、そのモニターの枠わくに見慣れない青い付ふ箋せんを見つけた。

　紙には殴なぐり書きしたような雑な字で「角青商事　仕事とれました。　槇まき」と書いてある。ペースを乱す男の名前に眉まゆ根ねが寄った。

　槇という名前を見ていると、体の内側からふつふつと怒いかりが湧わいてくる。

　デスクの上にあるデジタル時計は始業三十分前を指している。槇は五分前に来ていればいい方なので、我が慢まんできずに携けい帯たいを取り出した。

　会社のフォルダに入っている「槇　楓かえで」を探し、呼び出した。

　コール音を焦じれながら聞いていると、しばらくして「はい」と不ふ機き嫌げんな声が応答する。

「沖津だ。付箋を確かく認にんしたが、どういう事なのか説明してもらいたい」

　努めて冷静を装って問いかける。

『その件なら、三十分後に社に着いたら説明します。まだ始業前なので』

　そう言って、信じられない事に槇は俺の返答も待たずにブツリと電話を切る。

　残業や休日出勤が大だい嫌きらいだとは知っていたが、就業時間外の仕事に対する姿勢は社会人としては最悪だ。思わず目の前にある槇のデスクを睨にらみつける。

　デスクの上は乱雑に物が積まれていた。ノートパソコンは常に書類に埋没している。

　整理整せい頓とんとは程ほど遠とおい惨さん状じように呆あきれながら、自分のペースを取り戻もどそうと、パソコンを起動させた。まずはメールボックスをチェックして、重要なボックスにフィルタリングされたメールから順に確認する。スケジュールの変へん更こうなど重要なものは手帳に書き写しながら、千川や槇を含ふくめた部下全員に本日の指示をメールで一いつ斉せい送信した。

　個別の指示でもグループ内に一斉送信するのが俺のやり方だ。社会人の基本である「報告・連れん絡らく・相談」に俺は「共有」を加えている。お陰かげで何か不測の事態が起きた場合でも、それぞれの仕事内容がわかるので、フォローに回り易い。

　しかし、その社会人としての基本ルールを守らない部下が一人いる。それが槇だ。

「あ、槇さん。おはようございます」

　入り口付近に座っている女子社員の挨あい拶さつに、眠ねむそうな顔をしながら「おはよう」と口にしてくだんの年上の部下がオフィスに入ってきたのは、始業の三分前だった。缶かんコーヒーを自分のデスクに置くと、欠伸あくびをしながら早さつ速そくパソコンを起動させる。

　高い身長に見合った長い足を組んで椅い子すに座る姿は、入社半年とは思えないほど堂に入っていた。きつい目元と薄い唇くちびるが男らしいと、以前給湯室で女子社員が騒さわいでいたが、ときどきシャツには皺しわが寄っているし、社内に居る時はネクタイさえしていない。身み嗜だしなみがちゃんとしていない人間は、生理的に許せない。

「寝ね不ぶ足そくですか？」

　隣となりのデスクに座る千川に、槇が「少しな」と答えるのが聞こえた。

「そういえば、俺……この間槇さんが言ってた店に行ったんですけど、あそこ雰ふん囲い気きいいですよね。また今度良いところがあったら教えてください」

「そうだな」

　槇は素そっ気なく答えたが、千川は楽しそうだ。

　新卒で入社した千川の方が社歴は長い。しかし年ねん齢れいも社会人としての経験も槇の方が上なので、千川は槇を先せん輩ぱいとして扱あつかっている。もっとも、千川が槇を慕したっているのは、槇が仕事が出来るからという単純な理由もある。

「槇」

　呼ぶと、槇の視線が俺の方に向けられる。

「これについて説明してくれ」

　付箋を見せると槇が近づいてくる。ノーネクタイでもそれほどだらしなく見えないのは、質の良いスーツと恵めぐまれた体たい軀くのせいだろう。

「先週末に外回りの帰りに挨拶で寄った時に仕事を取り付けたので、今日は見積もりとより密な商談をする事になりました」

「一人で勝手に訪問したのか？　いや、そもそもなぜ金曜日にすぐ報告しない？」

「遅おそい時間でしたので」

　尤もつともらしく言っているが、どうせ就業時間外に報告するのが面めん倒どうだったのだろう。

　その魂こん胆たんが透すけて見えるから、思わず眉み間けんに皺が寄る。部下を怒おこるのは好きじゃない。叱しかるときは威い圧あつ的にならないように、理論的に窘たしなめる事を心こころ掛がけている。けれど槇に対してはそんな気き遣づかいをする意味がないような気がした。何故なぜならこいつは、俺に何を言われても少しも反省しないからだ。

「見積書が必要なら、すぐに報告して貰もらわなければ困る。お陰でこれからすぐに取り掛からなければならない」

「先程メールで送らせて頂きました」

「勝手に見積もりを作ったのか？」

「ええ。問題があるようでしたら修正します」

　そう言って、槇はさっさと自分のデスクに戻る。

　その後ろ姿を腹立たしく見送ってからメールボックスを開くと、見積書が添てん付ぷされたメールが届いていた。早速開くと、俺と部長の連名で作成された見積書が表示される。

　見積金額や項こう目もくに問題はなかった。俺が作成したとしても、同様の額になるだろう。

　───問題がないところが、逆にむかつく。

　怠たい惰だなくせに仕事の出来る部下が作った見積書を見つめながら、俺は苦虫を嚙みつぶした。










　子供の頃ころ、家に帰ると誰だれもいなかった。

　両親は共働きで、二人の夜勤が重なる時は家に帰ってから翌朝学校に行くまで一人、という事も多かった。人付き合いが苦手なのは、おそらくそのせいだ。

　小学生時代から友達の少ない子供だった。中学時代はクラスに溶とけ込めずに孤こ立りつしていた。大学に入って少しはましになったが、それでも非社交的な性格は変わらなかった。

　社会に出てからはこのままではいけないと思い、話し方と服の趣しゆ味みを変えた。その試みは成功した。もともと大した趣味もないし、友人もいなかったから自然と仕事に打ち込むようになった。すると、周囲の評価は徐じよ々じよに上がっていった。

　勤勉で優ゆう秀しゆうだと持ち上げられた。槇が来るまでは。

「いやー……さすが、槇君！　角青の仕事が取れたのはでかいよ」

　部長はそう言うと、贔ひ屓いきにしている寿す司し屋のカウンター席で、隣に座る槇を見つめて何度も頷く。

　並一人前の中から、まず一番初めにタマゴを選んで口の中に放り込んだ部長は「ギョクを食えばその店の質が分かるんだぞ」と何度も聞かされた蘊うん蓄ちくを口にする。

　少し甘めのタマゴは苦手だったが、それをシャリと一いつ緒しよに飲み込んだ。

　しかし槇は部長の話を物ともせずに、早速ガリにつけた醬しよう油ゆをイクラの軍ぐん艦かんの上に垂らすと、そのままがぶりと口に入れる。部長は一いつ瞬しゆん微び妙みような顔をしたが「やっぱり部長の選ぶお店はうまいですね」の一言で、得意げに口元を弛ゆるませた。

「そうだろ？　この店は特にオススメなんだが、あんまりこっちに来る機会がないからな」

　隣りん県けんにわざわざ足を伸のばしたのは、角青の本社がこの近くだからだ。

「しかし、沖津君も心強いだろう。いや、部下が優秀すぎると少しやりにくいか？」

　槇を挟はさんで部長にそう尋たずねられる。俺が答える前に槇は「部長のご指導のお陰ですよ」とさりげなく口にした。媚こびを売っている声こわ音ねでもなく、事実を述べているだけだというようなさらりとした口調に、相変わらずそつのない奴やつだと思った。営業舌は取引先相手だけでなく、社内の人間にも上手うまく回るようだ。

　部長は「いやいや」と言いながらも、上じよう機き嫌げんに透き通ったイカが載のった握にぎりを口に運ぶ。人あしらいの上手な槇にすっかり乗せられている。

　直帰する部長とは別れ、俺は槇と取引先に挨あい拶さつ回りをする事になっていた。

　俺が自ら提案した事だが、どうせ組むならば助手席に座るのは千川が良かった。

　部長を駅に送ってから、ナビに取引先の社名を打ち込む。

「俺が運転しましょうか？」

　二つ目の取引先を出た後で、槇がそう口にした。

「助かる」

　正直にそう口にして、ハンドルを譲ゆずり助手席に座る。そろそろ腰こしが痛い。

　家から会社まで片道一時間かかる。その時間も計算に入れれば、今日は既すでに五時間以上運転している事になる。といっても、俺はまだそれほど遠くはない。社内には片道二時間以上掛かけて通つう勤きんしている社員もいる。

　挨拶回りは次が最後だ。社に戻った後の段取りを考えながら、先程震ふるえていた携けい帯たいをチェックする。千川から着信がきていた。

　車が走り出してから、千川に電話を掛けると次のフェアについて、参加企き業ぎようの一つから問い合わせがあったという内容だった。

「代だい替たい商品の候補は出ているのか？」

『一応来たんですけど、ちょっと安っぽいっていうか。向こうがあんまり乗り気じゃなくて、主力商品を出さない方向で進めたいみたいです。粘ねばったんですが〝できない〟の一点張りで…。なんだかフェアの参加自体も取りやめたいみたいです』

　千川が口にした社名に頭痛を覚える。最近何かと折り合いの悪い取引先だった。利益率は悪いし問題も多いが、大手なので気を遣う。うちみたいな小さな会社は、大手と取引をしている事で信用を得ている部分もある。だから関係をこじらせるわけにはいかない。

「分かった。俺から連れん絡らくしっ……わっ」

『主任？』

　千川と話していたら急に体に重力を感じて、ゴンッと窓ガラスに頭を打ち付ける。

　痛む頭を押さえて運転席を窺うかがうが、槇は平静な表情でハンドルを握っていた。

『道ヲ間マ違チガエマシタ。五メートル先、右折シテ下サイ』

　旧式のナビが女性の声でそう告げるが、槇は五メートル先を直進する。

「おい、槇」

「大だい丈じよう夫ぶです。こっちの方が早いですから」

『道ヲ間違エマシタ。引キ返シテ下サイ。道ヲ間違エマシタ。引キ返シテ下サイ。道ヲ……』

　槇はタッチパネルでナビを終しゆう了りようさせると、そのまま運転を再開する。上司の言葉にさえ従わない男が、機械の指示に従うわけもない。

『もしもし、主任大丈夫ですか？』

「あ、ああ、大丈夫……っ」

　ぐわっと車が曲がり、今度は運転席の方に体が傾かたむく。咄とつ嗟さに窓の上にある取っ手を摑つかむ。初めてこの取っ手の存在意義が分かった。

「先方には俺が明日連絡するから。一応内容をまとめてメールでグループ内に一いつ斉せい送信しておいてくれ」

『分かりました』

　千川の声を聞いてから、電話を切る。

「槇、運転をもっとっ……丁てい寧ねいにっ」

　細い道で対向車が向かってきても、槇はスピードを緩ゆるめない。ぎりぎりですれ違う時、思わず助手席には存在しないブレーキペダルを踏ふみしめた。減速しないまま、掠かすりもせずに車が通り過ぎた後で、槇は「大丈夫ですよ。事故起こした事ありませんから」と口にする。

「そういう、問題じゃ……」

　ないような、あるような。

　しかし、槇はそれ以降も車の速度を変えなかった。

「運転の仕方で、ドライバーの性格が分かるらしい」

　意趣返しのために、俺は嫌いや味みも込めてそう口にする。

「主任の運転は慎しん重ちようで優等生ですよね」

　槇はそう言いながら、黄色に変わった信号を強ごう引いんに曲がった。

「安全で確実な道から外れる事を恐おそれてる」

「どういう意味だ？」

　思わず睨にらみ付けると槇は平然と「ナビの話ですよ」と口にする。

　ナビを勝手に終了させた男は車を滑なめらかに停止させた。気付けば、既に先方の会社の前にいる。

「やっぱり、こちらの方が近い」

　槇は液えき晶しようの端はしに表示されているデジタル時計に目を向ける。終業一時間前だった。

「お前が残業したくないだけだろう？」

　その言葉に、槇は肩かたを竦すくめる。

「主任は急いでなくても、先方は終業三十分前に挨あい拶さつに来られても迷めい惑わくだと思いますよ」

　時間を失念していた事を指し摘てきされ、むっとしながら車を降りる。

　多少時間を短縮して先方に着いたぐらいで偉えらそうに。全く、可愛かわいくない部下だ。

　年上だから仕方ないとしても、敬われていないのは痛切に感じる。確か、以前は業界上位の広告会社にいたと聞いた。年ねん齢れいはそれほど離はなれていないのに主任だったと聞いて、随ずい分ぶん優ゆう秀しゆうだと思った記き憶おくがある。

　立場は俺と同じでも、会社の規模が違えば部下の数も違う。大きな企業で働いていた槇が中ちゆう途と募ぼ集しゆうで、うちのような小さな通つう販はん会社に応おう募ぼしてきた理由を、社員はそれぞれ噂うわさしていた。

　女子社員は主に「上司の女に手を出した説」を支持し、男性社員は「仕事で大きなミスをした説」を信じている。俺は密ひそかに「直属の上司に心底嫌きらわれてクビを切られた説」に一票を投じていた。現在の上司として言わせて貰もらえば、こんな傲ごう慢まんな部下は好きになれない。

　顔かお馴な染じみである木工所の社長に頭を下げて、用意してきた手て土産みやげを渡わたす最中も、横にいる部下に対して苛いら々いらとした気分を抱いだいていた。

「いや、久ひさし振ぶりだね、もうすっかり忘れられたものだと思っていたよ」

　嫌味を交えながらもそう口にした社長に「最近売り上げが落ちている店てん舗ぽ様が多くて、そちらのフォローに追われておりました」と弁解する。

「うちも売り上げは悪い方だと思うけどね。いい加減通販止めようかと思ってるんだよ」

　恵え比び寿す顔がおのままそう言われて、一いつ瞬しゆんフォローに迷ったところで槇が「御おん社しやの商品は個性的ですから」と口にする。

「一いつ般ぱん層よりも、通受けする商品を扱あつかっていらっしゃいますよね。そこで提案なのですが、認にん知ち度を高めるためにも一度フェアに参加しては如何いかがでしょうか？」

　勝手にフェアの話を持ち出す槇に驚おどろく。あれは既に参加会社が決定している。

「うちはああいうのよく分からないし、あれって廉れん価かで販はん売ばいしなきゃならないだろ？　そういうの好きじゃないな。うちみたいな会社はおいそれと価格を下げられないんだよ。薄はく利り多た売ばいが出来ないからね」

　社長が断ったのを聞いて胸むねを撫なで下ろす。参加するのは売り上げが良い会社か知名度のある大手ばかりだ。仮にこの会社が参加したとしても、逆に見み劣おとりがしてしまうだろう。うちの会社に初期から登録してもらっている義理はあるが、利益的な貢こう献けん度は高くない。今回挨拶に訪おとずれたのも、たまたま近くまで来たから、そのついでに寄っただけだ。

「横にある倉庫、あちらで管理していらっしゃるのって在庫ですよね？」

　槇の言葉に社長は「まあ、そうだけど」と頭を搔かく。

「数量限定でも構いません。在庫分だけでも参加してみませんか？　こちらの店舗を訪れるきっかけになるかもしれませんよ」

　折せつ角かく社長が乗り気でないのに、槇が余計な事を言う。思わずテーブルの下で槇の足を蹴けった。しかし平然としている槇に苛いら立だって、先程よりも強めに蹴ると軽く踏み返された。部下の足を蹴るのも初めてだが、部下に足を踏まれるのも初めてだ。

「でもなぁ、そちらさんにだけ低い価格で提供するってなると、他ほかの取引先に言い訳がなぁ」

「在庫処理として古い商品を渡したと、正直に言って頂いて構いません」

「大したのは残ってないよ」

　槇の言葉に、社長は立ちあがる。

「社長さえお時間が宜よろしければ、見せて頂いても宜しいでしょうか？」

　槇は営業用の笑顔を浮うかべる。

　誰だれが見ても爽さわやかな笑え顔がおだ。槇がもともと優ゆう秀しゆうな営業マンだった事が窺い知れる。

「おい」

　社長の後ろをついて事務所を出た後、慌あわてて槇に声を掛かけたが、槇は素知らぬ顔で「フェアに参加する企き業ぎようは一社でも多い方が良いでしょう？」と口にする。

　勝手に決めるな、と反論したかった。参加企業は会議で決めた。主要店舗三十社という事で、依い頼らいした店舗には全すべて許可を貰っている。それなのに、今いま更さら勝手に増やされても困る。

「槇」

　咎とがめるために呼んだ声は、鉄製のドアを開ける軋きしんだ音で搔き消された。

　倉庫の中は薄うす暗ぐらく、埃ほこりっぽい。高い場所にある曇くもりガラスの窓にうっすら埃が積もっている。棚たなの中に並ぶ段ボールには手書きで商品名が殴なぐり書きしてある。

　この会社は木工で小物を製作しているが、デザインは優すぐれていても値段が高いので、新規のユーザーが手を出しにくい。リピーターは多いが、売り上げは低い。見て触さわって初めて良さを実感できる商品というのは、通つう信しん販はん売ばいには向かない。それに時代の流れもある。この会社も利益のほとんどを大手メーカーの下した請うけで得ているようだ。

　今更埃まみれの在庫を出してきても、売り上げは期待できない。

　一体どうするつもりだと成り行きを心配しながら見守る俺の前で、社長は槇にそれぞれの段ボールの中に入っているものを説明する。

　俺は二人に気取られないように腕うで時ど計けいに視線を落とした。終業まであと三十分。会社まではここから一時間はかかる。これでは終業に間に合わないだろう。別に俺は構わない。部下には既すでに終業に間に合わない可能性がある事は伝えているし、報告はメールでするように指示している。しかし槇が自ら残業をするのは珍めずらしい。

　俺の下について半年になるが、槇が自ら残業になりそうな事を口にするのは初めてだ。

「そちらを見せてもらっていいでしょうか？」

　槇が興味を示したのは「知育」と書かれた段ボールだった。

「ああ、これは三年前ぐらいに作ったんだ。木工製の知育玩がん具ぐで、ピースを組み合わせる積み木だな。組み方を上手うまく工く夫ふうすりゃインテリアやちょっとした家具にもなる」

　社長は段ボールを開けて、一箱取り出す。

「あんまり売れなかったんだよ。最近の子供は音や光が出るようなおもちゃじゃないと、興味を示さなくて」

　槇はパッケージの包装を解いて中身を空けた。

　透とう明めいなビニール袋ぶくろに入っていたのは単純な形をした木のかけらだった。

「これをこんな風に組み合わせて、適当な形を作って遊ぶんだよ」

　社長はいくつかのピースを組み合わせて見せた。対象年齢は低いから、簡単に組み上げる事ができる。パッケージの裏面にはピースを使って作られた怪かい獣じゆうの写真がプリントされていた。

「どのくらい在庫がありますか？」

「どのくらいって、調べてみないとわからないけど二、三百残ってると思うよ？」

「一箱いくらで提供頂けますか？」

　その言葉に社長は肩を竦めて「半額でいいよ。どうせ捨てるしかない奴やつだしな」と口にする。

　元の値段が高いから、半額でも結構な値段だ。売れるとはとても思えなかった。

「では三割引きにしましょうか。その代わり、パッケージは新調して頂いてよろしいですか？」

「……売れるとは思えないねぇ。パッケージを作り直した分だけ損しそうだ」

　社長の呟つぶやきに、槇は笑顔を作ると「売れますよ。絶対に」と太たい鼓こ判ばんを押す。

　焦あせる俺をよそに、社長といくつか必要なやり取りをした後で、終業のベルにせかされるように俺たちは会社を後にした。

　車に乗り込んだ瞬しゆん間かん、俺は槇に「おい！」と抗こう議ぎする。

　しかし後部座席にサンプルで貰ったおもちゃを置いた槇は、素知らぬ顔でナビを起動させた。けれどルートだけざっと確認すると、すぐに機能を終しゆう了りようさせる。どうやら先ほど道を間ま違ちがえた際に、馬ば鹿かの一つ覚えのように同じセリフを連呼されて懲こりたようだった。

「お前、何勝手な事を言ってるんだ！」

　思わず怒ど鳴なった俺をよそに、槇が車を発進させる。

　涼すずしい顔で左右を確認して公道に出ると「主任は、売れると思いませんか？」と口にする。

「思わない」

　思わず吐はき捨てるように口にした。

　社長の言うとおり、玩具の主流は電動だ。ネットショップでも玩具の売り上げ上位を占しめているのはそれらの商品で、最近では絵本ですら電池を使用して音が出る物が増えている。

「俺は売れると思います。以前から、この会社は見せ方さえ工夫すれば、もっと伸のびると思っていたんですよ」

「だから勝手にフェアに組み込むのか？　もし売れなかったら、取引先を一つ失うんだぞ？」

　そう責めながらも、売れなくてもあの会社は退会するかもしれないと思っていた。

　売り上げは低い。ランニングコストの方が粗あら利りを上回る月もある。そんな状態では仮に退会を申し出られたとしても、引き留めるのは気が引けていた。

「知育ではなく、大人向けのインテリアとして売り出せばいいんですよ。ああいうの、今流行はやってるみたいだから。それにフェアの参加企業の一つが辞退したがっているんでしょう？　ちょうど良いじゃないですか」

　千川との会話が漏もれ聞こえていたのか、あっさりと槇はそう口にする。

「それだけの理由で？」

「はい」

　槇は素そっ気なく頷うなずいた。

　些さ細さいな思いつきで、数百個の商品を売るためだけにパッケージを刷新させて、無む理り矢や理りフェアに組み込もうとしている槇に心底呆あきれる。

『ふざけるな、誰が責任を取ると思ってるんだ。お前は大人しく俺に従ってろ』

　喉のど元もとまで出かかったその言葉を飲み込む。感情に任せて意見を口にしていい年ねん齢れいじゃない。上司を上司とも思ってない槇に腹が立ったが、ここで感情に流されるわけにはいかない。

　けれど冷静になろうとすればするほど、腹の中に嫌いやな気持ちが渦うず巻まく。

「あとで、今回の件について話がある」

　唸うなるようにそう口にした。それに対して槇は肩かたを竦すくめただけだった。

　一刻も早くこいつと離はなれたいと望んでいたが、槇は八時を過ぎた頃ころに「食事でもしていきましょうか」と提案する。

　拒きよ否ひしたかったが、ここで向きになって拒きよ絶ぜつすれば俺一人が意地になっているみたいで格好が悪い。仕方なく了りよう承しようしたが、車が商店街のコインパーキングに入ったところで「悪いけど、別々に食事したい」と言った。それが俺のぎりぎりの妥だ協きよう点だった。

「では一時間後に」

　車を降りると槇はあっさりと繁はん華か街がいの方向に向かって歩き出す。

　その後ろ姿を憎にく々にくしく見送ってから、賑にぎやかな通りに出た。居酒屋の呼び込みをすり抜ぬけて、適当な店を見つける。賑わっているので、不味まずくはないだろうと当たりをつけて店に入る。

　窓まど際ぎわのテーブルに案内されてから、オススメと書かれていたピザを頼たのむ。オーダーを受けてから作るのか、大分待たされてから運ばれてきたピッツァオルトラーナを口に放り込む。窯かま焼きが売りのピザはしっかりとした生き地じで作られていて、なかなかうまかった。

「俊久」

　不意に名前を呼ばれてどきりとする。社会に出て、恋こい人びとも友人もいないと下の名前で呼ばれる機会はあまりない。声のした方向を見ると、大学時代の知り合いが立っていた。

「……先せん輩ぱい」

　顔を覚えていた事に自分でも驚おどろく。

　彼と仲良くしていたのは、ずいぶん昔の話だ。大学三年生の時に、一時期付き合っていた。

　いや、付き合っていたというのは大おお袈げ裟さな表現だ。先輩とは一夏だけ遊びで触ふれ合っていた。

「久しぶりだな。今何してるんだ？」

「普ふ通つうの会社員ですよ」

　そう答えながら、見慣れないスーツ姿を見返す。

　細身の体に似合う洒落しやれたスーツだった。多少気き障ざに見えるが、派手な顔立ちによく似合っている。昔と変わらない日に焼けた肌はだを見て、思い出したくもないと思っていた学生時代の記き憶おくが蘇よみがえった。

　先輩は断らずに俺の向かいに座る。考えてみれば、昔から強ごう引いんな男だった。

　メニューを開く事もなく、近づいてきた店員に慣れた様子で注文する。

「お前、ずいぶん綺き麗れいになったな」

　予想外の言葉に口くち籠ごもっていると、先輩は「なんだ、性格は昔のままか」と口にする。

　頼んでもないのに俺の分まで細身のグラスに入ったビールが運ばれてきた。

「すみません。俺まだ仕事終わってないんですよ」

「一口ぐらい良いだろ？」

　先輩の言葉に溜ため息をかみ殺して、乾かん杯ぱいをした。けれどビールには口を付けない。そんな俺に対して、先輩は少し不満げに唇くちびるを歪ゆがめたが、何も言わずに自分のグラスを半分空ける。

「相変わらず、他人に合わせるのは苦手なのか」

　その通りだが、仕事上では支障がない程度に相手に合わせている。仮にも営業職だ。気楽だった学生時代とは違ちがい、周囲に揉もまれて多少の処世術は身に付いた。プライベートまでそんな気き遣づかいをしたくないだけだ。それも、自分をあっさりと切り捨てた相手に対して。

　指先に付いたトマトのソースを嘗なめとって、水の入ったグラスを口に運ぶ。

　目の前の男に捨てられ、後に自分でも呆れるぐらい落ち込み、性格を変えるために努力した。先輩が初めての相手だったが、だからといって捨てられたのが悲しかったわけじゃない。ただ、俺はやっぱり駄だ目めな人間なんだと気づかされて、それで落ち込んだ。

「そうですね」

　適当に相あい槌づちを打ちながら、俺は先輩が最後になんて言ったのか、思い出す。

『詰つまらない奴。前から思ってたけど、お前といると俺まで気分が暗くなる』

　俺は先輩の部屋に行った事もないし、二人でどこかに出かけた事もない。会うのはいつも俺の部屋だったから、そのセリフを言われたのも当然俺の部屋だった。夏だったけど寒かったのは、クーラーが利ききすぎていたからだ。そのときの肌はだ寒ざむさを、何故なぜか今も鮮せん明めいに覚えている。

　詰まらないと言われる事には慣れていた。親からも「何を考えているか分からない」と言われていたから、今いま更さら傷つきもしなかった。実際に俺も、自分の事を詰まらない人間だと思う。

「今、付き合ってる奴とかいんの？」

　含ふくみのある目で見つめられて、「いませんよ」と本当の事を口にする。

「見た目が変わっても、中身が変わらないんじゃそうだろうな。俺も今いないんだけどさ」

　その続きはどうでもよかった。残ったピザを口に運びながら、こんな事なら槇と一緒に食事をした方がましだったと考える。どちらも最悪だが、槇の方がまだましだ。

　外見も槇の方が、とそこまで考えて自分に呆れた。容姿だけとはいえ、あいつの事を評価してしまったのが悔くやしい。

「なぁ、俊久。この後、時間作ってよ」

「仕事がありますから」

　たとえなかったとしても、その誘さそいには乗らなかっただろう。

「そんな事言わないでさ。久しぶりだろ？」

　しつこい先輩の態度に「先輩と話す事はもうないですから」と言って立ちあがる。

「おい」

　呼び止める声を無視して、会計を済ませると外に出た。今日は厄やく日びだと思いながらコインパーキングまで歩く。狭せまいエレベーターに乗って、目的の階に向かう。

　見慣れた営業車の傍かたわらに立って、溜め息をついた。まだ槇は戻もどってきていない。

　時計に目を落とすと、ちょうど約束の時間だった。けれど槇は姿を現す気配がない。

　あとどれぐらいで帰ってくるのか、考えるだけで苛いら々いらする。車に寄りかかりながら、携けい帯たいで槇を呼び出してみたが、一向につながる気配はない。虚むなしいコール音をボタンを押して打ち消してから、こんな事なら鍵かぎを預かっておくべきだったと後悔する。

「それ、お前の車？」

　背後から聞こえた先ほど別れたばかりの男の声に、うんざりしながらエレベーターを振ふり返る。

　立体駐ちゆう車しや場じようは明かりが少なく暗かった。だから近づいてくる男の顔はよく見えない。

「まだ、何か御ご用ようですか？」

　面めん倒どうな事になったと思いながら問い返すと、先輩は「冷たいなぁ」と口にする。

「あんな事した仲じゃないか」

　その言葉に若かった頃の、夏の苦い思い出が蘇った。

「過去の話でしょう？」

　槇はまだ帰ってこないのかと苛いら立だたしい気分で思った。

　先輩が俺の五歩手前まで近づいてくる。青緑の非常灯にその顔が照らされる。当時と大して変わらないのに、あの頃いくらかの好意を持って見つめた顔を、今は僅わずかな嫌けん悪お感かんと共に見返す。軽けい薄はくな笑いを貼はり付けた唇にキスをした事を思い出し、若かった自分を後こう悔かいした。

「なぁ、今はもう〝はじめて〟じゃないだろ」

　当時は目の前の男に触れられるのが嫌じゃなかった。だけど今はそうは思えずに、伸のばされた手を弾はじく。

「今はもう……、あなたの後こう輩はいではありません」

　目を見ながらそう口にすると、先輩はわざとらしい笑い声をあげながら「お前みたいな奴やつが、偉えらそうな事を言うようになったじゃないか」と嘲あざける。

「まさか、俺がお前に拒絶されるなんてな」

　皮肉めいた口調で言った先輩の手が、俺の胸むな倉ぐらを摑つかむ。その手を引き離そうとした瞬しゆん間かん、ビッと音を立てて糸が千切れる。呆あつ気けないほど簡単に、いくつかのボタンが弾け飛んだ。

　開いたシャツを見て先輩は歯を見せて笑う。その視線が生暖かい熱を持っているように思え、ぞわりと鳥とり肌はだが立った。気持ちの悪い視線から逃のがれようとすると、腕うでを取られる。

「っ」

　思わず突つき飛ばしたが、すぐに肘ひじの辺りを摑まれた。

「やめ、ろっ」

「嫌じゃないだろ。本当は、嫌じゃないよな」

　服の上から体に触れられる。それだけで嫌悪感が募つのって、思わず耳の辺りを強く殴なぐりつけると、逆上した先輩に頰ほおを張られた。乾かわいた音が響ひびいて、鈍にぶい痛みが広がる。

　子供の頃ころから、喧けん嘩かはした事がなかった。殴られた記憶なんて、小学校に遡さかのぼらないとない。

　暴力的な事に全く免めん疫えきがなかった。そのせいで、怒いかりや痛みより先に茫ぼう然ぜんとしてしまう。

　反応が鈍くなった俺を観念したと思ったのか、先輩の手がベルトにかかる。

「放せっ」

　慌あわてて抵てい抗こうする。もう一度頰を叩たたかれ、鼻の奥がじわっと温かくなった。気づいたら、鼻水が垂れてくる。それを指で拭ぬぐうと、鉄てつ錆さびの臭においがした。指先は赤く汚よごれている。ずっと吸うと、ゆるりと喉のどの奥に鼻血が落ちた。

「お前が悪いんだぞ」

　その言葉に妙みように頭の奥が冷める。何でこんな男と一時期でも親しくしていたのか、自分が心底理解できない。思わず乾いた笑いが零こぼれそうになる。人付き合いが下手へたな俺が、曲がりなりにも関係を持った相手は、この程度の人間だった。そう考えると、今にも口元が歪んでしまいそうだ。

「なぁ、痛いの嫌いやなんだろ？　言う事きけよ」

　傲ごう慢まんな口くち振ぶりに、逆らうよりも先に、先輩の体ががくんと崩くずれた。

　驚いて瞠みはった目に映ったのは、扱あつかいにくい部下の姿だった。

「っ、てめぇ、何して」

　先輩が体を滅め茶ちや苦く茶ちやに動かしながら怒ど鳴なると、槇が後ろ手に先輩の腕を捻ひねり上げる。途と端たんに先せん輩ぱいの日焼けした顔に苦く悶もんの表情が浮うかぶ。

「ぼうっとしてないで、警察呼んでくださいよ」

「……ぁ」

　ほっとしたのと同時に力が抜ぬけたが、言われたとおりにスーツから携帯を取り出す。しかしいざとなると警察を呼ぶのを躊躇ためらった。こんな些さ細さいな事で通報していいものか迷う。

　槇は片かた腕うでを捻り上げたまま、先輩のポケットから黒い革かわ製せいの財さい布ふとカードケースを抜き取った。

「この近くの会社に勤めてんのか」

　槇の一言で、先さき程ほどから聞くに堪たえない罵ば声せいを並べていた先輩の唇が、ぴたりと止まる。恐おそる恐る振り返った先輩は、槇がカードケースを開いているのに気づき、その顔色を変えた。

「ほら」

　突とつ然ぜん俺に向かって投げられたカードケースを受けとめる。二つ折りのそれを開くと透とう明めいなビニール越ごしに社員証が確かく認にんできた。社名として記されていたのは、自動車業界で隆りゆう盛せいを誇ほこるエイチホールディングス傘さん下かの会社の一つだった。

「会社の近くで強ごう盗とうか？　懲ちよう戒かい解かい雇こには違いないだろうな」

　吞のん気きにそう言った槇に、先輩は「ち、違う」と声を上げる。

「た、ただの痴ち話わげんかだ。そうだろ、俊久」

　先輩が俺の名前を呼んだ瞬間、槇は少しだけ驚おどろいた顔を見せた。

　その驚きが先輩と知り合いだった事に対してなのか、俺がゲイであった事に対してなのかは分からない。性せい癖へきを勝手に暴ばく露ろされ、俺は思わず溜ため息をつく。

「なぁ、悪かったよ。その、お前があんまり素そっ気ないからさ。だから警察と、会社は……」

　言い淀よどむ先輩に、俺は手に持ったままだった携帯を仕し舞まう。

　俺だって警察沙ざ汰たにはしたくない。見知らぬ人間に、先輩との関係を一から洗いざらい話しても、恥はじをかくだけだ。傍はた目めから見れば男同士のくだらない痴話げんかでしかない。そんな笑えない喜劇を演じるのは嫌だった。

「なぁ、この通りだから」

　先輩は俺の目の前で膝ひざをつき、雑な土下座をする。みっともない姿を見下ろしながら、大して下がっていない頭に呆あきれる。

「二度と俺に声を掛かけないでください」

　そう言うと先輩は槇の目を気にしながら立ち上がる。

　俺が社員証を渡わたすと、「その、鼻、悪かったな」と口にした。

　先輩は次に槇の前に立ったが、槇は手に持った財布を返す様子は見せない。

「返していい」

　動く気配のない槇にそう告げる。槇は何も言わずに、それを後ろ向きに投げ捨てた。遠い場所でぱたりと落ちた財布を追うように、先輩は緊きん張ちよう気味に槇の横を通り過ぎる。

　先輩が視界から消えた事にほっとして、肩かたから力が抜けた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　その言葉に頷うなずき、鼻血を隠かくすようにジャケットのポケットからハンカチを取り出す。

　薄うすい水色のそれは昇しよう進しん祝いに女子社員から貰もらったものだった。鼻を拭ふいてから、そのハンカチが赤く汚れているのを見て、急に鼻が痛くなった気がする。

「付き合う相手は選んだ方がいいんじゃないですか？」

「関係、ない」

「一発ぐらい殴り返せばいいのに」

　槇が遠くの暗がりで微かすかに動いている先輩の背中を見る。時折しゃがんでは車の下を覗のぞき込む黒い影かげ。理り不ふ尽じんに向けられた暴力に怒りが少しも湧わいて来ないのは、槇が先に先輩をやりこめてくれたからだろう。

「殴ってなんになる」

「気が晴れるんじゃないですか？」

「野や蛮ばんだな」

　俺は疲つかれた気分で首を振り、ロックが解除されたドアを開けて助手席に乗り込む。槇の運転は不安だったが、自らハンドルを握る気力はなく「出してくれ」と告げた。槇は要求通りにキーを回してエンジンをかける。

　車内の沈ちん黙もくは長く持たないだろうな、と立体駐ちゆう車しや場じようをぐるぐると降りながら思った。

　出口のところには管理人がいて、眠ねむそうな顔でトレイを差し出す。槇が金を払はらうと、目の前のバーが上がった。車は商店街を抜けて、幹線道路に入る。直線の広い道路だ。向こうから近づいてくる対向車が、青白いライトをハイビームに設定しているせいで目が痛む。

　迷惑な車が遠ざかってから、何から話せば良いのかと考えたが、何も思いつかない。けれどこの沈黙は、俺から破るべきだという事は分かっていた。

「悪かったな。変なものを見せて」

　血が止まったのを確認してからハンカチを仕舞う。

　よりにもよって部下に、それも槇に助けられるなんて運が悪いにも程があるが、槇が現れなかったらさらに悪い方向に進んでいただろう。

　しかし人気の無い立体駐車場で知り合いに暴行されるのと、部下にゲイだと知られるのはどちらがより悪い事態なのか、考えても答えは出なかった。

「いくら痴ち話わげんかでも、そこまでやる相手はどうかと思いますよ」

　鼻の事かと思ったが、槇の視線がそれよりも低い位置に向けられたので、ようやく自分のシャツのボタンが飛んでいる事を思い出す。

　大した力を入れなくても、意外に呆あつ気けなくボタンは飛ぶものらしい。

　雑誌で見て、気に入ってわざわざ取り寄せた高いシャツだ。買ってまだ二回しか着ていないが、ボタンを付け直したとしても再び着る気にはなれそうにない。

「付き合ってたのは若わか気げの至りだ。二度と会うつもりはなかった」

　関係ない、と突つっぱねる代わりに本音を口にする。

　あんな奴やつと今も付き合っていると思われたくなかった。もう格好悪い所は全すべて見られているのだから、隠す必要もないと開き直る気持ちもどこかにある。

「それに、切り捨てたのは俺ではなく向こうだ」

　思わず恨うらみ口調になった。

　学生時代の陰いん気きな性格を表に出さないように、会社では出来る限り完かん璧ぺきな上司を演じてきた。

　人前で話すのは今も得意ではないが、それを周りに気取られた事はない。思考はすぐにマイナス方向に傾かたむくけれど、口にするのは出来るだけポジティブな内容にしている。

　こんな風に他人に自分の中のマイナスな感情を話すのは、学生の頃以来だ。

　だけどあんなところを見られているのだから、今いま更さら「完璧な上司」を演じる必要なんてないだろう。それにどうせ、槇には「完璧」だとは思われていない。

「何故なぜ別れて五年近く経たつのにこんな目に遭あうのか、理解できない」

　ぼやきながら、名めい刺し入れを開く。ステンレスのそれは蓋ふたの裏側が磨みがきあげられているので、鏡のように使う事ができた。鼻の辺りが血で汚れていないのを確認してから、それをポケットに戻もどす。俺も槇もしばらくは口を開かなかった。沈黙が長さを増すにつれて、先程まで血が上っていた頭が、冷静さを取り戻す。真っ先に考えたのは、槇が今回の件をどう捉とらえるかだった。

　普ふ段だんの槇は無気力な社員で、他ほかの奴らと積極的に交流を持とうとしている姿勢はない。それでも同どう僚りようからは慕したわれている。それに千川とはよく飲みに行くらしい。

　上司が同性愛者で元もと恋こい人びとに殴なぐられていた所を助けた、なんて最高の酒の肴さかなだ。

『沖おき津つ主任ってゲイなんですか？　気持ち悪いですね。そういえば元からそんな雰ふん囲い気きでしたよね。男と女で態度が違ちがうっていうか』

　つい千川の反応を想像して、怖こわくなる。

　自分が同性愛者だとばれないように、できる限り男女区別なく接しているつもりだが、常にもしかしたらと考えている。もしかしたら、男にばかり視線を向けていないか。女子社員に疑われてはいないか。ときどき夜中にふっとそう思っては、怖くなって眠れなくなる。

「その名刺入れ」

　槇の言葉を待っていると、不意に横からそう声をかけられた。

「綺き麗れいですね」

　意外な言葉に「ああ」と返す。想像外の事を言われて一いつ瞬しゆん思考が止まったが、すぐにこれが営業時の槇と同じ話術だという事に気づく。論点から一瞬話をずらし、相手が乗ってきた所で再び用件に戻す。

　一体何を切りだすつもりだろう、と疑いながらも慎しん重ちようにブランド名を口にした。

　流行はやっていると雑誌で知って以来、身の回りの物はこのデンマークのブランドで揃そろえている。タイピンも名刺入れも、財さい布ふやスーツもそうだ。安くはないので金はかかるが、必要経費だとあきらめて捻ねん出しゆつしている。学生時代のように、周りから馬鹿にされたくなかった。

　お陰かげで趣しゆ味みに使う金は減ったが、もともと趣味は写真ぐらいしかない。その写真だって、決めたモチーフがあるわけではない。ただなんとなくマンションの窓から見える空を撮とったり、家の近所の川を撮るぐらいだ。デジタルだから、印刷も自宅でできる。機材にも拘こだわりはないから、金はかからない。

「ああ、そうなんですか」

　自分で切り出したくせに、槇はあまり興味がないような相槌を打つ。

「お前はどこのブランドが好きなんだ？」

　沈黙のまま、槇からされるきわどい質問を待つのが嫌いやだったから問い返す。

　着ているスーツや持っているバッグ、ペンやデスクの上の小物に至るまで、悔くやしいが洗練されていた。千川はよく「それどこのやつですか？　俺も欲しいです」と口にしているが、あれは年下で立場も同じだからこそできる芸当だ。俺が同じ事を言えるはずもなかったし、些細な事だが槇に負けを認めるようで、今まで聞いた事はない。

「気に入ったものを買ってるので、ブランド自体に拘ってはいません」

　あっさりとそう口にして、槇は目にしたコンビニの駐車場に向かう。

「何か飲みますか？」

　そう聞かれて喉のどが渇かわいている事に気づく。今いま頃ごろになって濃こいピザの味が舌に蘇よみがえってきた。

　けれど立つのも億おつ劫くうだったし、槇に頼たのむのは嫌で無言で首を振ふる。

　槇はすぐに戻ってきた。たぶん三分もなかったんじゃないだろうか。運転席に座ると、コンビニのビニール袋ぶくろから、ミネラルウォーターのペットボトルを出し、俺に渡わたした。

「……頼んでない」

「会社まであと一時間かかるので、そのうち喉が渇くといけませんから」

　槇はそういうと、自分用に買ってきた缶かんコーヒーのプルタブを開けて口をつける。

　ごくごくと動く喉を見て、意地を張るのも馬ば鹿からしくなり、俺は渡されたペットボトルのキャップを開ける。冷えた水は美味おいしくて、気づけば一気に半分近く飲み干していた。

　ホルダーにそれを入れると、槇が車を再び公道に乗せる。

　それから特に会話はなかった。だんだん見慣れた道路になると、なかなか本題を切り出さない槇に、俺の方が焦あせる。このまま、何もなかったように会社に帰るつもりなんだろうか。

　聞かれないならそれに越こした事はないが、しかし聞かれなければ聞かれないでどんなふうに思われているのか不安だった。

「気持ち悪いと思っているんだろ」

　とうとう会社が契けい約やくしている立体駐車場に車が入ったので、俺はそう口にした。

「思ってませんよ」

　槇が車を降りた。その後ろ姿を追いかける。

「正直に言えばいいだろ」

　槇は足を止めて俺を振り返った。

　その顔から感情を読み取ろうとしたが、嫌けん悪おも好こう奇き心しんも優ゆう越えつ感も浮うかんでいなかった。その代わりに「鬱うつ陶とうしい」と書いてある。

「正直に言えば、どうでもいいです。恋人の趣味は悪いと思いますが、あなたの好みをとやかくいうつもりはない」

「若気の至りだと言っただろう。それに昔はあんなに暴力的な人間じゃなかった」

　槇は分かったような顔で「そうでしょうね」とおざなりに頷く。

「……女に対しても男に対しても暴力を振るう人間は最低だと思いますが、主任も思わせぶりな態度を取ったんじゃないですか？」

「なんだと？」

「どうせ愛あい想そ笑わらいでもしたんでしょう？」

　指し摘てきされて思い出したが、昔の知り合いに出会ったら誰だれだって愛想笑いぐらいはする。社会人なんだ。相手に対して何も思ってないなら、無視するのは大人の対応とは言えない。

「愛想笑いしたら襲おそわれなきゃならないのか？」

「そうは言ってませんが……」

　槇は視線を逸そらす。この会話を早くうち切りたいという態度が見て取れる。

　この立体駐車場は、さきほど襲われかけたところと違い夜間灯が点灯しているので、相手の表情はよく見えた。

「気持ち悪いなら気持ち悪いって言えばいいだろ！　そんな風に取り繕つくろわれるよりも、はっきり言われた方がましだっ」

　今まで槇に対して苛いら立だっていた事もあって、一度口に出すと止まらなくなる。頭の隅すみで、これは八つ当たりだと知りながらも、感情的に喚わめきたてた。

「大体、お前が俺の事を前から馬鹿にしているのは知ってるんだ。大手企き業ぎように勤めてたかなんだか知らないけどな、人を見下すのも大たい概がいにしろ！」

　そう言って槇を睨にらみ付ける。思い返せば、他人に向かって怒ど鳴なるのも子供の頃ころ以来だ。

　槇はそんな俺の前で溜ため息を吐ついた。こいつが溜め息を吐くのを見るのは初めてだった。

「気持ち悪いって言えば満足か？」

　その声は、低かったのにやけに響ひびく。

　近づいてきた槇に、思わず後ずさりそうになる。勤務中よりもずっと粗そ野やな言こと葉ば遣づかいだった。槇が苛立っているのが分かり、先せん輩ぱいに殴られた時よりも明確な恐きよう怖ふを感じる。

「さっき言っただろ。どうでもいいんだよ。他人の恋れん愛あい事情になんて興味はない」

　近づくと、彫ほりの深い顔に影かげが差す。冷たい視線に、思わず言葉を失う。

「気持ち悪いとは思わないし、言いふらす気もない。だからこの話はこれで終わりだ。いいな？」

　まるで自分が上司のようにそう言って、槇は俺を見下ろす。

　けれど俺は反論する事も頷うなずく事もできずに、じっと槇を睨み付けた。










　初めて男とキスをしたのは大学二年の時だ。それが先輩だった。

　自分の性せい癖へきは中学に入って自覚した。女子には興味が持てずに、気づけば同性のクラスメイトを視線で追っていた。ばれるのが怖くて、もともとあまり上手うまくなかった人付き合いがますます下手へたになり、俯うつむくのが癖になった。

　性癖は直らず、高校時代はサッカー部で一番目立っていたクラスメイトの椎しい名なに片思いをしていた。けれど椎名に彼女が途と切ぎれる事は無かった。新しい女性を傍かたわらに見る度たびに胸が痛み、落ち込んだ。友人のいない俺を心配した教師が無理やり俺を写真部に入部させたのはその頃だった。そこでカメラの使い方を覚えたが、内向的な性格は変わらなかった。大学では押しの強い上級生の勧かん誘ゆうで、再び写真部に入り、そこで先輩と出会った。ふとしたきっかけで俺の性癖を見み抜ぬいて以来、先輩は度々俺のアパートを訪れるようになった。

「遊ばれてたんだろうな」

　コンビニで買った缶ビールを手に、一人きりの部屋でそう呟つぶやく。

　未いまだに酒は美味しいとは思えない。ビールだって一度もうまいと思った事はなかった。ホップの苦みが旨うまみというが、その意見に少しも共感できない。それでも飲みたい気分だった。

　通つう販はんで買った茶色のラグの上にだらしなく座りながら、先輩の本ほん性しようを見抜けなかったあの頃の自分を鼻で笑う。いや、本当は薄うす々うす分かっていたんじゃないだろうか。相手を選べるような立場じゃないと自覚があったから、それでもいいと妥だ協きようしたんだろう。

　キスされて、押し倒たおされて、ろくに抵てい抗こうなんてしなかった。最初は擦こすり合うだけだった。気持ちが良かったけれど、何度かそれを繰くり返すうちに入れられそうになった。

　利きき過ぎた冷れい房ぼうが肌はだ寒ざむくて、相手の温もりを求めるように手を伸ばしたけれど、どうしても痛くて途と中ちゆうで我が慢まんできなくなった。

『無理です、痛い。気持ち悪い』

　泣きそうになった俺に対して、先輩は白けたような顔でベッドから離れ、煙草たばこを吸いながら携けい帯たいを弄いじった。

『どこ行くんですか？』

　一服終えると服を着て出て行こうとする男に、そう問いかけた。

『それ、聞いてどうすんの？』

　薄うすら笑いで問い返されて、行き先に予想がついた。普ふ段だんから「お前以外にも相手はいるんだ」と仄ほのめかされていたから、引き留める事もできずに俯いた。

　できないお前に、用はない。そんな言葉が笑え顔がおに透すけて見えた。

　先輩とはそれきりだ。大学で会っても、険悪な雰ふん囲い気きになる事はなかった。お互たがい必要なら会話はしたが、先輩が俺の家に来る事はなくなった。関係を修復できないまま、四年だった先輩はそのまま卒業して行った。俺自身、その事を残念に思ったかどうかは覚えてない。けれど、やっぱりな、とどこかで納なつ得とくしていた。

　───やっぱり人と上手くやれない人間なんだ。

　友達が少ない。人前で話せない。場を盛り上げるのが苦手で、いつも輪から外れてしまう。

　そんな自分を変えようとして、努力した。だから社会に出てからは、それなりに評価された。

　けれど実際、友達と呼べる人間はいない。部下からは嫌きらわれていないし、上司ともそれなりに付き合っている。同期とも人間関係で揉もめた記き憶おくはないが、今みたいに一人ではとても耐たえられない気分になっても、電話して事情を話せるような相手はいない。

「体だけのつき合いをした相手ならいるけどな」

　自分に言い訳するように口にした。そういう店で出会った相手はいたし、付き合わないかと誘さそわれた事もある。ホテルに行った相手もいるが、結局は最後までできなかったし、付き合うまで至らなかった。やはり自分は世の中に適応できていないんだろうか。

　それならそれでいい。すごく寂さびしい事だとは思うけど、無理に誰かと付き合っても今日みたいに痛い目に遭あうだけなら、一人でいた方が楽で良い。

「きっと、槇は違ちがうんだろうな」

　優ゆう秀しゆうな部下と比べ、嫉しつ妬としてる自分に呆あきれる。

　何でも良いから一つぐらい欠けている要素があっても良いんじゃないだろうか。人付き合いでも、性格でも。もういっそ、仕事ができない男の方が良かったと、上司として最底な事を考える。しかし、現実はいつだって俺の願いに反している。

　世の中が平等だなんて、そんなの噓うそばかりだ。










　フェアが始まると、問い合わせも多くなり、ページビューも増える。

　各店てん舗ぽの売り上げを数値で見ると、槇が進言したアイテムを取り扱あつかっている木工所の売り上げが上がっていた。例のアイテムはフェア開始期間中に、用意した数値を売り切っている。

　そんななかくだんの木工所から掛かって来た電話に出ると、社長は挨あい拶さつもそこそこに「槇さんに替わってよ」と口にした。

「槇、ですか？」

『うん、そう。ちょっとばかし、相談したい事があるから』

「少々お待ち下さい」

　今まで担当していたのは俺だった。だから少し蟠わだかまりを覚えながらも、槇に内線で回す。

「槇、電話だ」

　社長の名前を告げると、槇は素そっ気なく返事をしてから受話器を取る。相変わらず、やる気の無い表情だった。ゆるくネクタイを締しめて、組んだ足もそのままに内線ボタンを押す。槇は数十分話してから通話を切ると、俺のデスクに近づいてきた。

「社長が新規の方を紹しよう介かいしてくださるそうです」

　機き嫌げんのいい社長は、フェアで完売した製品を再さい販はんする事に決めたと槇に報告した後で、通販に興味を持っている知り合いを紹介すると口にしたらしい。

　営業はつくづく相性だと思う。相性が悪ければ何度足を運ぼうと、どれだけ尽つくそうと大した成果は期待できないが、相性が良ければ槇のように一度足を向けただけで思わぬ仕事を得られる。もっとも、今回に関しては相性だけの問題じゃない。足を運ぶだけの俺とは違い、槇は先方に有用なアドバイスを行った。だからこそ、一度で信しん頼らいが得られた。

「槇君が来てから大おお忙いそがしだな」

　ふらっと近くに来た部長が、褒ほめるようにそう言って槇の肩かたを叩たたく。

「しかし新規営業もいいが、出来れば槇君には前の会社の取引先も紹介して貰もらいたいな……」

　部長の言葉に槇はちらりと視線を上げると「機会がありましたら」と答えた。入社以来、何度となく流されている話題だが、部長は無む理り強じいせずに「待ってるよ」と鷹おう揚ように頷く。

　どんな理由で前社を退職したのかは知らないが、前よりも規模の小さい会社にいる現状を鑑かんがみれば、槇が前職で関係した会社に連れん絡らくを取りたがらない気持ちはよく分かる。しかし、部長が槇に対して強く要求を突つきつけない理由は、それだけじゃなさそうだ。入社以来、部長は殊こと更さら槇の事を可愛かわいがっている。いや、部長だけでなく上の人間のほとんどが槇を歓かん迎げいしている。

　俺は槇とスケジュールを合わせながら、胸の奥でちりちりと焦こげ付く敗北感を、なんとか無視しようと足あ搔がいていた。槇は仕事が出来る。それは一いつ緒しよに働いていて常に感じる事だった。

　しかし、今そんな事を考えても仕方がない。頭を切り換かえるように仕事をした。大がかりな接待に槇を連れて行くことになったのは、そんな時だった。業界上位の化け粧しよう品ひん会社との契けい約やくだった。成功すれば、大口の契約になる。常務が取り付けた案件だが、先方が現場の声を聞きたいというので俺と槇が出向く事になった。本来なら部長が行くのが順当だが、部長と課長はその日は別件の用事が入っている。しかし社歴からいえば、槇ではなく千川が選ばれてしかるべきだった。

「でもほら、槇君は今まで大きなところと仕事してきた人だからさ」

　二人きりのミーティングルームで、疑問をぶつけた俺を取りなすように部長はそう言った。

「それに、沖津君だって槇君が一緒の方が心強いでしょ？　何かあったら槇君に頼たよればいい」

　部長は悪気無く口にしたようだが、俺は立場上その言葉を肯こう定ていする事はできなかった。

　憂ゆう鬱うつな気分を誤ご魔ま化かしながら仕事をしていると、オフィスに社長令れい嬢じようがやってきた。紺こん色いろのタイトな制服から伸びた足は細く、膝ひざ裏うらから足首を目指して理想的な流線形を描えがいている。黒のストイックなパンプスもよく似合っていて、シンプルで有り触ふれた制服をこれほど魅み力りよく的に着こなせる女性は他ほかにいないだろうと思えた。うちの総務部にやたらと社の人間が顔を出すのは、彼女がいるせいだろう。

「沖津主任にお届け物です」

　そう言ってオフィスにやってきた彼女に、同どう僚りよう達が目を奪うばわれる。

「ああ、わざわざありがとう」

　社長令嬢かつ美女なので、同僚は必要以上に気を遣つかっているようだが、俺はあまり彼女の肩かた書がきを気にした事がない。客観的に見れば話しかけるのを躊躇ためらうほどの美女だが、恋れん愛あい感情はもちろん湧わかないし、年下なのに社長令嬢だからと諂へつらうのも嫌いやだった。

「序ついでに社長決裁が下りた書類も持って参りました」

　差し出された書類と小包を彼女の手から受け取った時に顔を上げると、槇の視線が社長令嬢に向けられている事に気付く。千川も同様に社長令嬢に見み惚とれているようだ。

　───分かり易やすい奴やつらだ。

　あからさまな反応に呆れていると、急に社長令嬢が俺に近づいた。訝しむ前に耳に唇が近づき、内ない緒しよ話をするように彼女の声が潜ひそめられる。

「一つ、お耳に入れておきたい事がございます。まだ確定ではありませんが、社長がゴルフのコンペを企くわだてているようですので、来月辺りに沖津主任にもお声が掛かかるかも知れません」

　社長のゴルフ好きは以前から知っていたし、部長がつき合いでコースを回っているのは聞いていたが、まさか自分にまでお呼びが掛かるとは思わなかった。それも来月なんて、急な話だ。当然そうなれば日曜日は潰つぶれるだろう。嬉うれしくないサプライズだ。しかし何故なぜ自社の人間にサプライズを企てているのだろうか。相変わらず社長は風変わりだ。

「早めに教えてくれて助かった。ありがとう」

「いえ、では失礼します」

　優ゆう雅がな角度で彼女が頭を下げると、さらりと黒くろ髪かみが流れる。優やさしい匂においが鼻を掠かすめた。

　オフィスを出ていく後ろ姿を見送っていると、彼女の視線がちらりと槇に向けられた事に気付く。しかし槇はそんな彼女には気付かずに仕事を再開していた。

　結局二人の視線は合わされないまま、社長令嬢はオフィスから出ていく。

　───千川は泣くはめになるかもな。

　同期で入社して以来、ずっと社長令嬢に片かた想おもいをしている千川の事を気の毒に思いながら、俺はさっそく自社のトップページを開くと、ゴルフセットで検けん索さくをかけた。

　キャディバッグ付きのゴルフクラブセットで一番安くて二万五千円からだった。

　安い出費じゃないが、仕方ない。序ついでに近きん隣りんのゴルフ練習場を調べながら、コンペで最下位になる自分の姿を想像した。もしかしたら自社の人間に対するサプライズの意図は、そこにあるのかもしれない。取引先は最下位にできない以上、スケープゴートが要いる。

　ふと少し意地悪な気分で、参加を打だ診しんされたら、槇も一緒にエントリーさせようと決めた。これぐらいの意地悪なら、許されるだろう。

　それで溜りゆう飲いんを下げてやるから、せいぜい低いスコアを叩きだしてくれと願いを込めながら、槇の横顔を盗ぬすみ見た。










　槇は確かに俺の事を誰だれかに言った素そ振ぶりはなかったが、まだ安心はできなかった。

　周囲の態度に変化はないが、今は口にしていないだけでこれからもそうだとは限らない。

「主任、新規の契約の件ですが……」

「ああ、そうか。今急ぎの件があるから、要点をまとめて後でメールを送っておいてくれ」

　槇は眉まゆを寄せた後で「分かりました」と口にして、デスクに戻もどった。

　このところ槇との話を先延ばしにする癖くせがついている。幸いにして急ぎの用事はないのだが、このままではまずいと自分でも気づいていた。

　周囲に気取られる前に、どうにかしなければならないと分かっているが、槇の顔を直視する事もできない。もう一度ちゃんと口止めしておきたいと思い、槇をミーティングルームに呼び出そうとしたとき、不意にその姿がない事に気付く。

　休きゆう憩けい時間にはまだ早いが、なかなか戻ってこない。

「上司の前で堂々とさぼる奴が営業成績一位だなんて、何の冗じよう談だんだ」

　今ならグループのメンバーは営業に出ているので、槇と俺しかいない。この機会を逃のがせば、周囲に不ふ審しんがらせずに呼び出す事は難しいだろう。仕方なく俺もデスクを離はなれて槇を捜さがす。真っ先に浮うかんだ心当たりは、社内の喫きつ煙えん所だった。喫煙所と言っても、屋上にスタンド型の灰皿が置いてあるだけだ。

　屋上に上り、立て付けの悪いドアを音を立てながら開けた。

　新人の頃ころに何度か部長を呼びに来た事があるが、その時と全く変わらない。端はしが欠けてヒビが入った青いベンチ、錆さびて古くなった手すり、灰皿があるだけの素っ気ない屋上だった。

　愛あい煙えん家かのほとんどが、食事が終わった後の一時や二時にここを訪おとずれる。午前中から来る人間は少ない。だから槇以外に人はいないと思っていたが、そこには制作部の人間がいた。しかし肝かん心じんの槇の姿はそこにはなかった。

「あれ、珍めずらしいですね。誰かお捜しですか？」

　そう尋たずねられて、曖あい昧まいに頷うなずく。

　嫌けん煙えん家だというのは社内の人間に知られている。ここに来る理由はそれ以外に考えられないんだろう。誰を捜しているか、尋ねられない内に踵きびすを返そうとして「そういえば、沖津主任はカメラが得意なんでしたよね」と確認するように聞かれる。

「得意って程ほどでもない」

「いや、うちの部の奴等よりも上手うまいですよ」

　制作部はＷＥＢ管理やカタログ類の製作を行う。プロのカメラマンを雇やとう事はなく、写真やデザインに関しては社内で回している。制作部にいる人間はもともと、他社でデザインやＷＥＢの製作をやっていた経験者だ。それに物ぶつ撮どりはコツさえ摑つかめばこれといって、難しい事のない作業だ。だからプロに頼たのまずに、自分たちで充分賄まかなえる。

「賞とか、とってないんですか？　去年、社員旅行の写真見ましたけど、けっこう凄すごいですよね。カメラ、何使ってるんですか？」

　カメラは一台しか持ってない。メーカー名と、シリーズとバージョン、レンズまでも聞かれるままに答えた。

「今度、写真の撮り方教えてくださいよ。俺、カメラあんまり弄いじった事なかったから、そんなに引き出しがなくて。小道具とか効果で、画をもたせてる感じなんですよ」

「誰かに、教えられるほど上手いわけじゃない」

　俺がそう言うと、男は短くなっている煙草たばこの灰を足あし下もとに落とす。灰はコンクリートの上に落ちる前に、風に攫さらわれていく。

「またまた」

　男はにやりと笑ってから「沖津主任はなんでも出来て凄いですよね」と言った。

「そうでもない」と返しながら、社交辞令でもその台詞せりふがあまりに自分にそぐわないので、居い心地ごこちが悪くなる。

「いやー、だって見た目もいいし、仕事もできるじゃないですか」

「まさか」

　否定する声は、強くなった。そこに僅わずかに不快感が滲にじむ。見た目は服装で取り繕っているだけだ。仕事は槇の方が出来る。そんな劣れつ等とう感が表情に表れそうになったのが自分でも分かり、誤ご魔ま化かすように愛あい想そ笑わらいを浮かべて「君の方が格好良いと思うよ」と言った。

「沖津主任にそんな事言われたら、調子乗っちゃいそうだな」

　男は吸い終わった煙草の代わりに、新しい煙草を取り出す。

　一服、だけでは済まないらしい。男の上司の心中を想像して、少し気の毒になりながらも屋上を出た。階段を下りながら、自分はなんのためにここに足を運んだのか、階段を上って来る男の顔を見て思い出す。

「今は休憩時間じゃないぞ」

　思わず動どう揺ようして、それを誤魔化すようにきつい口調になった。

　槇の手には缶かんコーヒーがある。どうやらそれを買いに行っていたらしい。

「朝は始業前から仕事していたんだから、大目に見てくださいよ」

　悪びれる事なくそう言って、俺の横を通り過ぎようとする。咄とつ嗟さにその腕うでを摑んだ。

「あの時の事だが、まだ誰にも言ってないのか？」

　内心の怯おびえを隠かくしながら尋ねると、槇は「言ってませんよ」と素そっ気なく言いながら、缶コーヒーのプルタブを開ける。

「そんな事より午前中に送ったメール、確かく認にんして貰もらえましたか？」

　そう言われて、新規の件がどうのと言っていたのを思い出す。今の今まで忘れていた。

「緊きん急きゆうだったのか？」

「できるだけ早く回答が欲しかったもので。メールだとすぐに回答が得られないので、時間の無む駄だになる事が多い気がするんですが」

「戻ったらすぐに確認する」

　腕を摑む手を放すと、槇は呆れたような視線を俺に向けた。

「いい加減、プライベートな感情と仕事を混同するのは止めて頂けませんか？」

　槇はうんざりした表情で俺を見下ろしていた。会社の立体駐ちゆう車しや場じようで見せた顔と同じだ。

「あんな場面を見られて屈くつ託たく無く接しろとは言いませんが、業務に支障が出るのは困ります」

　窘たしなめるような言い方にむっとしながらも、それが正論だからこそ言い返せなかった。

「とにかく、新規の件お願いします」

　槇は俺に背を向け、そのまま階段を上がって屋上のドアを開ける。

　そのドアが閉まった音を聞き、俺は溜ため息をついてオフィスに戻った。仕事でもして気分を落ち着けようと思い、決裁書に目を通す。槇からのメールはちらりと頭を掠かすめたが、なんとなく苦手な物を後回しにする気分で、すぐには手を着けずに時間を置いてから返信した。

　それから終業時間までは、業務に追われて余計な事を考える暇ひまはなかった。

　残業は推すい奨しようしていないから、終業から一時間も経たてばフロアからは人があまりいなくなる。月末月初や煩はん忙ぼう期きであれば残業も多いが、今の時期はそうではない。九月、十月はこの業界にとって中ちゆう途と半はん端ぱな季節だ。

「お先に失礼しまーす」

　残っていた二人の社員のうちの一人が、鞄かばんを持って立ちあがる。

「お疲つかれさま」

　ジャケットをはおって出ていく女子社員にそう声をかけると、フロアには俺と槇の二人が残った。

　俺は仕事を早めに切り上げてパソコンの電源を落とす。

　残業が嫌きらいな男は眉み間けんに皺しわを寄せ、キーボードを叩たたいていた。

　立ち上がると、槇は俺を見ないまま「仕事終わったんですか？」と口にする。

「ああ」

　俺の言葉に槇は「それなら、手伝ってください」と口にした。

「何故なぜ、俺が手伝うんだ？」

　納なつ得とくできない気分でそう訊たずねる。槇はその質問には答えずに、「誰だれのせいで残業してると思ってるんですか？」と言った。

「上司に対する口の利きき方じゃないな」

　思わずそう言い返すと、槇は嘲るように笑う。

「上司ぶりたいなら、それらしい態度をとれよ」

　苛いら立だち、棘とげを含ふくんだ口調だった。突とつ然ぜんがらりと変わったその言い方に驚おどろく。以前駐車場で向けられたのと同じものだった。非難するように槇に視線を向けたが、槇はちらりとも俺を振り返ろうとしない。

「……とにかく、俺はもう帰る」

　付き合ってられないとばかりに言うと、槇の鋭するどい視線が俺を射い貫ぬいた。

「お前のせいなんだから、手伝え。この間の痴ち話わげんかをばらされたくなきゃ、とっとと言うとおりにしろよ」

　その剣けん吞のんな視線にたじろぎ、仕方なく電源を切ったばかりのパソコンを立ち上げる。

　ばらさないと言った癖くせに、と恨うらめしく思いながらも回ってきたメールを開く。そこには作業の指示が簡潔に書かれていた。しかし本文を最後まで読んで首を傾かしげる。

「これは……関係ない仕事じゃないのか？」

「俺はお前が遅おくらせた分の仕事をするから、お前は俺がやるはずだった別の仕事をやれ。何か分からない事があったら聞いて良い」

　傲ごう慢まんな言い方にむっとしながらも、メールに添てん付ぷされているファイルを確認する。

　それは膨ぼう大だいなデータだった。うちの通つう販はん会社を利用している顧こ客きやくの買い物履り歴れきだ。メールの本文から統計毎ごとに分類するようにとあったが、こんな指示を俺は出していないし、そもそも統計はシステム部が第一と第三月曜日に毎月出している。

「今月のレポート見ていないのか？　何故また統計の洗い出しをしてるんだ？」

　俺の疑問に槇は「あれじゃ充じゆう分ぶんじゃない」と答える。

「ネット事業部の売り上げが低すぎるのは、デモグラフィックスがなってないからだ。対象を絞しぼり込まないと、うちみたいな小さな会社は大手に勝てない」

　槇はあっさりそう口にするが、売り上げが低いと入社して一年も経たない部下に言われると、むっとする。まるで今までの俺達が無能だと言っているように聞こえた。いや、言っているのかも知れない。

「だったら大きな会社に就職すれば良かったんじゃないか？」

　苛立ちのまま言い返すと、ようやく槇が俺を振り返る。ネクタイはなく、シャツのボタンはだらしなく外されている。まるで自宅にでもいるような格好だ。

「学生時代に、特技は何かと聞かれなかったか？」

　予想外の質問に思わず眉まゆを寄せる。

「それがなんだ？」

　就職活動の時に聞かれた事がある。俺はマニュアルに添った答えを口にした。もう思い出せないような、当たり障さわりのない回答だった。

「他人にはない特技がある人間には魅み力りよくがある。逆に言えば、総合力が高い人間でも特技がなければ魅力に欠ける。会社も同じだと思わないか？　大手には総合力じゃ勝てない。だから生き残るには特技がいる」

　当たり前の意見だった。今更部下に教えて貰わなくても、入社当時からそんな事は分かっている。

「競合他社との差別化が必要なのはお前以外の奴やつ等らも分かってる」

「だけどろくに行動を起こしてない」

　槇はそう言うと、手にしていたボールペンの後ろを軽く嚙かむ。癖なのかも知れない。

　あまり良くない癖だと思いながら、安物のボールペンでメモを取る槇の様子を見つめる。

「起こしてるさ」

「お前はな」

　槇はあっさりと認めると、長い足を組んでデスクの上に置かれた缶コーヒーに手を伸のばす。いつも飲んでいる加糖でミルク入りのコーヒーだ。

「即そく売ばい会かいを企き画かくしたのはお前だって聞いた。確かに効果は出ているが、まだ充分じゃない。総合的なフェアや即売会じゃなくて、もっとターゲットを絞ったイベントやフェアを頻ひん繁ぱんに、それも参加企き業ぎようを入れ替かえて開かい催さいすべきだ」

「それは、俺も考えてるがイベントにはそれなりに金がかかる」

「だから、データで裏付けを取ってやればいい。確実な数字を示せば、上の連中も無下には出来ないだろ」

　槇は断定的に口にする。この統計は次の会議にかけるための、資料として使うのだろう。

　俺はリストに目を向けた。データを抽ちゆう出しゆつするために、複雑なクロスを掛けていく。すると、該がい当とう商品の売り上げ推移が見える。さらに絞しぼりこんで購こう入にゆう者の年ねん齢れいと性別に細分化させた。

　槇が統計にうるさいのは広告代理店にいたせいだろうと思いながら、割り出された数値から勝手に表示された折れ線グラフを眺ながめる。

「驚いたな」

　指示された通りに統計を作っていると、今まで見えなかった波が見えてくる。統計の仕方を変えただけで、潜せん在ざい的なニーズがグラフとして数値に表れた。

　思わず槇に感心していると、ギシリと椅い子すが軋きしむ音がする。顔を上げると、槇が伸びをしていた。シャツの袖そでから出ている肌はだを見て、槇が日に焼けている事に気付く。

　不意に、先さき程ほど聞かれた特技の話が頭に浮うかぶ。

　恐おそらく槇にはいくつも特技があるのだろう。マニュアルを見て考えなくても済むに違ちがいない。

　社内や社外でそつのない対応をしている事から、人間関係でも特に今まで問題はなかったんだろう。俺とは真逆の人生だったに違いない。そこまで考えて、自分が高校の時に密ひそかに片思いをしていたクラスメイトと目の前の男をだぶらせている事に気付く。

「何か分からないところでもあったか？」

　声をかけられて、自分が長い間目の前の男を見ていた事に気付く。

「前の職場でも、こういう統計の取り方をしていたのか？」

「まあな」

　誤ご魔ま化かすために聞いた質問に対して、槇は素そっ気ない返答をする。

　噂うわさ好きの女性とは違うが、やはりどうして槇が以前の会社を辞やめたのか気に掛かった。

「できたか？」

　槇は立ちあがると、俺の側まで来て画面を覗のぞき込む。

　すると、槇の手が俺の手の上に重なる。槇は頓とん着ちやくせずに、手を重ねたままマウスを動かす。近すぎる距離に緊きん張ちようした。煙草たばこの臭においが微かすかにする。

　男らしい匂いに、ぞくりとした。槇相手に動どう揺ようしている自分に戸と惑まどう。いくら最近は誰も相手にしていないからといって、こんな簡単な事で心を動かされている自分が信じられない。

「臭くさい」

　思わずそう言って、槇の体を押しのけた。

「何が？」

　俺の発言に不快そうに眉を寄せた男に「煙草臭い」と続けると、槇は「ああ」と言ってから自分の襟えり元もとに鼻を近づけて「そうでもないだろ」と言った。

「俺はその臭いが嫌いなんだ」

「わかったよ」

　槇は呆れたような顔で俺から離れる。

　俺はデスクから外部記き憶おく装置を取り出し、スティック状のそれをパソコンに差し込んで、データをコピーする。それを身み支じ度たくを整えている男のデスクに置く。俺のパソコンにもデータを残しておいたのは、この統計が使えると踏ふんだからだ。

　時計を見ると遅おそい時間だった。どうやら槇の仕事も片づいたようだし、今度こそ帰ろうと眉み間けんを揉もみながら自分のパソコンの電源を落とす。

「こんな時間まで付き合わせたんだから、奢おごってやるよ」

　槇は俺を部下扱あつかいしてそう口にする。俺はジャケットを羽織りながら「結構だ」と返す。

「どうせ予定はないだろ？」

　図星だが、指摘されたくなかった。

　やっぱり、こんないけ好かない奴やつに心を動かされたのは間ま違ちがいだった。

「お前に関係ないだろう」

　苛いら立だって、少しきつい口調になる。槇を相手にすると、容易に沸ふつ点てんが下がっていく。

「ばらされたくないだろ？」

　その言葉に、きつい眼まな差ざしで振ふり返る。

「───また脅おどすのか？」

「口止めに一回でいいから付き合えよ。うまい酒を教えてやる」

　槇は冗じよう談だんめかして口にする。脅すと言うよりも、茶化すような言い様だった。

「仕事を手伝うのが口止めじゃなかったのか？」

「あれはお前の態度で不快にさせられた憂うさ晴らしだ」

　悪びれない男を睨にらみ付けるが、槇は俺の視線なんて少しも気に留めていない。それは飄ひよう々ひようとした表情から充じゆう分ぶん読み取る事が出来た。

「車がある」

「代行で帰ればいいだろ。ほら、早くしろよ」

　苦し紛まぎれの言い訳に対して、槇は横おう柄へいにそう返すと俺を急せかした。

　脅しに屈くつするのは嫌いやだったし、これ以上槇と一いつ緒しよにいるのはストレスが溜たまると分かっていたが、溜め息一つで俺はすべてのマイナス要素を頭の中から追いやって頷うなずく。

「分かった」

　俺の言葉に、槇は満足そうに笑う。その顔が、悔くやしくも格好良いと思った。










　連れて行かれたのは、奥まった場所にある小料理屋だった。

　駐ちゆう車しやスペースは二台分しかなく、俺は自分の車をそこに停とめて、助手席に座る槇より先に降りた。無む理り矢や理り俺の車の助手席に座っていた男は、ドアを閉めるとさっさと店の方に歩いていく。

「本当にここか？」

　入り口を開ける前に確認する。外観は槇が好んで利用するような店には見えなかった。

　店はマンションのテナントの一部で、隣となりには不動産屋と床とこ屋やが並んでいる。店先には定番の信楽しがらき焼やきのタヌキが置かれていた。膝ひざ丈たけぐらいのそのタヌキは愛あい嬌きようのある顔で俺を見上げている。

「ああ」

　槇がガラリと戸を開ける。店は外見から想像した通りに小さい。どこにでもある平凡な店だ。厨ちゆう房ぼうを取り囲むようにＬ字にカウンター席が並んでいて、客もまばらだった。西側の壁かべにはテレビが備えつけられ、バラエティ番組が映し出されている。

「あら、槇さん」

　着物に割かつ烹ぽう着ぎ。いかにも女将おかみという格好をした女性が槇を見て微笑ほほえんだ。

　槇はそれに愛あい想そ良く手を挙げて、入り口から比ひ較かく的てき近い席に座る。意地になって一席空けて座ろうと思ったが、その俺の逡しゆん巡じゆんを読み取ったのか、槇は自分の横の椅子を引いた。

　仕方なくそこに腰こしを下ろす。俺がメニューを見ているうちから、槇は料理と酒を注文してしまう。量からして、俺の分もあるようだ。品目は少なく、料理名もシンプルだった。凝こったところは特にない。女将は美人と言えない事もないが、それだけでは通う理由になりそうもなかった。

「お疲つかれさま。槇さんのお友達ですか？」

　考えていると、温かいおしぼりを手て渡わたされた。受け取りながら「同どう僚りようです」と否定する。

「あら、そうなんですか。こんな時間までお仕事だったの？　大変ですね」

　それから槇と女将は二、三言話した。俺は見るともなしに壁に並べられた酒類を見るが、他ほかの居酒屋と特に変わりはない。

「はい、どうぞ」

　黙もく々もくと手を拭ぬぐっていると、貫かん入にゆうの入ったガラスの猪ちよ口こを渡される。注がれたのは熱あつ燗かんにされた日本酒だった。

「熱燗は苦手なんだ。冷ひやよりも、酔よいが回る気がする」

　女将が銚ちよう子しを置き、料理を取りに離はなれてから、思わずそう口にする。

「冷よりも燗の方が下げ戸こにはいいんだ。それにこの酒は恐らく、お前好みだよ」

　お前、と呼ばれる事に未いまだに抵てい抗こうを感じながらも、一いつ杯ぱいだけならと猪口を見下ろす。日本酒は強く、苦い。二日酔いもワインや日本酒はビールに比べて酷ひどく出る。度数が高いから当然と言えば当然だ。だから出来るだけ口にしたくなかった。

　くっと、呷あおる槇を見て仕方なく俺も同様にそれを飲んだ。

　酒は口に入れた途と端たんに、するりと喉のどの奥に染しみ渡る。子供の頃ころに、レンゲの花の蜜みつを嘗なめた事があるが、あの時の爽さわやかさと微かな甘みと草と花の匂いがした。懐なつかしいその味覚に驚おどろいていると、食道がじわりと熱くなる。初めて飲み易やすい日本酒に出会った感動で、銚子から手酌で次を注ぐ。二杯目も同じように口の中で溶とけていく。槇の言うとおり好みの味だった。

「なんでお前に俺の好みが分かるんだ？」

　心底疑問でそう問いかけると「普ふ段だんから辛から口くちの物が好きだろ？」と指摘された。

「甘い卵焼きを食べて眉間に皺しわ寄よせてるし、コーヒーもいつも無糖だ。加えて癖くせのある味が苦手みたいだから、この能登の酒を選んだ」

　槇はあっさりと種明かしをする。普段から細かく見られていたということに舌を巻いた。

　うまい酒を楽しんでいるうちに店はほどほどに混こんできて、女将も忙いそがしくなる。それでも時折、カウンター越ごしに何気ない話題を振られる。俺に向けられる事もあれば、槇に向けられる事もあった。

「如何いかがですか？」

　女将の問いかけに「美味おいしいです」と答える。

　俺と槇の間に特に会話はない。気を遣つかうのも面めん倒どうで、ひたすら酒と食事を堪能する。お互たがい黙だまったままだったので、最初は居い心地ごこちの悪さを感じていたが、槇がリラックスしてるので俺も次し第だいに気にならなくなった。ふと、先さき程ほど槇に聞かれた特技の答えがぼんやり浮うかぶ。面接では違ちがうことを答えたが、噓うそを吐つかないなら特技と聞かれて答えられるのは一つだけだ。

「カメラ……」

　思わず呟つぶやく。塩焼きしたブリカマを食べていた槇が、俺に視線を向ける。

「カメラが、得意だった」

　昼に屋上でその話をしたせいかもしれないが、それしか浮かばなかった。人に教えるほど上手うまくはないが、それでも恐おそらく唯ゆい一いつの特技と言って良い。

「何を撮とるんだ？」

　そう聞かれて「空」と答えた。酔いが回り始めたらしく、答えを弾はじき出すまで時間がかかる。

　社員旅行など会社の行事を例外にすれば、人間を撮った事はあまりない。通行人を含ふくめ、見知らぬ人間を撮るのは気が引ける。自分が素す性じようも知れない誰だれかに写真を撮られたら、絶対に不快に感じるからだ。尤もつとも、撮りたいと思うような誰かがいた事もない。一人だけ、高校時代に例外はいたけれど。いつも被ひ写しや体たいは風景ばかりで、その中でも空は一番撮るのが好きだった。

「学生の頃、部屋の窓から空を撮ってた。一年間ずっと、午後五時に。冬は、真っ暗だったけど、その分星が撮れた。夏はまだ日が落ちてなかった。そういう変化を、ずっと見てた」

　おもしろみのない写真だ。効果も使わないし、アングルを拘こだわるような被写体じゃない。ただ、いつも電線や、屋根、飛行機みたいな人工物が映らないように気を付けていた。鳥や雲はよくても、人間が作ったものはフレームに入れたくなかった。

「今も撮るのか？」

「たまに、会社の行事の時に」

「それ以外では？」

「撮るものがない」

「空はいつでもあるだろ？」

　ゆるく首を振ふる。被写体があっても、もうそれに対して撮りたいという意い欲よくが湧わかない。

「飽あきたなら、他に興味を持って撮れるモノを見つければいい」

「お前の特技はなんだ？」

　思わず問い返す。僅わずかな沈ちん黙もくの間に、アクティブな特技が返ってくるんじゃないかと予想する。槇は自分の猪口に酒を注ぐ序ついでに、俺の空になった猪口にも酒を追加した。

「フィールドホッケー」

「何？」

　聞こえなかったわけじゃなく、意味が分からずに問い返す。

　槇は猪口を口に運びながら「知名度は高くない。陸上のホッケーだ」と答える。

「聞いた事がない」

　スポーツなんだろうが、槇の言うとおりに知名度は本当に高くないのだろう。クリケットとは違うのか、と首を傾かしげる。スポーツには詳くわしくない。仮に知名度があっても、俺が知らない可能性は充分にあった。

「グラウンドホッケーとも呼ばれる」

「知らないな」

　俺がそう言うと、槇は「まぁ、そうだろうな」と少し詰つまらなそうな口くち振ぶりで言った。

　まるで拗すねているような言い方がおかしい。だから少し笑った。

　槇は俺の顔をしばらく見つめてから、不意に視線を逸そらす。

　同僚とプライベートで飲みに出で掛かけて、仕事の話以外で笑うのは初めてだった。こんな風に場を和なごませることが出来るから、槇は上司や取引先に好かれるのかも知れない。

「……お前、さっきから酔ってるだろ？」

　そう言って槇が俺の前から銚子を遠ざける。まるで保護者のような態度だ。自分でも酔っている自覚はあった。だから再び銚子に手を伸のばすことはしない。これ以上口にしたら、ふわふわとした心地よい酩めい酊てい感は消えてしまうような気がした。

　それきり、ろくに槇とは話さなかった。だけど嫌いやな類たぐいの沈黙でもなかった。

　皿が空になり、代行を呼んだ時に「着くまで寝ねるなよ」と偉えらそうに言われたが、何故なぜかそれを前ほど不快だとは思わなかった。










　化け粧しよう品ひん会社の専務は貫かん禄ろくのある体つきをしていた。年も俺とは二十歳にじゆつさい以上離れているだろう。横に控ひかえている部下はその正反対で瘦やせて、顔色も悪い。上司に追つい従しようするのが上手く、先程から鸚おう鵡む返がえしのように専務の意向を汲くんだ発言を繰くり返している。

　専務には以前何度か挨あい拶さつしたことがあるが、顔色の悪い社員と顔を合わせるのは初めてだ。

　お互いの挨拶を含めて、契けい約やくに纏まつわる説明は一時間程で終わった。

　もともと、常務が事前に向こうの上層部と話し合っていた事もあったが、先方からはうちの会社や通つう販はんの方法に関して、特に質問や疑問は出なかった。その事を少し不安に感じたが、早めに話を切り上げようとしている雰ふん囲い気きに押され、結局そのまま小料理屋に場所を移す。

「そちらさんは、カタログもやってるんだっけ？」

　料理が運ばれ、手を着け始めた頃に向けられた質問に「あくまで主力はＷＥＢですが」と答える。大手に比べたら、規模が違いすぎて紙媒ばい体たいは話にならない。

「昔は怪あやしい通信販売も多かったよ。今だって眉まゆ唾つばの会社はある。買う人間はともかく、扱あつかう人間の目は肥えてないとな。沖津君はどうだ？　物を見る目はあるか？」

　その唐とう突とつな質問に迷いながらも「専務程ではありませんが」と口にする。

　専務は俺の答えを聞いて、おもむろに自分の右手を突つき出す。男にしては珍めずらしいと思っていたが、そこには指輪が塡はまっている。ダイヤモンドをあしらったプラチナとゴールドのリングがそれぞれ中指と薬指を飾かざっていた。デザインが違うので、それぞれ印象が違う。プラチナの方は女性的で、ゴールドの方は成金が好んで着けそうな威い圧あつ感かんがある。

「これ、どっちが偽にせ物ものだと思う？」

「偽物、ですか？」

　突き出された肉厚の手に見入っていると、「手にとってじっくり見てみていい」と言われる。宙に浮かせたままの部長の手を下から支えながら指輪を見るが、宝ほう飾しよく品ひんにはもともと興味もないし、ダイヤモンドの見分け方なんて知らない。水すい滴てきを垂らすと分かると聞いたが、それにはある程度石が大きくなければいけない。それに専務の指輪にいきなり水滴を落とせる訳がない。

「分かりません」

　率そつ直ちよくに答える。

「君は？」

　専務は槇に視線を向けた。槇は顔色の悪い社員に酌しやくをした後で、指輪をちらりと見て「私はあまりそういった事に詳しくないので。ですがプラチナの方が高そうです」と答える。

　言われてみると、確かに石はプラチナの方が大きい。

「あえて言うなら私も、プラチナの方が本物だと思います」

　本心を言えば、プラチナの方に好感が持てただけだった。

　俺の答えに専務は「ゴールドが本物だ。よく見なさい」と更さらに手を突き出す。それから専務の蘊うん蓄ちくが始まる。その指輪は甲こう府ふにある会社から二束三文で買い叩たたいた物だと自じ慢まんした。

「よく見れば、分かるだろ？」

「すみません、宝石は詳しくないので……。お好きなんですか？」

　言葉を濁にごして問いかけると、専務は再び石についての講こう釈しやくを始める。

「よし、今度家に呼んでやろう。俺のコレクションを見に来るといい」

　専務がそう言うと、その横の社員がひっそりと笑った。

　何故かその笑えみが気になったが、その疑問は槇の声に遮さえぎられる。

「是ぜ非ひその際は、私にもお声こえ掛がけ下さい。ご自慢のコレクションを拝見させて頂きたいです」

　槇は笑顔を見せたが、専務はそれに対して僅かに口元を歪ゆがめた後で「いいだろう」と笑った。

　どうやら、槇とはあまり相あい性しようが良くないようだ。少しだけ胸のすく思いがする。槇でも、いつも誰にでも好かれるという訳ではないようだ。そんな当たり前の事が分かり、気が軽くなる。

　酒が進み、料理も出で尽つくした頃ころ、顔色の悪い男が用を足しに席を立った時に、専務の携けい帯たいが鳴り、二人が一度に席を外す。図はからずも個室の中には俺と槇の二人だけになった。

「もしも本当に家に誘さそわれたら、必ず俺も連れて行け」

　槇は横おう柄へいな口調でそう言って、ぐっとグラスに入ったビールを呷あおる。恐らくもう生なま温ぬるくなっているそれを、立て続けに飲んでいる槇を見ながら「そんなに気に入られたいのか？」と聞く。

　呆あきれたような視線が返ってくる。仕事中とはいえ、槇が俺に敬語を使わないのは業務時間じゃない上に、仕事相手がここにいないからだろう。明確で分かり易やすい線引きだ。

　相変わらず俺の事を馬鹿にしているとしか思えない。

「もしかしてああいうのが好みか？　誘われてその気になったか？」

　信じられないような事を言われ、こちらこそ呆れ顔になる。

「そんなわけないだろう。下げ衆すな勘かんぐりをするな。先方にも失礼だ」

　槇は胸むな元もとから煙草たばこのケースを取り出す。しかし、一本取り出した後でそれを再び箱に収める。先方は吸っていないから、気を遣つかったのだろう。

「何おぼこい事言ってんだよ。相手が自分に気があるかどうかも分からないのか？」

「お前、先方から俺を遠ざけるためにそんな事言ってるのか？」

　俺の言葉に槇は溜ため息を吐ついた。馬ば鹿か馬鹿しい、と言外に言っているような態度だったが、それ以外に槇がそんな事を言う理由が思いつかなかった。

　同類かどうかはそれとなく分かる。専務が俺と同じ性せい癖へきだとは思えない。だから、槇の言葉を無視した。

　しばらくすると二人が戻もどって来る。槇は先さき程ほどの会話や胸の内の疑いなんて微み塵じんも感じさせない顔で、先方に話しかける。

　それを横目に猪ちよ口こに注がれた酒を飲む。そろそろ頭の奥がぐらつき始めているのは分かっていたが、断り切れずに酒を喉のどの奥へ流し込みながら、切り上げるタイミングを探す。

「じゃあ、時間も時間だからそろそろ失礼しようか」

　意外にも、そう言い出したのは専務だった。槇が店の人間にタクシーの手配を頼たのみ、俺は会計の為ために一度部屋の外に出る。

　タクシーが来るまで五分程度だった。二人を送り出してから、存外に早く終わった接待に、ほっとした気分で息を吐く。

　しかし今見送ったばかりの専務から、すぐに携帯に電話が掛かってきた。

『申し訳ない。指輪を忘れてしまったようだ』

「指輪、ですか？」

『ああ、ちょっと外したんだよ。今夜は駅前のホテルに泊まるつもりだから、悪いけど、持ってきてくれないか？』

「分かりました」

　ホテルの名前と部屋番号を聞いてから部屋に戻る。既に片づけを始めていた店の人間と一いつ緒しよに室内を捜すと、皿と皿の間にあるゴールドの指輪が見つかった。

　既すでに来ていたタクシーの横に立つ槇に事情を話したら、槇は俺の掌てのひらから指輪を取りあげる。

　それを街灯に透すかしながら「せこい手だな」と口にした。

「どういう意味だ？」

　俺の言葉に肩かたを竦すくめる。未いまだに槇が先方に抱いだいている疑念は払ふつ拭しよくされていないようだ。

「俺が行く。お前が行くと、面めん倒どうな事になりそうだ」

「馬鹿げた想像をするな」

　若い女性じゃあるまいし、槇が懸念するような事は起こらない。それに、俺を呼び寄せるためだけにダイヤを犠ぎ牲せいにするわけがない。本当に失なくしてしまう可能性だってあるのだ。

　槇の手から指輪を取り返すと一緒にタクシーに乗り、俺だけホテルの前で下ろして貰もらった。待たせようか迷ったが、どうせ駅はすぐそこだ。終電まではまだ少し時間がある。タクシーを利用しなくても、間に合うだろう。

　ポケットの中でハンカチに包んだ指輪を確かく認にんしてからホテルに入る。週末だが、ロビーはがらんとしていた。受付には寄らずに部屋番号から階数を判断して、エレベーターに乗る。

　目的の階で降りると、目の前にフロア図があった。そこから部屋を探す。教えられた部屋の前で一度ネクタイを整える。ドアには既にドント・ディスターブ・カードが下げられていた。

　ノックをして、会社名と名前を告げる。

「お忘れ物を届けに参りました」

　そう言うと、すぐにロックが外される音がした。専務はジャケットを脱ぬいだ格好で立っていた。俺を見ると申し訳なさそうな笑みを浮うかべる。

「悪かったね。わざわざ」

　そう言って俺を部屋に招く。

「さっき、飲み物を頼んだんだ。すぐに来るだろう」

「いえ、下に車を待たせているので」

　もう充分すぎるほど酔っている。

　これ以上飲まされてはたまらないと、噓うそを吐いた。

「そんなもの、返してしまいなさい。とにかく、中に入って」

　ぐいっと腕うでを引かれ、部屋に引き込まれる。頭の奥で、これは流石さすがにおかしいのではないかと、疑念が生まれた。槇の言っていた事が、急に真実味を帯び始める。

「あの」

「座って、座って」

　そう言うと、専務は「酒が届くまでの繫つなぎだ」と口にして瓶びんビールを開けると、コップに中身を注いで俺に渡わたした。受けとろうとした手が触ふれ合う。内心に焦あせりのような物が生まれる。先程の疑ぎ惑わくが膨ふくらむ。

　とにかく指輪を返してしまおうと、ハンカチを取り出した。

「こちらを、お返しします」

　そう言うと指輪を差し出した手ごと握にぎりしめられる。疑惑が確信に代わり、逃にげ出したい気分になった。どうやら俺よりも、槇の方がずっと人を見る目があるようだ。

「っ」

「君、こっちもいけるんだろう？」

　専務は下品な言い方をすると、するりと俺の尻しりを撫なでた。ぞわっと、体中に鳥とり肌はだが立ち、渡されたビールを絨じゆう毯たんの上に落とす。性急な展開について行けずに、頭の中がパニックを起こす。逃げようとする腰こしを押さえられ、粗そ相そうをした子供を叱しかるような動作で、尻を二、三度叩かれる。咄とつ嗟さに「やめてください」と口にした。

　肉厚の体を引きはがそうとして、相手の息づかいが荒あらい事に気付く。生暖かい吐と息いきが顔にかかり、不快な気分にさせられる。そのまま壁かべに背中を押しつけられ、スーツの上からぎゅっと尻を摑つかまれた。情けない事に、喉の奥で「ひ」と小さな声が漏もれる。

　それが男の嗜し虐ぎやく心しんや征せい服ふく欲よくを刺し激げきしたのか、尻を摑む指の強さが増す。

　顔を遠ざけようとすると、モカブラウンのクロスが貼はられた壁かべに後頭部が擦こすれる。戸と惑まどっている場合じゃない。けれど思い切り腕に力を入れても、専務の体はびくともしない。壮そう年ねんを過ぎているはずなのに力強い体に、絶望的な気分になる。

「うちと取引をしたいんだろ？　たくさんある通販会社の中からお宅の会社をえらんでやろうっていうんだ。その見返りは必要だろうが。子供じゃないんだから、分かるよな？」

　ぐっと脚の間に男の膝が割り込んできた。先程よりも密接した体の熱さに不快感を覚え、「こんな要求をするなら、取引は白紙にして頂いて構いません」と掠かすれた声で口にする。

　ふと、先程の顔色が悪かった社員が見せた笑みの隠かくされた意味に気付く。おそらく、あれは自らの上司に対する嘲あざけり混じりの同情だ。きっと、彼はこうなる事を知っていたんだろう。もしかしたらこんな事は決して珍めずらしい事じゃないのかもしれない。

「それを判断する権限があるのか？　君の上司は失望するだろうな」

　男の指は離はなれなかった。言葉の意味を考えて、金かな縛しばりに遭ったように体が動かなくなる。こんな時にどうすればいいのか、わからなかった。学業の成績だけは人に誇ほこれる程に優ゆう秀しゆうだった。けれど、そんなものは少しも役に立たない。

「なぁ、君が大人しくしてれば済む問題だ」

　俺が答えを出すよりも早く、場に不似合いなほど優ゆう雅がなノック音が響ひびいた。

　専務は動きを止め、ドアをじっと見る。俺も思わずドアに視線を向けた。

「沖津を迎むかえに来ました。開けて頂けますか？」

　聞こえたのは意外にも槇の声だった。

　専務は黙だまったまま、何も答えない。しかし槇が「ホテルや警察の人間を呼ぶ事もできるんですよ」と冷静な口調で脅おどすと、苛いら立だたしげに俺を見た後で専務は荒々しく首を振ふる。

「興きよう醒ざめだ。行け」

　低くそう言うと、男の体が俺から離れる。

　ドアを開けるときに、背後から「取引はなしだ」という言葉が聞こえたが、そんなのはどうでも良かった。ロックを外し、槇の顔を見るとほっとした。こいつの顔を見て安あん堵どする日が来るなんて、自分でも驚おどろきだ。

　弛ゆるんだネクタイを直して槇と一緒にホテルを出た。

　俺の表情で何があったのか、槇は悟さとったようだった。だからなのか槇は一言「送っていく」と口にすると、タクシーを呼んだ。俺は何も言えずに、黙り込む。

　惨みじめな気分だ。駄だ目めになった取引の事ばかり考えて嫌いやな気分で項うな垂だれながら、独り言を呟つぶやく気分でタクシーに乗ってから「取引を駄目にすると言われた」と槇に打ち明けた。

「こんなことは初めてだ。信じられない」

　俺がそう言うと、槇は「お前も悪いんだからな」と言った。

「俺が？」

　驚おどろいて顔を上げると「危機感がない。自覚を持てよ」と口にする。自覚も何も、男同士でそんなものを抱く方が間ま違ちがっている。俺みたいに、同性を好きになる人間がそうごろごろいるとは思わないのが普ふ通つうだろう。

「これが、俺のせいだっていうのか？」

「お前にも責任がある。その顔でにっこり笑われたら普通の男でも、ぐらつくだろ」

「こんな時に、なんの冗じよう談だんだ」

　俺をからかう槇に呆あきれてそう言ったが、槇はそれ以上は何も言わなかった。

　俺を馬ば鹿かだと思っているんだろう？　そう口にしたいのを堪こらえる。口を開けば、声が震ふるえると思ったからだ。女性じゃあるまいし、あんな男に怯おびえている自分が情けない。

　タクシーが家の前に着くまで、俺は顔を上げなかった。いつも苛立たせる事ばかりを言う槇の唇くちびるも、ずっと閉じたままだった。










「一体どういう事だ!?」

　普ふ段だんはあまり足を踏ふみ入れないフロアにある小さな部屋の一角で、神しん妙みような顔で常務に頭を下げる。土曜日なので、このフロアには常務以外の社員がいないのは幸いだった。

　先方の動きは早かった。昨日の今日で、常務に「取引中止」の一報を入れたらしい。午前中に電話で叱られ、午後一で槇と共に会社に来て状じよう況きよう説せつ明めいをしろと怒ど鳴なられた。こうなる事は半ば予想できていたとはいえ、ホテルでの事に意識をとられ、ろくに言い訳を考えていなかった。

　ひたすら頭を下げる俺の横で、槇は面めん倒どうくさそうな顔で常務を見ていた。

　一応スーツは着ているがネクタイはなく、シャツのボタンも上から二つ目まで開いている。目の前で唾つばを飛ばして怒る常務を後しり目めに、槇は小さく欠伸あくびまでしてみせた。

　怒いかり狂くるう相手を目の前に欠伸なんて、燃えさかる炎ほのおにガソリンを注ぐようなものだ。

「おい、なんだその態度は！」

　案の定怒おこった常務が椅い子すから立ちあがる。

「前から俺が注意しなけりゃと思ってたんだ。大体お前はなぁ」

　くどくどと途と切ぎれる事のない説教の矛ほこ先さきが槇に向かう。普段の生活態度や言こと葉ば遣づかいを注意し、内容はいつの間にか常務がいかに苦労して契けい約やくの前段階まで渡りをつけたかに変わる。接待の経費にも触れ、最終的には会社の業績不ふ振しんは全すべて営業部に責任があるとまで断言された。

　しかし怒りは尤もつともだ。大きな取引を俺のせいで台無しにしたのだ。もっとうまく立ち回っていれば、こんな事態は回かい避ひできたかも知れない。仮に同じ状況に置かれたとしても、槇であればこうなる前にどうにかできただろう。そう考えると、さらに深く項垂れてしまう。

「で？　そもそもどうしてこうなったんだ!?」

　一時間近く説教が続いた後で、ようやく理由を尋たずねられる。

　どうやら先方からは一方的に中止を申し入れられただけで、何の説明も受けていないらしい。本当の事を言うべきか迷っていると、槇は「性格の不ふ一いつ致ちじゃないですか？　俺達は特に何もしてないですよ」と不ふ遜そんな態度で口にする。

　常務の顔の血行が、どんどん良くなっていく。

「駄目になって良かったと思いますよ。大体両方偽にせ物ものの指輪を出して、どちらが本物か当てさせるような歪ゆがんだ性格の持ち主は……」

「もういい、黙れ！」

　常務は苛立った様子で槇に向かって「親の顔が見たい」と憎にく々にくしげに吐き捨てる。

　槇はその返答に片かた眉まゆを上あげて「お望みでしたら、いつでもどうぞ」と言った。常務は呆れたように長く息を吐はき出すと「先方に機き嫌げんを直して貰もらえるまで帰ってくるな」と命令する。

「お言葉ですが……」

　俺がそう言いかけると、常務は「お前の言葉なんか聞きたくない。先方には、三時前には向かうと伝えておいた」と興奮冷めやらない顔で椅い子すに腰を下ろす。

「土下座でもなんでもしてこい。じゃなきゃ、他ほかの取引先を用意するんだな」

　常務はそう言うと、昨日接待した会社よりも二倍も三倍も規模のある大手の名前をあげた後で、犬でも払はらうように俺達を追い払った。一礼をしてから部屋を出ると、槇は早さつ速そく欠伸をする。

　それで済むならいくらでもするが、先方が望んでいるのは土下座ではない。

「槇」

　話しかけると、槇は面めん倒どうくさそうに俺を振り返る。

「お前は、もう帰れ。俺は、これから向こうに謝りにいく」

　その言葉に槇は嘲るように「意味が分かってるのか？」と口にする。

「俺には主任としての責任がある」

　槇は表情を曇くもらせると、しばらく黙っていた。その沈ちん黙もくがやたらと長く感じられた。今まで、槇と一いつ緒しよにいるときに会話がなくなる事はしばしばあった。俺は話題が多い方ではないし、槇も仕事以外ではあまり喋しやべる方ではない。けれど、こんな風に沈黙を重く感じる事はなかった。居い心地ごこちの悪い、息づかいにさえ気を遣つかうような沈黙を槇が破るのを待つ。

「……俺も行く」

「いや、お前は」

「謝りに行くんだろ？　なら俺も必要だろ」

　槇はそう言うと、長い足を動かしてさっさとエレベーターに乗る。会社を出て立体駐ちゆう車しや場じように向かう間、槇の背中を見ながらどこで選せん択たくを間違ったのかと考えたが、答えは出なかった。

「俺が運転する。謝りすぎて、足あし腰こしが立たなくなると困るからな」

　蔑さげすむような口調だった。含ふくみのある言い方に、居たたまれない気分になる。躊躇ためらっていると急せかされて、結局営業車の助手席のドアを開ける。槇はナビを起動させると、専務の家の住所を打ち込んだ。ナビが表示した所要時間は一時間弱だった。

「本気で謝れば先方が許すと思うか？」

「謝らなければ常務は許さないだろうな」

　槇の言葉は核かく心しんを衝ついている。興奮していた常務の顔を思い出し、俺は苦々しく口にする。

　土下座しても先方の怒りは収まらないだろう。だからといって、向こうの要求は吞のめない。土下座をすれば常務は溜りゆう飲いんを下げるだろうか。取引が中止になったら、どのみち常務の怒りは営業部に向けられる気がした。

「それで？　頭を下げた後は体も差し出すのか？」

　呆れた声に否定の言葉は浮うかばなかった。けれど自分があの男に体を預けられるとも思えない。

「……お前なら、どうする？」

　思わず訊きいた。解決策は、自分じゃ見つけられそうにない。

「上司は俺じゃなくて、お前だろ？」

　突き放すような口調に黙り込む。槇は面倒な事になったと思っているだろう。

　車は住宅地から少し離はなれた場所で停とまった。両りよう脇わきには街路樹を挟はさんで下水処理施し設せつがある。静かだった。車はほとんど通らない。

「どうするんだ？」

　まるで、教師のような口調だと思った。黙ったまま、槇は俺の反応を待っている。

　俺は車のエンジンが少しずつ回転を止める音を聞きながら考えた。大きな取引だ。まとまりかけていたそれを、台無しにする権限は俺にはない。

　けれど体を差し出す気にはなれない。だけど謝罪もせずに終わらせられる問題じゃない。

「出してくれ」

　何も決められないまま、そう言った。乗った時に一度だけ電源を入れられたナビの液えき晶しようの端はしに、今はデジタル時計が表示されている。約束の時間まであと数分だ。

　槇は溜ため息を吐ついた。不出来な子供を見るような顔で、視線を俺に向ける。車に乗ってから、槇が俺を見たのは今が初めてだと気づく。

「馬ば鹿からしい」

　槇は再びエンジンをかけなかった。その代わりに俺の首筋に顔を寄せる。

　驚おどろく俺をよそに「せっかく助けてやったのに、無む駄だだったみたいだな」と掠かすれた声で口にすると、いきなり荒あら々あらしく唇が押しつけられた。

「っ、う」

　逃のがれようとすると、頰ほおを摑つかまれる。唇をこじ開けるように舌が入ってくる。

　あまりにも突然で、何故こんなことをされるのか理解できずに、抵抗が遅れた。

「っは、や」

　拒きよ絶ぜつの言葉を言おうと開いた歯の奥へ、舌が入り込む。ぬるりと滑すべるそれに舌を捕とらえられて呼吸が苦しくなった。キスをした事は何度もある。けれどそれはこんな風に荒々しく、相手を支配するような物ではなかった。

「ま、き……」

　上うわ顎あごを嘗められて、肩かたが震ふるえた。槇の手が、太ふと腿ももに伸のびる。無ぶ遠えん慮りよな手がファスナーを下げる音を聞いて、思わず槇の舌に嚙かみつく。すると槇の唇は離れた。

「ひどいな」

　掠れた声がそう言った。

「どっちが、だ……」

　槇は低く笑って、顎あごの下にキスをする。湿しめった唇が触ふれて、強ごう引いんに手がパンツの中に入り込んでくる。アンダーウェアの隙すき間まを指が暴あばき、萎なえたそれが取り出された。

「っ、やめろ」

「抱だかれるなら準備が必要だろ？」

「ちがう。俺は、こんな事……」

　音を立てて唇が吸われる。酷ひどい事をされている筈はずなのに、熱が溜たまり始める。喉のどの奥が熱くなる。逃にげようとする度たびに深く口付けられて、無神経な指先が陰いん茎けいを擦こする感覚に体が震えた。槇の指先が確実に硬こう度どを増すそれを甚いた振ぶる。

「着いたらすぐにできるように、俺が慣らしておいてやるよ」

　低く掠れた声だった。苛いら立だっているようにも聞こえる。怯おびえるように背筋が震えた。そんな自分を情けないと思いながら「槇」と名前を呼ぶ。触れられながらも冗じよう談だんなんじゃないかと、疑う。こんなことをされるなんて、想像もしていなかった。

　そもそも槇がこんな風に俺に触れる理由が、憂うさ晴らし以外に思い当たらない。

　裏切られたような気分で、唇を嚙む。

「ぁ、……ん、ぁっ」

　乱暴に弄いじられていた場所が、温かい掌てのひらに包まれた。寒い空気に震えてた性器が掌にくるまれる。敏びん感かんな先せん端たんには触れずに、幹の部分に手が這はう。

「や、めろっ」

　睨にらみ付けたが、槇は相変わらず飄ひよう々ひようとしていた。視線は冷静なままで、俺の反応や言葉まで予測されていた気がする。

　ベルトを外され、強引にアンダーウェアごとパンツを太腿の半ば辺りまで中ちゆう途と半はん端ぱに引き下げられる。晒さらされた自分の性器を隠かくしたくてシャツの裾すそを引っ張ると「慣れてるだろ？」と低い声で問われた。

　よく同性愛者は尻しりが軽いと思われる。特に男の場合はそうだ。

　確かに体だけの関係が好きな連中も多いし、好みの同類がいればとりあえず声を掛かける奴やつもいるが、俺は違う。慣れてると言われるほど経験もない。

「やめろ」

　出来る限り低い声でそう言った。けれど槇は離れずに、俺の顔を覗のぞき込むと笑った。

「仕事でこれから体を使う奴が、何言ってんだよ」

　腹の立つ言い方に口を開こうとした瞬しゆん間かん、睾こう丸がんごと性器に触れられる。柔やわらかな陰いん囊のうを揉もまれ、筒つつ状じようにした手で擦り上げられた。摩ま擦さつされるたびに熱くなる。皮ひ膚ふと肉に熱が宿って、どうしようもないくらい張りつめていく。

「う、そ……」

　自分の体を見下ろして声が喉に引っかかる。槇の手しゆ淫いんで喜んでいる自分の性器が見えた。硬かたくなって、反り返っていく様に頭の芯しんがぐらりと揺ゆれる。

　こんな風に感じてしまうのが悔くやしくて、自分のそれから視線を逸そらす。けれど、それを窘たしなめるように、槇の指が敏感な部分を擦り上げた。

「あ、槇、っ」

　ぐっとその肩を押す。無駄だと分かっていたが、そうせずにはいられない。

　これ以上槇の手で暴かれるのが怖こわかった。自分の痴ち態たいが、冷静な槇の目に映っていると思うと、死にたいほど恥はずかしくて情けない。

　車が通り過ぎる音が耳に入り、自分がどこで何をされているのか唐とう突とつに気づく。

　昨日は救世主に見えた男が、いつの間にか悪の手先に思える。困こん惑わくしながらも「やめろ」と何度目か分からない台詞せりふを口にした。だけど、目の前の男は何も言わずに手を動かす。

「っ、さいあく、だ」

　じわりと先端が滲にじむ。

　槇の指がそれに気付き、円を描えがくように親指の腹で穴を愛あい撫ぶする。それだけで堪たまらなくなった。節操のない穴は促うながされるように透とう明めいな淫液を滴したたらせて、執しつ拗ような愛撫に応こたえるように身み震ぶるいする。そのうち槇の指は穴をぐりぐりと虐いじめた。強い刺し激げきに、声が出そうになる。必死にシャツの袖そでを嚙む。唾液を吸って、シャツが濡ぬれるのが分かった。最悪だ、ともう一度思う。

「ふ、ぅ、ぅ」

　くぐもった声が出る。いきそうになると、後孔こうの周りに指が這った。反射的に体に力が入る。

「槇、頼たのむから、嫌いやだ」

　見上げた槇は「ここを使うんだろ？」とからかう。俺は「嫌だ」と再び口にした。

　そこは気持ちが悪い。一度も、良いと思った事はなかった。指を入れられた事はあるし、それより太い物も入れられそうにはなったが、どうしても我が慢まんできなかった。気分が悪くなるだけだ。ゲイだからといって、全員がそこを使うわけじゃない。

「お前が入れる方だったとは思えないけどな」

　そう言うと俺の制止も聞かずに、槇の指は深くそこに入りこんできた。

「う……ぁ、槇、やめ、ろ」

　指がまるでそれだけ別の生き物みたいに感じる。

　気持ちが悪い。性器の先がむずむずするような、おかしな気分で首を振った。

　やめろ、と訴うつたえるようにどんっと槇の肩を叩たたいたが、一向にその指は出ていかずにより奥まで入りこんでくる。気持ち悪い、気持ち悪いとそれだけで頭が一いつ杯ぱいになる。

　こんな事なら同行させなければ良かったと思った時に、過か敏びんな場所に指が触れた。

「……っ」

　以前弄られた事があるから、そこが前ぜん立りつ腺せんだという事は分かる。だけど前回はこんな風にはならなかった。こんな風に爪つま先さきまで痺しびれる感覚はなかった。

「ぁ、あっ」

　前立腺の辺りを弄られる度に声が出る。いつの間にか、殴なぐっていた手で槇の肩に縋すがりつく。

「ま、き」

　名前を呼んだのは、抗こう議ぎや制止の為ためではなかった。じゃあ何の為だなんて、考えたくもない。

「結構、くるな」

　槇が俺と目を合わせて、湿らせるように唇を嘗めた。

　どういう意味かは分からずに、それよりも動きを止めた指がもどかしくて、体の中で暴れる熱を吐はき出すように息をした。槇はそんな俺を見て、男おとこ臭くさい笑えみを浮うかべる。

「そういう顔して誘さそわれたら、結構くる」

　誘ってない、と動かそうとした唇が塞ふさがれた。先ほどとは違ちがい、予想外に丁てい寧ねいなキスだった。だけど舌は、俺が知っているどんなキスよりもいやらしく動く。まるで今までのキスが子こ供ども騙だましだと感じるような、官能的なキスだった。

「ん、ぁ、あっ」

　思わず夢中になると、中に入ったままの指が動く。引っ搔かくような動作に、体が震える。

「ん」

　逃のがれようとする度たび、窘たしなめるように舌が絡からみつき、慣れた様子で舌を嚙まれる。

　粘ねん液えきが音を立てた。閉じた空間にそれが響ひびく。外に聞こえるんじゃないかと心配になった。

　誰だれかが通りかかって、この痴態を見られたら死ぬ。ナンバーから会社を割り出されたらどうしようと怖くなる。

　その考えを読んだように、遠くから車が近づいてきた。路ろ肩かたに寄せてはいるが、ハザードも点ついていない俺たちの車に対し、苛立ったようにスピードを上げて追い抜ぬいていく。

「っ」

　思わず怯えて体を硬くすると、槇が笑った。中に入った指を締しめ付けたせいかもしれない。

「なぁ」

　呼びかける声の調子で、きっと意地悪な事を言われるのだろうと予想がつく。身を硬くすると「見られたいのか？」と唇が触れ合う距きよ離りで訊きかれる。

「ちが、う」

「違わないだろ。知らない奴の目の前で男に弄られるところを見られたいんだよな？」

　その言葉に体の奥が先さき程ほどと同じように、ぎゅうと指を締め付ける。

　槇がまた笑った。だから慌あわてて「ちがう」と否定した。

「俺、は変態じゃ、ない」

　首を振ふる。体の奥に咥くわえ込んだ指が、まるでセックスの時と同じく突つき上げるように動かされる。卑ひ猥わいな動きに、溜たまった熱が陰いん茎けいの先からこぼれ落ちるのが分かった。

「っぁ、っあ、ぁ」

　指が増える。苦しさは半減していた。いやらしい音を聞きながら、目の前のフロントガラスを見つめる。明るい日の光の中、車一台ない直線の道路に視線を向けた。

　周囲に一台も車がない事を知り、ほっとして力が抜けると再び口付けられた。

「ん」

　いやらしいけど、優やさしい舌に酔よわされていく。

　相手が槇だとは分かっているのに、唇くちびるを触ふれ合わせるのは心地ここち良い。他人との接せつ触しよくなんて、昔からろくにしてこなかった。こんな風に熱を帯びたキスをされた事は、一度もない。

「ひっ、ん」

　陰茎を触さわられるのと前立腺を触られるのは、快感の種類が違う。その異なった官能を同時に与あたえられて、腰こしが跳はねる。槇の両手で嬲なぶられた。槇の指が体の一番弱い部分を蹂じゆう躙りんしている。

　唇は槇に捕とらわれたまま、舌を甘く嚙かまれてくぐもった泣き声が漏もれた。

「ま、き」

「我慢してないで、さっさと出せよ」

　笑うような声で槇が言う。ぞくりとした。その事が悔しい。命令するな、と口にしたかった。

　だけど零こぼれたのは小さな嬌きよう声せいで、俺は槇の指に促されるように達した。

「っ」

　精液は全すべて水色のハンカチに受け止められる。それは俺のハンカチだった。いつの間にか、スーツのポケットから抜き取られたらしい。

「ふ…っ」

　不覚にも泣きそうになった。じわりと目元が滲んだので、慌てて拭ぬぐう。情けない気分だった。

「泣くなよ」

「部下にこんなことをされれば泣きたくもなるだろ……っ」

　思わず声を荒あららげると、槇は何も言わない代わりに微かすかに空気を揺らして笑う。

「何が、おかしい」

「普ふ段だんクールな沖津主任が取り乱してるからな。尤もつとも、俺の前ではいつも取り乱してるか」

　それを聞いてますます泣きたい気分になる。

「馬ば鹿かにするのも、大たい概がいにしろ」

　槇が鍵かぎを回したので、エンジンが再びかかる。

「なんなんだよ、お前」

　ずらされたアンダーウェアとパンツを引き上げる。惨みじめだと思いながら、ファスナーを上げてベルトを締めた。視界の端はしに映ったデジタル時計は約束の時間をとっくに過ぎている。今いま更さら土下座をしても、許されないだろう。だからといってたった今、槇としたようなことをあの専務とする気にはとてもなれない。

　シャツを出したままシートに凭もたれ掛かかり、窓の外を眺ながめる。

　何でこんな事になったんだろうと考えていると、男の家が近づいてくる。下水処理施設を離はなれると、すぐに住宅街だ。道が入りくんでいるので、槇はナビを起動させる。前回と同じ行き先を見て、槇がこのまま先方の家に行くつもりなのだと知る。

　もうどうにでもしてくれと、投げやりな気分になった。

　上司に怒ど鳴なられ、部下に手しゆ淫いんされ、その後にセクハラ男に謝罪するなんて、最悪な一日だ。

　槇は一度確かく認にんした地図通り、男の家を目指す。遅ち刻こくに腹を立てたのか、門の前で仁に王おう立だちしている専務が目に入る。近づく俺達に気付いたようだ。その目が吊つり上がるのが見えた瞬しゆん間かん、車が速度を上げた。

「え？」

　槇がアクセルを踏ふみ込むのが見える。

　男は驚おどろいたように目を開いて、後ろに飛び退のいた。先程男が立っていた場所すれすれを、車が通り過ぎる。

「おい、槇!?」

　予想外の展開に慌てて運転席を振り返ると、槇は飄ひよう々ひようとした顔で「さっき、俺ならどうするかって言っただろ？」と口にする。

「あんな変態に頭を下げるぐらいなら、別の取引先を探す」

　槇はそのまま停とまらずにハンドルを切った。

『道ヲ間違エマシタ』

　その途端にナビがまるで俺の行く末を暗示するようなアナウンスをする。あまりにも的確な指し摘てきすぎてこれ以上同じ台詞を聞く気になれず、思わずナビの電源を切った。

　───こうなったらもう、どうにでもなれ。










　槇に車でいかされてから、俺はしばらく最悪な気分だった。

　常務の件に関しては槇が「何とかする」と言ったが、それ以上の説明はなかった。しかし、月曜日になっても一いつ切さい常務から声がかからず、部長に状じよう況きよう説せつ明めいをした際も特にこれと言って注意はされなかった。どうやら本当に槇が先回りして話を付けたらしい。詳しよう細さいは気になったが、とても槇に話しかける気分にはなれなかった。

　会社では極力槇を避さけている。ゲイだとばれたときの比ではなく、千川には「何かあったんですか？」と尋たずねられた。上手うまく誤ご魔ま化かしたが、自分でもよくないのは分かっている。

　けれど、あんな事があって冷静でいろという方が無理な話だ。

　金曜日までどうにか取り繕つくろった。休日はいつも気が抜けるが、今日ほど目が覚めた瞬間に安あん堵どした事はない。槇の前で気を張らなくて済むと思うと、肩かたの力が抜ける。

「いや、忘れよう」

　自分にそう言い聞かせた。

　槇から受けた屈くつ辱じよくは許せる種類のものではない。しかし、あいつを断罪できない以上、忘れるしかない。そんな風に無む理り矢や理り自分を納なつ得とくさせた時に、先日届いたゴルフクラブのセットが目に入った。

「練習、しておくか」

　意外とストレスを発散できるかもしれない。力ちから一いつ杯ぱいボールを叩たたけば、少しは気が晴れるだろう。

　思い立つと、以前調べたゴルフ練習場の名前を携けい帯たいから検けん索さくする。開始時間と料金を確認してから、長なが袖そでのＴシャツと綿シャツとジーンズに着き替がえた。これよりラフな服は持っていない。休日は大体家にいるのが最近の常だった。就職してからは遠出した記き憶おくがない。恋こい人びとがいないから、出掛ける機会もない。しかしパートナーを作る気はなかった。何度か遊んだ事はあったが、体の関係はどれも一度きりで二度と会う気はしなかった。

　辛つらい目に遭あったわけでもなく、なんとなく気が向かなかったのが理由だ。そのうち、そういう欲よく望ぼうが涸かれていって、去年辺りからその手の店に行く気もなくなった。

　そんな事をゴルフセットを背負い、マンションの廊ろう下かを歩きながら考える。

「意外と重いな」

　安物故なのか、重いゴルフセットに苛いら々いらしながら駐ちゆう車しや場じようまでそれを運ぶ。

　それでもトランクにそれを積み込むと、少し気分が高こう揚ようする。運動は苦手だった。子供の頃は滅めつ多たに外で遊ぶ事がなかったから、脚きやく力りよくやバランス感覚が養われる機会がなかったせいだろう。体育の時間はいつもクラスのお荷物だったし、それを自覚していた。

　しかしゴルフなら、運動神経はそう必要だとも思えない。止まったボールを立ったまま、ただ打つだけのスポーツだ。毎週末ゴルフに出で掛かける副社長が恵え比び寿す神しんとそっくりな体形なので、激しい運動も筋肉も必要だとは思えない。

　楽観視しながら練習場の入り口をくぐり、受付で言われるがままに会員登録をした。

　練習場が初めてだというと、システムについて簡単に説明される。

「打ちっ放しは一時間二千円ね、百球千円だからじっくり打たないなら打ちっ放しの方が良いわよ。打席料は五百円ね。球買うならそこでプリペイドカード買ってね。三千円からよ」

　そう言って、受付の横にある薄うす汚よごれた自じ動どう販はん売ばい機きを指す。

「あの、コーチをつけて頂きたいんですが」

　確かレッスンもあったはずだ。クラブの使い方すら知らないので、まずはそこから教えて貰もらいたいと思っていたが、俺の言葉を聞いた受付の女性は下を向いて首を振る。

「レッスンは予約制よ。土日は常連で埋うまってるから、飛び込みはまず無理ね。平日の午前中ならがら空きだから、良かったら予約していく？」

　そう言って表紙に「レッスン予約」と書かれたノートを引っ張り出す。老眼鏡を掛かけてページを捲めくる女性に「平日は仕事なので」と口にすると、ノートは呆あつ気けなく閉じられる。

「じゃ、無理ね。土日は三ヶ月先まで予約が一いつ杯ぱい」

　それを聞いて練習場を変えようかと迷ったが、俺の内心を読み取ったのか「とりあえず打っていきなさいよ。もしかしたらレッスンなんて入らなくてもうまくいくかもしれないから。で、どうするの？　打ちっ放しにするの？」と答えを急せかされる。

「じゃあ……、打ちっ放しでお願いします」

「なら二千五百円。これ打席番号とカード。二階席の端だからね。カラオケみたいに時間は教えないけど、一時間したら帰ってきてね。超ちよう過かしたらちゃんとお金とるから」

　営業意い欲よくのない受付の女性に背を向け、事務所から練習場の方に向かう。

　ひとまず階段を上って二階席に行ったが、ほとんど人がいない。俺に与あたえられたのは一番端なので、うんざりしながらそこまで歩く。ゴルフセットを打席に置き、カードを持って機械の前に行く。機械はやたらと大きいが、作りはシンプルだった。カードの挿そう入にゆう口と、球数を決める１から５までのボタンと、ボールの排はい出しゆつ口しかない。

　ボールの排出口の脇わきにあった小さな買い物カゴを置いて、カードを入れる。何度も運ぶのが面めん倒どうだったので、５のボタンを選んで押す。

　するとボールが勢いよく飛び出したはいいが、みるみるカゴが一杯になり、溢あふれた分が転がり出る。慌あわてて空のカゴと取り替かえようとするが、ボールが詰つまったカゴは想像以上に重く、動かせない。そうしている間も、ボールは次から次に放射線状に転がっていく。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　笑いを含ふくんだ声が後ろから聞こえる。

「すみません」

　自分の失態を恥はずかしく思いながら謝ると、近づいてきた男はいきなり軽く機械を蹴けった。ガコンという音がして、ボールの排出が止まる。その隙すきにカゴを入れ替えると、男は再び足で機械を蹴った。排出が再開する。その乱暴なやり方に、思わず男を見上げた。

　顔を見て、苦い味が舌の上に広がる。

「……槇」

　やはりレッスンを断られた時に帰っておけばよかったと思いながら、散らかったボールを片付ける。黙もく々もくと拾い集めていると、一度離れた槇がいくつかボールを持って帰ってきた。遠くの方に散らばっていたやつを、拾ってきてくれたらしい。

「ゴルフするのか？」

「お前には関係ないだろ」

　槇は拾ったボールをカゴに入れると、それを持って立ちあがる。俺に返してくれる気はないようだ。といっても打ち放題なのに十個程度のボールでがたがた言うのも情けなく思える。

「１で半カゴ、２で一カゴ分の球が出るから、次からは気を付けろよ」

　槇は笑うようにそう言って、端はしの方に歩いていく。

　普ふ段だんのスーツ姿と違ちがい、今日は茶色いジャケットに白いポロシャツ、黒のパンツ姿だ。ゴルフクラブを一本だけ持っている姿や機械に対する態度を考えると、常連客なのだろう。

　どうやら槇をいきなりコンペに連れ出しても、俺の溜りゆう飲いんを下げる事はできないようだ。

「来なきゃ良かった」

　思わずそう呟つぶやきながら、三つのカゴに均等にボールを分ける。それを三度に分けて打席に運んだ。二打席空けて、前に槇がいた。

　槇は打席についている機械にボールを放り込む。しばらくすると小さく切り取られた人じん工こう芝しばの穴の中から、自動でボールが持ち上がって来る。それを見て俺も同じようにした。

　不意に空気を切り裂さく音と共に、高く印象的な衝しよう撃げき音がする。

　前を見ると、槇が大きくクラブをスウィングしていた。綺き麗れいに体が捻ねじれている。

　何をやっても様になる。シャツから覗のぞく筋肉質な横腹を見ながらそう思った。

　俺はセットの中からドライバーを取り出す。

　一応、初心者向けの薄うすい教本を購こう入にゆうして一週間近く前に、家で読んだ。肩は水平、力まず、膝ひざから上に力を伝える、という基き礎そ的な打ち方を頭の中でリピートしながらクラブを振ふる。

　体を捻ると、視界がぶれて打ったボールを見失う。捜さがしていると、百ヤード辺りに落ちたボールに気付く。初めてにしてはなかなか飛んだと人工芝を見下ろすと、ボールが二つある。一つはピンから転がったボール。もう一つはピンの上に載のっているボールだ。どうやら、俺のクラブはボールを掠かすめただけで打ってはいなかったらしい。百ヤードのあたりに落ちたのは、俺以外の打者が放った物のようだ。その事実に早くも挫ざ折せつしそうになる。

　二十球打ち終わる頃ころには、クラブを投げ捨てたい気分になっていた。当たってもせいぜい五十ヤード飛べばいい方だ。大たい抵ていは横のネットにぶつかるか、ただ一階に転がり落ちていく。下の打席の客は垂直に落ちてくる球に、上にいるのが素人しろうとだとそろそろ気づき始める頃だろう。

「初めてなのか？」

　掛けられた声に顔を上げると、槇がこちらを見ていた。

「ああそうだ。悪いかよ」

　大人げなくそう口にする。今いま更さらこいつに取り繕っても、仕方ない。

　先日の一件を思い出して胃がむかむかする。

　その苛立ちを隠かくさずに睨にらみ付けると、槇は「持ち方がまず間ま違ちがってる」と口にする。

「誰だれがお前に教えて欲しいなんて頼たのんだんだ？」

「コンペで恥はじをかくぞ」

「……なんで知ってる？」

　槇にはまだ俺からは口にしていない。もしかしたら社長令れい嬢じようが槇に話したんだろうか。

「貸してみろよ」

「余計なお世話だって言ってるだろ。うるさい、近づくな、放っておけ」

　クラブを伸のばして近づいて来ないようにバットみたいに振って威い嚇かくすると、槇は一いつ瞬しゆん呆ほうけた顔をしてから声を立てて笑った。

　その反応を見て、自分が随ずい分ぶん子供っぽい反応をしてしまったと気付き、顔が赤くなる。

　やはり来なければよかった。もしくは遠くの練習場を選ぶべきだった。

「分かった分かった、近づかないから落ち着け」

　幼い子に対するように鷹おう揚ように頷うなずいてから、槇は「こう持つんだ」とグリップを見せる。

　なんで放って置いてくれないんだと思いながらも、槇の手元に視線を向けた。

　屈くつ託たく無く話しかけてくる辺り、この間の一件は槇の中で大した事ではないと認にん識しきされているのかもしれない。俺ばかり気にしているのも悔くやしいし、思い出したくもないのでその一件を口にする気にはなれなかった。しかしだからといって槇に素す直なおに従えるかと言えば、絶対に無理だ。

「体の正面でインパクトするように腰こしの位置をぶらさずに、体全体を上方向に捻る」

　槇は俺の前で素す振ぶりをしてみせる。クラブのヘッドが弧こを描えがく。

「ほら」

「ほらってなんだ、こっち見るな」

　促うながす槇を睨み付ける。ストレスを発散しに来たはずなのに、溜たまる一方だ。

「いいから、忘れないうちにやってみろ」

「なんでそんなに偉えらそうなんだ」

　苛いら々いらしながらも仕方なくグリップを握にぎり直し、ボールの正面に立つ。槇の体の動きを頭の中で思い描きながら、スウィングした。けれどインパクトの衝撃はない。掠りもしなかったのにボールは風圧のせいか、人工芝の上に転がっている。

　さぞ馬ば鹿かにされるんだろうと思っていると、槇は「上体が悪い。腕うでで持っていこうとして、照準がぶれてるんだ」と分かったような口を利きく。

「そんなにゴルフが得意ならレッスンプロにでも転職すればいいだろう。どうせ、先週の一件もあるしな」

　言ってすぐに後こう悔かいした。槇に当たってどうするんだと、冷静な頭の奥で思ったが、口にした言葉は取り返せない。いくら槇が先方との関係を修復不可能にしたからといって、あの件の責任は元はといえば俺にある。

　しかし槇は気にした風もなく肩を竦すくめると、自分の練習に戻もどった。後ろから見ていると、槇の筋肉の動きがよく分かる。最初は足にかかった力が腰から上に抜ぬけていく。綺麗なフォームだった。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで俺が同じ事ができるとは思えない。そう言えばフィールドホッケーをやっていたと聞いた。だからゴルフのフォームが綺麗なんだろうか。

　その考えに至った時、肩かたに入っていた力が抜ける。ゴルフも仕事も、要は同じだ。優ゆう秀しゆうな部下に苛いら立だっていた。いくら上司だ、勤続年数だと言ったところで、俺が槇に負けているのは明白な事実だ。仕事をしてきた年数が違うのだから仕方ない。まずは、真似まねから始めればいい。そう開き直って、槇の背中を見る。そのイメージ通りに打った。インパクトの瞬しゆん間かんに、膝から腰を通り肩からクラブに伝わった力が、ボールに宿るのが分かった。

「百ヤード……」

　真っ直すぐ飛んだボールは百ヤードのラインを易々と越こえる。百五十には届かないが、それでも今までの飛ひ距きよ離りからすれば充じゆう分ぶん伸びた。口元を緩ゆるめたのも束つかの間、槇は二百ヤード地点にある最終ネットにボールをぶつけている。

　むっとしながらも、夢中になって打っていると急にボールが出てこなくなる。ボールが足りなくなったのかと思えば、あっという間に一時間が過ぎていたらしい。

　だんだん精度が落ちていたので、練習を切り上げてゴルフバッグを背負う。結局ドライバー以外は使用しなかった。次からは槇のようにクラブだけを持参しようと決める。

　槇の横を通り過ぎるとき、思わず自分があいつの体をじっと見ている事に気付いた。

　その事に焦あせるが、言い訳をするようにフォームを見ていただけだと胸の内で呟く。

　練習場を出る頃はその言い訳に納なつ得とくしていたが、瞼まぶたの裏から槇の姿は消えなかった。
















　槇と一いつ緒しよに出張で都内まで出向く羽目になったのは、十一月に入ってすぐの事だった。

「流石さすがは槇君だな」

　上層部の話し合いで契けい約やくに達した段階で、部長は満面の笑えみで槇を褒ほめた。

　有言実行とばかりに、槇は先日の取引先と比ひ較かくしてお釣つりが来る程ほどの大手化け粧しよう品ひん会社を、新しい取引先として見つけてきた。業界第三位だ。外資系を除外すれば、ランクはさらに一つ上がる。今回話を持ってきた槇とその直属の上司である俺は、簡単な挨あい拶さつを兼かねて先方を接待する事になった。もともと東京で仕事をしていた槇の方が、店は当然詳くわしいので一任した。接待というと、ついこの間の事を思い出して、不快な気分になる。

「あ、ホテル予約しておきましたよ」

　千川がそう言って、プリントアウトした地図を俺に手て渡わたす。

　一いつ泊ぱく二日でホテルを取る事になったのは、終電に間に合わなくなるのが確実だからだ。忙いそがしかったのでその手配を千川に任せたが、渡されたコピー用紙を見て思わず眉まゆを寄せる。

「ツインで頼んだのか？」

　思わず声を引きつらせてそう訊たずねると、千川は「はい」と答えた。

「シングル二つに変えてくれ」

　ちゃんと指示しておけば良かったと思いながらそう口にすると、槇がくすりと笑う。

「俺の事意識してるんですか？　主任」

　周囲の人間に聞こえる声で槇が俺をからかった。

　その内容に焦ったが、千川は冗じよう談だんだと思ったらしく笑う。話を聞いていた課長も「まぁ、一人でのんびりしたい気分も分かるが、経費節減だからな。我が慢まんしろ、沖津」と自分の背後を親指で指しながら口にする。

　壁かべにはＡ４のコピー用紙に一文字ずつ印刷された「経費削さく減げん」のスローガンが掲かかげられていた。

　接待が仕事だと考えている課長に対して、経理課の人間が今年の初めに嫌いや味みを込めて貼はり付けたそれを見て、溜め息を飲み込む。槇と同じ部屋で寝ね泊とまりするのは拷ごう問もんに近いが、ここで強固に断ると逆に同どう僚りようには訝いぶかしがられる。それに意識していると槇に思われたくはない。

「分かりました」

　仕方なく部長に向かって頷いたが、槇と一緒の部屋に泊まると思うとそれからの仕事に身が入らなかった。槇に車の中でされた事は、未いまだに鮮せん明めいに記き憶おくに残っている。

　槇と二人で行動するなんて、今から憂ゆう鬱うつになる。胃が急に重くなった。

　今週分のスケジュールを簡単にまとめて全員にメールで流して、自分でも再度確認する。

　何度見直しても、接待の日は過密なスケジュールだった。折せつ角かく東京まで出向くので、新規の営業も何件か行う予定を入れた。しかし忙しい方が余計な事を考えなくてもすむ。

　ブラウザを閉じようとしたときに、新着のメールの存在に気付く。総務の社長令嬢からだ。

　普ふ段だんは直接メールでやりとりをする事がない彼女からのメールを開くと、ゴルフコンペについて書かれていた。

『開かい催さいする事がほぼ決定致いたしましたので、お知らせします。営業部から部長以下三名が選手としての参加を要よう請せいされると思われます。ご覚かく悟ごください』

　素そっ気ない文面だった。美女には違ちがいないが、ときどき「武士」を連想する。長い黒くろ髪かみや言こと葉ば遣づかいからして、もしかしたら武将好きなのかもしれないと、密ひそかに疑っている。

　お礼の返信を打ちながら、一度しか練習場に行っていない事を思い出す。あの日の夜に普段意識した事のない部分の筋肉が痛み、翌日は朝から苦しい思いをしたので、なんとなく苦手意識が芽生えてしまった。それにあの日目にした槇の背中が、時折ちらちらと瞼を掠かすめるのもゴルフの練習から足を遠ざけさせた理由の一つだ。からかい混じりにあんな事をされたのに、男として意識してしまう自分に呆あきれる。

　溜め息を吐ついて、槇に視線を向けた。

　偶ぐう然ぜん目が合うと槇は何か用事があるとでも思ったのか、首を傾かしげて言葉を促す。適当な理由をつけて見ていた事を誤ご魔ま化かさなければと口を開くと、女子社員が「槇さん」と割って入る。

「これ、頼たのまれていた申しん請せい書しよと、あとデータです」

　普段同どう僚りようの女性に向ける時よりも甘い声でそう言う後ろ姿を見ながら、槇から視線を逸そらす。

　槇は女子社員を労なぎらいながら、軽口を叩たたく。俺はなんとなく面おも白しろくない気分で、瞼の残像を追い払はらった。










「一体どういう知り合いなんだ？」

　先方の会社に入ったときに、思わずそう口にする。相手は誰だれでも名前を知っている大手化粧品会社だ。そこの商品をうちで扱あつかえるなんて、どんな手法を使ったのか是ぜ非ひ知りたい。

　槇は「前の会社のクライアントですよ」と端たん的てきに答えた。

　駅から徒歩五分。ビル群の中にあって尚なお存在感のあるその丸いビルは洒落しやれたデザインだった。

　一階に入るとまず受付がある。案内係はコーポレートカラーのすみれ色のワンピースに白いジャケットを着て、優ゆう雅がな笑顔を浮うかべていた。

　アポは取ってある。社名と名前を告げて名めい刺しを見せると、案内係はにっこりと微笑ほほえんで上に連れん絡らくを取ってくれた。わざわざブースから出てきた彼女に誘導されて、エレベーターに乗る。

「久ひさし振ぶりだな、槇君」

　ドアが開いた時、そこには先方の人間が待っていた。

　立っている二名はネット事業部の部長と、恐おそらくその部下だろう。

　槇はその二人を前に笑顔を作って、軽く頭を下げる。

「結構強ごう引いんに話持ち込んだんだって？」

　こんな短時間で契約までこぎ着けたんだから、余程強引な手法を使ったというのは、想像に難かたくない話だった。

「槇君がそういう仕事の仕方をしたのは初めてだって、局長が笑ってたよ」

　槇はからかわれても、笑顔を崩くずさなかった。

「小さな会社なので、以前のようには行きません」

「会社が変わっても、仕事の仕方は早々変わらないものだよ。特に槇君みたいなタイプはな」

「かもしれませんね。けれど、お互たがい損はない取引ですよ」

　会議室に通される。商品を扱うための細かい契約は上が決めている。それでも現場レベルでの打ち合わせは何度か必要だ。

　挨拶が終わってから、持参した資料を配って内容を簡単に説明する。

　内容は、駄だ目めになった取引で使用した資料とほとんど変わらない。雑談を交えながらも、会議は順調に進んだ。以前の会社を辞やめた理由を先方の人間も不思議がっていたが、槇は真相を語ろうとはしなかった。会社の近くにあったホテルのメインダイニングに場所を移し、酒が入っても槇はその理由について話そうとはしない。

「まだ答えられないんです」

　頑かたくなな槇に、先方も追つい及きゆうの手を止める。話題は槇の以前の仕事に移る。以前、槇が広告会社に居たときの仕事の話だった。槇はやはり優ゆう秀しゆうだったようだ。話を聞くのは楽しかったが、当事者でないので話には入れず、酒ばかりが進んだ。ワインに酔よって、三人の話が終わる頃ころにはすでに頭の中が重く濁にごっていた。それでも、なんとか最後まで笑顔を保ちホテルを出る。

　しかし、そのまま先方がクラブに行こうと言い出す。そこまでの接待費を割り当てられていなかったし、気分も悪い。

　躊躇ためらっていると、懐ふところ事じ情じようを察した先方が「別に自腹でいいからさ」と口にする。

　言い訳を考える俺に、槇が「主任は恋こい人びとに罪悪感を感じているんですよ」と笑う。

　恋人なんていないが、この際槇の言い訳に乗っかろうと思い、苦く笑しようしながら頷うなずいた。

「へぇ、主任さんは今時珍めずらしい堅かた物ぶつだね」

　部長の言葉に槇は「私も見習うべきなんですが、それは明日からにさせて頂きます」と言って、槇は彼らと一緒にクラブに行く約束を取り付けた。

「気分が悪いんだろ？　先に帰って良い」

　槇はそう言うと、酔った俺を残して先方と一緒にタクシーに乗る。

　その申し出は有り難かった。部下だけを接待に行かせる事に不安を感じながらも、先方も槇も俺がいない方が話は弾むのではないかと、少し卑屈な気分になりながら一人でタクシーに乗る。先程口にした酒のせいで、既すでに足あし下もとが覚おぼ束つかない。

　乗り込んだタクシーの窓を開ける。行き先を告げてからは口を開かなかった。

　無理をしてでも槇について行くのが社会人としての正答じゃなかったのか、と自問自答しながらもビジネスホテルのフロントで鍵かぎを受け取り、部屋に向かう。

　カードキーを壁の機械に差し込み、部屋の電気を点つけた。シャツに付いた煙草たばこの臭においが嫌いやで、すぐに風ふ呂ろに入る。歯を磨みがいてから、用意されていたナイトウェアを着た。スリッパと同様にコットンで出来ている。酔いを少しでも醒さますために一リットルの水を飲み干した頃には、気分が幾いく分ぶんましになる。

「今いま頃ごろ、槇は楽しんでいるんだろうな」

　先せん輩ぱいとのつき合いや接待で、何度かその手のクラブに足を運んだ事はある。しかしもともと異性を好きになれない俺からすれば、あまり楽しめる類たぐいのものではない。

「あいつはその手の店にも詳くわしそうだな」

　呟つぶやいた声は、自分の耳にすら拗すねているように聞こえる。

　槇の事を考えると胸の奥がざわつくから、頭から追い出すために仕事をしようと考えた。携けい帯たいから会社のサーバーにアクセスする。メールボックスを確かく認にんしたが、すぐに対応が必要なものはなかった。やる気が萎なえてしまい、優先度の低い物に関しては新幹線の中で対応すればいいと思い、携帯を仕し舞まう。手て持もち無ぶ沙さ汰たに枕まくら元もとにあった有料チャンネルの番組表を手に取った。

　こんな事なら暇ひまつぶしに文庫本でも持ってくれば良かったと思いながら、酔いが醒めない目で文字を追う。どうでもいいが、卑ひ猥わいな単語ほど画数が多い気がする。嬲なぶる、蹂じゆう躙りん、猥わい褻せつ、淫いん靡び、陵りよう辱じよく、強ごう姦かん。日常生活では使用する機会のない漢字を眺ながめていると、なんとなく興味が湧わく。

　性せい欲よくというよりは純じゆん粋すいな好こう奇き心しんだった。自分が女性の裸はだかに興奮を覚えない事は知っている。

　だからこそ、単純に見てみたいと思って「有料」と書かれているボタンを押す。最初にテレビ画面に表示されたのは支し払はらい方法の案内だった。

　会計時に精算されるという案内を見て、料金に視線を向ける。相場が分からないのでなんとも言えないが、映画館で映画を観みるよりは安い金額だった。

　チャンネルを回しながら、意外と美人が出ている事に驚おどろく。

「なんでこの世界に入ったんだ？」

　顔もスタイルも良い女性が、あられもない格好で屈強な男に弄なぶられているのを見て首を傾げる。

　ついその男の裸を目で追いかけてしまい、そんな自分が恥はずかしくなって、テレビの電源を落とした。

　それからしばらくして部屋に槇が帰ってくる。俺はいつの間にか眠ねむっていたらしい。

　瞼まぶたを持ち上げると、シャワーを浴びて髪かみを濡ぬらしたままの槇は俺が起きた事に気付き、「気楽だな」と口にした。

　未いまだに重い頭を持ち上げる。酔いはまだ完全には抜ぬけていなかった。目眩めまいを感じて首を振ふると、いつの間にかテレビが点いている事に気付く。

「どういう意味だ？」

「有料チャンネル見てただろ」

「なんで分かるんだ？」

　槇は俺の疑問に肩かたを竦すくめて、答えなかった。

　もしかしたら、電源を入れた時に最初に有料チャンネルが表示されたのかもしれない。

　疚やましい気持ちで見ていた訳でもないのに顔が赤くなる。いや、疚しい気持ちがあったとしても赤くなる必要はない。もういい歳としなんだから、と自分に言い聞かせようとすると槇が「ゲイものなんて扱ってないんじゃないか？」と口にする。

　まるで馬ば鹿かにされたように感じて、槇を睨にらみ付けた。

「それとも女もいけるのか？」

「……お前には関係ない」

「人が接待してる時にいい身分だな」

　槇はそう言うと、冷蔵庫からビールを取り出す。

　飲んできた癖くせに、さらにアルコールを口にしている槇を見て、気分の悪さが蘇よみがえりそうになる。

「もう酒の臭いは嗅かぎたくない」

　そう言ったが、槇は俺の文句を無視してリモコンを手にチャンネルを変えた。先さき程ほどの、有料チャンネルが再び表示される。一度承しよう諾だくをしたせいか、再び支払い方法の画面が表示される事はなかった。画面には裸の女性が映し出される。先程とは違ちがうタイプで、スーツ姿の女性が「部長止めてください」と形ばかりの文句を口にして足を開く。

　パンストを引きちぎる、というマニアックな演出を槇はつまらなそうに眺めた。

　主演しているのは髪の長い女性だった。白い肌はだとスタイルの良さから、なんとなく社長令れい嬢じようを連想してしまい、罪悪感を覚えて視線を逸そらす。

「お前、檜ひ山やま阿あ美みの事どう思ってる？」

　不意に槇は俺が頭の中で思い浮うかべていた女性の名前を口にする。もしかしたら槇も彼女を連想したのかもしれない。

「……頭の良い女性だと思ってるよ。礼れい儀ぎ正しいしな」

　当たり障さわりのない事を口にする。相手は社長令嬢だ。おかしな事を言って、もし上の人間の耳に入ったら困る。

「美人だと思わないか？」

　槇は探さぐるような目で俺を見ていた。画面では、際きわどい映像が繰くり広げられている。男の太い指が果物くだものの皮を剝むくように、女性の伝線したストッキングを脱ぬがせた。嫌がる彼女と、好色な顔でそれを追いかける男の映像が、やけに白々しく感じる。

「ああ。何故なぜそんな事を訊きく？」

　もともと女性には興味がないんだから、美人だと思ったところでその先は考えない。

「なんだ、お前の好みなのか？」

　思い当たった可能性を口にする。槇は俺の言葉に、片かた眉まゆを上あげただけで答えなかった。

　胸の奥がざらつく。口の中に、先程まで忘れていた不快な酒の味が蘇った気がする。

「俺の好みは、もっと大人びたタイプだ」

「年上好みって事か？」

　社長令嬢は充じゆう分ぶん大人びている。年下だが、年ねん齢れい相応の落ち着きを持った女性だ。

「そういうわけじゃない」

　槇はそう言ってから「俺の話はどうでもいい」と話を元に戻もどすと「女もいけるなら、あいつに興味を持ってもおかしくはないな」と一人で勝手に結論を急ぐ。

　変な誤解を招くのは嫌だったので、「女に興味はない」と弁解する。

「これは好奇心で見てただけだ」

　目の前の画面では、大きく足を開いた女性がキャスター付きの椅い子すに座らされていた。万年筆の先でレースのアンダーウェアの上から股こ間かんを撫なでられている映像を、冷めた目で見つめる。

　エロティックな格好をした女性は美人だったし足も綺麗だったが、欲よく情じようはしない。

「だけど、向こうはそうじゃないだろ」

　槇は思案顔でそう口にする。

「よせ」

　社長令嬢が俺に興味があるとは思えない。どちらかというと、槇に興味を持っている気がするが、それを告げるのは躊躇ためらわれた。

　先程槇は彼女に対して興味がないような事を言っていたが、本当に興味がなければ俺にこんな話を振らないだろう。もし、俺がそんな事を言えば、彼女に対して行動をとるかもしれない。それを想像すると、何故か舌が勝手に動かなくなる。

「仮にあいつが迫せまってきたらどうする？」

　馬ば鹿か馬鹿しい質問に、真しん剣けんに答える気も失うせる。

　部屋に備え付けられた電話機で、モーニングコールの設定をしながら「断る」と口にした。

「好きになれない相手と、付き合えない」

　どんなに美人でも、性格が良くても、そういう対象として見れないなら、付き合うべきじゃない。けれど、彼女が俺に迫る様なんて想像もできなかった。美人で仕事もできる社長令嬢が俺を選ぶとは思えない。確かに社会に出てからは、それなりに自分を取り繕つくろってきたから、周囲から馬鹿にされるような事はなかった。

　けれど女性から迫られた事なんてない。それとなく誘さそわれた事は何度かあるが、それはその場限りの、本気とも冗じよう談だんともつかない誘い方だった。

「そうか」

　槇は納なつ得とくしたような、していないような顔で頷うなずく。俺は再びベッドに横になり、そんな槇から視線を逸らして枕まくらに顔を半分埋うめる。先程寝ねたので眠くはなかったが、眠った方がいいと思った。これ以上槇の口から社長令嬢の名前は聞きたくない。

　けれど槇は、俺のベッドに近づいてきた。ぎしりと音を立てて、腰こしを掛かける。槇が俺の頰ほおを人差し指の背で撫でた。一体どうしてそんな風にするのか分からずに、視線を向ける。

「それなら、どんな相手となら付き合えるんだ？」

　低い声だった。聞いた瞬しゆん間かん、ぞくりと背中が震ふるえた。

　不意にこの間、車でされた事を思い出す。横になっていたらまずい気がした。起きあがろうとすると、腕うでを押さえられてそのまま口付けられる。槇の唇くちびるからは酒の味がした。すぐに肉厚の舌が入ってくる。それから逃のがれようとすると、深い場所まで嘗なめられる。

「んぅ」

　槇は俺の唇を嚙かみながら股間に手をかけた。

　逃れようとすればするほど、きついキスをされる。

　アンダーウェアの上から揉もみ込まれて、自分でもそこがじわりと熱を持った事に気付く。

「ん、んんっ」

　腰を撫でられ、その手が這はうように胸まで滑すべる。

「教えろよ。どんな男が好みなんだ？」

　耳に直接吹ふき込まれる声は、欲情している男の声だった。

　まさかテレビの中の女性に煽あおられたんだろうか。

　槇の拘こう束そくから逃れようとするが、無骨な指は体から外れない。前みたいにからかっているわけじゃない。槇が性的な衝しよう動どうを感じているのは、声と手つきで分かった。顔は見えない。だけど、吐と息いきは熱が籠こもっていた。

「どんな男を好きになる？」

　その質問に、頭に高校時代の同級生が浮かぶ。

　憧あこがれの相手はサッカー部のＦＷで、クラスの中心的人物の椎名だった。いつも人に囲まれていて、そんな相手の姿を傍はたから眺ながめていた。興味ない振ふりをしながら、自分の気持ちに気付かれない事を願いながら、こっそりと見つめる。

　何度か話をしたが、その度たびに素そっ気ない態度を取っては、家に帰ってから後こう悔かいしていた。

　明るくて、格好良くて、人を惹ひき付ける。槇と似ている。そんな男ばかり好きになる。

「……お前とは正反対の男だ」

　噓うそを吐ついたのは、悔くやしかったからだ。こんな風に触れられても突き放せないことが。

　俺の言葉に槇は空気を揺ゆらして笑ったようだった。

「最後に抱だかれたのは？」

　その質問には答えなかった。

　初めから俺を抱かれる側だと考えている槇に腹が立つ。もともと俺がするセックスは挿そう入にゆうを伴ともなわないから、抱いたも抱かれたもない。そういう店で知り合った相手と、多少うち解けてから適当なホテルで擦こすり合って果てる。それで満足できる。

「答えろよ。まさか最後の相手が、あの情けない男だなんて言わないよな？」

　槇が指すのは、先せん輩ぱいの事だろう。

「なんで、そんな事を訊くんだ」

　そんなわけがないと分かっているのに、嫉しつ妬としているみたいに聞こえた。

　俺も聞きたい事があった。あの取引が駄だ目めになったとしても、責任を取るのは槇じゃなくて俺だ。スタイルを崩くずして、強ごう引いんに仕事を繫つないだのは俺のためなんだろうか。槇みたいな男が男に手を出す理由を、俺は都合の良い方向に考えようとしている。心臓がじわじわ熱くなった。そこで温められた血液が、熱を持ったまま全身を巡めぐっていく。

「知りたいからだ」

　どうして？　と続ける言葉は唇に阻はばまれる。

　槇の指が肌を掠かすめる度に、体の裏側をひっかかれたような気分になった。

　膝ひざから、足を撫でられる。太ふと腿ももの内側に掌てのひらが這うだけで、快感がせり上がってくる。粟あわ立だった肌という肌が、その手に触ふれられる事を求めていた。

　余よ裕ゆうを持った掠れた声が耳に落ちるのと、槇の指が奥まった場所に伸のびるのは同時だった。

「っ」

　思わずびくりと反応する。指が、皮ひ膚ふの隙すき間まに触れる。中には入らず、上から押すようにその場所に触れられて、反射的に槇の肩かたを押す。

「や……っ」

　引きつった声が出る。後孔こうに触れられるのは苦手だ。車の中でも槇にそこを弄いじられた。

　槇は同性同士の性せい交こう渉しように関する知識が乏とぼしいから、もしかしたらそうするのが当たり前だと勘かん違ちがいしているのかも知れないが、俺のようにどうしたってそこが苦手な人間はいる。

　けれど制止も虚むなしく、槇の指が無ぶ遠えん慮りよに触れた。

　顔を背そむけると、無む理り矢や理り隙間をこじ開けて指が中に入ってきた。

「っ、ン」

　皮膚が引き攣つれる痛みを感じて、思わず肩に当てた手の爪つめを立てる。

「やめろ、って……、槇」

　槇は俺を見る。欲よくに霞かすんだ目と目が合うと、じわりと自分の体が熱くなった。

　劣れつ情じようが伝でん染せんする。テレビを見ても何にも感じなかったのに、筋肉がついた槇の上体を目にしたら、体の奥に芽生えた熱が温度を増す。誤ご魔ま化かせない衝動に喉のどが渇かわく。

「きつ」

　槇が耳元でそう口にする。

　濡ぬれていない指が、深い場所を無理矢理こじ開けようとする度に、痛みを覚えた。

「っ、いたい」

　素す直なおに口にすると指は抜ぬかれ、槇が宥なだめるように頰にキスをする。そうされるだけで気持ちよくなる。聞き逃した質問の答えを、勝手に頭の中が弾はじき出そうとする。

　俺のために、昔の知り合いに頭を下げたのか？　そんな質問をしてみたくなる。

「槇」

　陰いん茎けいを扱しごかれる。思わず腰が揺れた。

　槇の親指が皮の継つぎ目を伸ばすように擦る。痛いぐらいの刺し激げきに、吐息が荒あらくなるのが自分でも分かった。剝むき出しの亀き頭とうや陰茎を乱暴に手で擦られると、堪たまらずに声が漏もれそうになる。

　他人の手なんて久ひさし振ぶりだし、もともと慣れていない。それに槇は上手うまかった。

　器用な男の指先に弄られると、これ以上ない程ほどに張りつめた陰茎の先から、とろとろと恥はずかしい液が零こぼれ始める。

「ふっ……」

　殺した筈はずの声が漏れたのは、ぬるつく先せん端たんを槇の指が弄るからだ。濡れている事を教えるように、指は意地悪に淫いん液えきを小さな穴に擦なすり付ける。

「んっ、ン」

　ぬちゃ、と音を立てるその場所への刺激が急に止む。訝いぶかしく思って知らずに閉じていた目を開けると、槇と目が合う。槇は舌を出してべろりと、俺の唇を嘗めた。それから、その唇は下に落ちていく。たくし上げられていたナイトウェアのボタンが外されて、柔やわらかな唇が、肌はだの上を滑って胸の上に落ちる。そのまま、色の変わった場所を舌で嘗められた。

「っ」

　嘗められて、吸われて、甘嚙みされる。先程とは種類の違ちがう快感に戸と惑まどい、逃れようとするとアンダーウェアをずり下げられて臀でん部ぶを強く摑つかまれた。

「あっ」

　声をあげると、そこを左右に広げられる。指の先が、淫液を纏まとったまま深い場所に埋うめられる。

「ぁ……っ、ぁ」

　ずぷずぷと、指の先端がそこに出入りする。入り口だけ弄られて、奥がうねる。

　そんな風になるのは初めてだった。

「っ、い、や」

　腰こしを引くと、指はさらに奥まで入る。根本まで埋め込まれたんじゃないかと気付いた時に、緩ゆるく胸を嚙まれた。

「ひゃ、ぁ」

　甲かん高だかい声に自分でも驚おどろく。槇は体を起こすと、足首に引っかかっていたアンダーウェアを取り払はらい、俺の膝の裏を摑んで足を開いた。

　全すべて、目の前に晒さらされる。その事に恐きよう怖ふを感じた。槇に、どう思われるか急に怖こわくなった。

「俺は、女じゃない」

　それは言い訳だった。だから、お前の思い通りの体はしていない。興きよう醒ざめするなら、今だと槇に視線を向ける。抱かれる事への恐怖が、いつの間にか拒きよ絶ぜつされる事への恐怖にすり替かわっていた。その事に気付いたとき、同時に自分がどう思っているかも分かった。

　俺は嫌いやじゃない。こんな風に、槇に抱かれるのが嫌じゃない。これがどんな感情から来ているのか、説明は付けられないけれど体は確かに興奮している。心に引きずられるように。

「知ってるよ」

　槇は迷う事なくそう言うと、膝を摑んでいた片手を離はなして再び奥に触れる。

　二本の指を同時に入れられた。少しだけ柔らかくなった場所は、その指を難なく飲み込んでいく。肉の隙間をこじ開けるような指の動きに不快感を感じながらも、同時に官能も感じていた。内側を広げられると、陰茎の先がむずむずと内側から熱くなる。

　手を伸ばして、そこを擦りたい衝しよう動どうにかられながらも、シーツを握にぎりしめて我が慢まんした。

「はっ……ぁ」

　指がくちゅくちゅと音を立てる。濡れた音に、腰が揺れた。

　場所を確かめるように前ぜん立りつ腺せんに触れられる。すると、途と端たんに電流がびりびりと走ったような感覚を覚えた。前回とは違う、明らかで強い快感に思わず痙けい攣れんするように手足が震ふるえる。

「ぁあぁあ……っ」

　反射的に背中を丸めると、指の角度が変わる。槇は俺の反応を楽しむように、度たび々たび指を曲げてそこを刺激する。その度に震え、声が漏れる。漏れる淫液も増えて、絶頂を迎むかえそうになった頃ころに唐とう突とつに指が抜き取られた。

「っぁ、ん」

　物欲しげな声が漏れた。しかし、無くなった指の代わりの物はすぐに宛あてがわれる。

　熱を持ち、硬かたくなった、凶きよう器きのようなそれは想像以上に大きくて、思わず体が竦すくむ。

「女じゃない」

　半ば無意識に、もう一度呟つぶやく。

　槇は「ああ」と言った。分かっている、というニュアンスだった。

　そしてそれが内側に入りこんでくる。

「う、ぁ、あ」

　熱くて硬いそれが内側を広げていく。粘ねん膜まくが擦すれ、開かれた場所が痛みにひくついた。

　貫つらぬかれる事で、体の奥が痺しびれるような熱を持つ。

「ふ、ぁ」

　声が息と共に漏れて、足が引きつる。自分の腹がびくびくと怯おびえるように波打つのが分かった。大学生のときはもっとましだった。ここまで強きよう烈れつじゃなかったと、あの日の事を思い出す。

「慣れてないのか？」

　苦しげな声で槇が言う。意地を張る余裕もなく頷うなずく。

　不意にキスをされた。舌が引っ張り出されて、甘く嚙かまれる。愛あい撫ぶするように舌を吸われ、それから口の中に入りこんだ槇の舌に歯の裏側を嘗なめられた。

「っ、んぁ、ぁ」

　唾だ液えきが零れる。唇くちびるはされるがままに蹂じゆう躙りんされる。

　抵てい抗こうしていた筈の腕うでは、槇の背中に回り、肘ひじの辺りで蟠わだかまっていたはずのナイトウェアはいつのまにか脱ぬがされていた。キスに夢中になるうちに、根本まで飲み込んだ場所からは強こわ張ばった力が抜ける。だけどまだ痛みは感じていた。

　じんじんと熱を持ち、熱く苛さいなむ場所から痛みが取れる事はないような気がした。

　それでも先程指で突つかれた場所に陰茎が擦れると、ぶわっと内側で熱が広がる感覚がある。

「ま、き」

　名前を呼ぶと、それを合図にして槇が律動した。

　奥を突き上げられて、鼻にかかった声が漏れる。唾液に濡れた唇を吸われながら、誰だれにも触ふれられた事のない深くに痛みと熱を感じて呻うめく。腹の方を擦こすられると、高い声が零れた。

「あっ、あ」

　耳みみ障ざわりだった。矜きよう持じや、それに付ふ随ずいする自信が声に溶とけて無くなってしまう気がする。

「ここが好きなのか？」

　はっきり声にして聞かれた後で、その場所を抉えぐるように突かれた。

　意地の悪い質問と、誤魔化しようのないあからさまな自分の反応が恥ずかしくて、腕で顔を隠かくした。その腕を取られる。生理的な涙なみだが滲にじむと、槇の唇でそれが拭ぬぐわれた。

「好きだって言えよ」

　唇を嚙んだ。だけどそんな抵抗は、快感の前に呆あつ気けなく陥かん落らくしてしまう。

「言え」

　濡ぬれた音を立てて陰いん茎けいと粘膜が擦れると、刃は向むかう気持ちが薄うすれていく。乱暴に濡れた陰茎を擦られて、我慢できずに口を開いた。

「す、き」

　小さな声だったが、槇は聞き取った。その唇が、にやりと笑うのが見える。

「やらしいな、お前」

　自分が言えと命令した癖くせに、そんな風に槇は笑った。

　悔くやしいと思いながらも、それでも与あたえられる快感は否定しようもなく、漏れる声を止める事もできなかった。だけどせめてもの意趣返しに槇の背中に爪つめを立てた。

「ひっ」

　途端に深い場所を仕返しのように突かれて、思わず声が漏れる。

　びくっと自分の陰茎の先から先走りが漏れたのが分かった。もういきそうだった。

　達する事に罪悪感に似た後ろめたさを覚えながらも、抗あらがう事も出来ずに目を閉じると、根本を槇の手が戒いましめた。

「っ、や、何、して」

　焦じれるように腰を揺ゆすると、良い場所に当たって余計に堪らない気分になる。槇の手はびくともせずに、その場所に絡からみついている。

「ま、き……、放せ」

「もっと声を聞かせろ」

　掠かすれた声で要求される。

「手……とれよ」

　快感に溶けた頭の中、馬ば鹿か、死ね、なんて幼よう稚ちな罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べてみるが、それは口にする前に嬌きよう声せいに溶けていく。とにかく手を放して欲しくて、本能のまま射精したくておかしくなりそうだった。

「ふざけるな」

　俺の言葉が気に入らなかったのか、槇は柔やわらかく耳に嚙みついた。

「う、ぁ、いきた、い」

　情けない本音を口にして、自分でぎこちなく腰を揺さぶった。だけど根本を押さえられたままじゃ、どんなに快感を見つけても達する事が出来ない。

　泣きそうな気分で「いかせて」と口にする。今度は気に入ったのか、頰ほおにキスされた。それでもまだ手は放されない。だから、何度も同じ台詞せりふを口にした。口にしながら腰を揺らめかせて、浅ましいそこを槇の手に擦なすり付ける。

「いかせて、まき、手、放して」

　頼たのむから、とプライドを軋きしませながら言った。するとようやく、槇の拘こう束そくが弛ゆるむ。

　ほっとしたのも束つかの間で、その拍ひよう子しに深く奥を抉られて呆あつ気けなく限界を迎える。

　さんざん焦らされたせいで余よ韻いんに震えていると、槇はそんな俺に構わずに律動を再開した。

「っぁ……、ひ」

「いった後の方がきついな」

　苦しげにそう言った槇の声が耳を掠める。関節が痛みそうなほど足を開かされて、下品な音を立てて深く深く犯おかされる。悲鳴に似た嬌声を上げながら、俺は自分の意識を繫つなぎ止める事に必死になる。

「あ、う」

　萎なえた陰茎が再び張りつめて、もう一度白はく濁だくした精液を吐はき出す頃に、ようやく槇が達した。わざと中で槇はそれを吐き出す。

　呼吸の整わない俺の唇にキスをしながら「お前のことを欲しがる男共の気持ちがよく分かる」と掠れた声で口にする。からかうような口調の後に陰茎が抜ぬき取られて、その刺し激げきで体が震える。槇はそれを見て笑った。

「おぼえてろよ」

　恥はずかしかった。

　だから三流の悪役みたいな台詞を吐いて、人差し指で強く背中を引っ搔かく。

　その傷がずっと残ればいいと、一いつ瞬しゆん痛みに眉まゆを顰ひそめた槇の顔を見ながら思った。










　東京への出張から数日経たっても、俺と槇の関係は表面上なにも変わらなかった。

　少なくとも俺は変わらないように心こころ掛がけたし、槇は元から俺に対してそれほど興味を抱いだいていないようだった。恐おそらく、ただの性せい欲よく処理だったんだろう。

　その事に対して苛いら立だちと悔しさを感じながらも、槇に対して俺は何も言わなかった。ただ、以前と同じくできるだけ槇との外出は避さけた。

　どうしても一いつ緒しよに出掛けなければならない日は何度かあった。そういう時はできるだけ長引かない様に気を付けた。高校時代の同級生と再会したのは、そんな折だった。

「あれ？　もしかして沖津？」

　営業で訪おとずれた先の会社を出たところで、声を掛けてきたのはあの頃ころ自分が憧あこがれて止やまなかった相手だ。ブレザーがスーツに変わり、校章入りの青いネクタイは緑に変わっている。顔つきも、あの頃よりもずっと大人びていた。

「椎名」

　口にするのは何年ぶりだろうか。俺が名前を呼ぶと、椎名は連れを放って俺に近づいてきた。

「久ひさし振ぶりだな。この辺りで働いてるのか？」

　数年ぶりに見る男は、相変わらず人に好かれそうな顔をしている。

「いや、仕事で来ただけだ」

　椎名が自分の名めい刺しを取り出したので、俺も同じように自分の名刺を差し出す。

　交こう換かんした名刺にはシンクタンク系の社名が記されていた。

「へぇ、主任なのか。凄すごいな」

　俺の名刺を見ながら口にした椎名の言葉に「小さな会社だから」と謙けん遜そんする。

「椎名さん、そろそろ」

　不意に椎名の後ろにいた男が、腕時計を見ながら急せかす。

「悪い沖津、時間なくて。今度電話するから、飲みにいこうぜ」

　その台詞を意外に感じた。椎名にとって俺は、ただのクラスメイトだった。目立たない、取り柄えのない、地味な学生。勉強は出来たが、それ以外の事は全すべて不得意だった。人間関係に至っては、不得意どころの話ではなかった。椎名とだってろくに言葉を交かわした事もない。

　俺の戸と惑まどいを読み取ったのか、背を向ける前に椎名は小さく笑って「本当は、もっと沖津と話してみたかったんだよ」と口にした。

　初はつ恋こいの相手からそんな風に言われ、じわりと胸が熱くなる。

　だからといって過去の気持ちが再燃するわけじゃないが、あの頃の自分が初めて肯こう定ていされた気分で、椎名の後ろ姿を見送っていると、不意に槇から「主任」と声を掛けられる。

　振ふり返れば、ちょうど停とまったタクシーの扉とびらが開く。

「どうぞ」

　そう言われて、中に乗り込んだ。車内に入っても、先さき程ほど椎名から貰もらったばかりの名刺に視線を落としていると、槇が「好きだったんですか？」と聞いてくる。

　聞くと言うよりは、確かく認にんするような口くち振ぶりだった。

　何故なぜそんな事を聞くのかと訝いぶかしみながら顔を上げると、「何もなければあんな風に見送る事はないでしょうから」と素そっ気なく言われた。

　先程までの自分を思い起こして、恥ずかしくなる。

　槇が一度で見み抜ぬいたのだから、もしかしたら椎名にも気付かれたかも知れない。

　からかわれるかと思ったが、槇はそれ以上は言げん及きゆうしなかった。一応は訊きいてみたものの、俺の事に興味はないのだろう。

　名刺ケースに名刺を入れる時に、蓋ふたの裏側に自分の顔が映る。少し、情けない顔をしているような気がしたから、ぎゅっと奥歯を嚙かみしめた。

　運転手と軽口を叩たたく男の素っ気ない横顔に自分が傷ついてるなんて、知られたくなかった。自分でも認めたくない。

　だけど椎名と久し振りに再会したというのに、気になるのは槇の態度の方だった。

「嫌いやだな」

　思わず唇くちびるから言葉が零こぼれる。それと同時に、フロントガラスに雨が落ちた。

　運転手は「今日はこのまま降り続けるみたいですよ」と俺の言葉を勘かん違ちがいしてそう言う。

　憂ゆう鬱うつなのは雨じゃないと、言おうとして止めた。

　雨は昔から好きな方だった。裾すそが濡ぬれ、革かわ靴ぐつが重くなるのは嫌だったが、それでも雨の日は気分が落ち着く。槇は晴れの方が好きなんだろうと根こん拠きよもなく考えながら、ふと横を見る。槇の視線が俺に向けられていた。動どう揺ようして、自分の瞳ひとみが揺ゆらぐのが分かる。

「そういえば、あれからゴルフの練習はしてるんですか？」

　当たり障さわりのない話題にほっとしながら「してない」と正直に答える。

「した方がいいですよ。そろそろ、コンペがありそうですから」

　恐らく社長令れい嬢じようにでも聞いたのだろう。

　あの夜、念を押すように彼女と俺の事を確認していた槇が、出張から戻もどってからすぐに行動を起こして彼女と親しくなったのかもしれないし、もともと親しかった可能性もある。

　彼女に対しての気持ちを槇は否定したが、オフィスで槇が彼女に向けた視線に何も意味がないとは思えなかった。

「………どうせ、最下位要員だろ」

　思い至った途と端たんに痛む胸を無視して、ゴルフコンペの事を考える。

　接待で取引先を不快にさせては意味がない。いくら上層部と親しいクライアントとはいえ、彼らが最下位になるのは避けたい。しかし常務や社長は遊びにも本気で挑いどむタイプだ。恐らく槇もわざと負けたりはしないだろう。

　そうなると、泥どろを被かぶる人間が必要になる。それが俺に割わり振られた役目だろう。覚かく悟ごはしていたが、空から振ぶりしたりルールが分からなくてまごつくのはみっともないので練習場に通うつもりだったけれど、どうせ最下位になるなら徹てつ底てい的てきに道どう化け役やくにまわるのも良い気がした。

「筋はいいと思いますよ。なんなら、また俺が教えましょうか？」

「結構だ」

　業務時間だけ俺に敬語を使う男の申し出を断ると、タクシーの運転手が早さつ速そく会話に入ってくる。ゴルフの話で槇と盛り上がる運転手を後しり目めに、リアウィンドウから街並みに視線を移した。季節は秋から冬に向かう。もう少しすれば紅こう葉ようのシーズンになる。

　意識していない振りでずっと意識しているあの日の事を忘れたくて、俺はさりげなく槇から離はなれるようにドアによりかかった。










　秋晴れの日に行われたゴルフコンペでは、いつもは不ふ機き嫌げん顔の専務も朝から張り切っていた。

　ゴルフ場に向かうマイクロバスの中で、既すでに取引先と今夜の接待について話している常務を見ながら、何時になれば帰れるのかと始まってもいないのに気が遠くなる。

　ゴルフ場につくと、そこでは槇と総務の男性社員がコンペの準備で忙いそがしく動いていた。

　テラスの一角に並べられた商品は、どれも参加する会社が提供したものだった。そのため、系統がばらばらだ。巨きよ大だいなぬいぐるみもあれば酒類もあり、婦人用のアンダーウェアのセットに交じって、キャットフードなんかも並んでいる。一等と二等はうちの会社が出した金券だった。

「ご武運をお祈いのりしております」

　先発チームとして俺がテラスを出るときに、少し遅おくれて会場に来た社長令嬢がそう口にする。まるで戦いくさに向かう夫を見送るような言い方に、思わず和なごんで肩かたの力が抜ぬけた。

「ありがとう」

　今日はＴシャツにジーンズという飾かざり気のない格好をした彼女にそう言ってから、取引先の部長と一緒にコースに出る。ルールについて不安はあったが俺が心配する必要はなく、実際必要な事は全てキャディが仕切ってくれた。

「あんなに綺き麗れいなんじゃ、阿美ちゃんももてるだろう」

　誰だれだか分からないが、チームにいた年とし嵩かさの男にそう言われて曖あい昧まいに頷うなずく。

　仕事上で会った事がないから、社長の個人的な知り合いかもしれないが、今は現げん役えきを退いた取引先の人間という可能性も捨てきれない。余計な事は言わないに限るので、笑え顔がおで乗り切ろうとすると「付き合ってる相手はいるのか？」と聞かれる。

「さあ、部署が違ちがうので……」

　プライベートな質問に首を傾かしげると「さっきは仲が良さそうだったが」と探さぐるような目で見られ、「私では釣り合いがとれないですよ」と答える。

「最近は見合い写真を持っていっても、頑かたくなに断るんだよ。こりゃ何かあると思って問いつめたら、好きな相手がいると言ったんだ。あの子は内向的だから、恐おそらく仕事で知り合った相手だと思うんだが、あんた心当たりはないか？」

「さあ、存じませんが」

　社長の娘むすめに関する恋れん愛あい事情なんて恐ろしい話題を早く切り上げるために、年嵩の男のプレーを褒ほめた。するとあっさり男は上じよう機き嫌げんになって、スウィングの仕方を教えてくれる。

　結局、俺の成績は惨さん憺たんたるものだった。キャディから告げられた数字を聞いても、それが平均値からどの程度離れているかはわからない。ただ、一いつ緒しよに回っていた取引先の社長が「初めてのラウンドなら仕方ない」と励はげましてくれたので、余程酷ひどい成績だったのだと知る。

　先発隊に選ばれたのは、記録係だったからだ。グリーンの近くで最終打を打つ選手をカメラに収めるのが役目だ。自分のグループに関してだけは最終打だけではなく、コースを回る内に何度かショットを打つ姿を撮さつ影えいしている。

「お疲つかれさまです」

　次のグループまで少し間が空いているのでゴルフセットを片づけていると、バーベキュー準備をしていた社長令嬢が近づいてきた。差し出されたビールを断ると、周囲から「折せつ角かく阿美ちゃんが持って来てくれたのに」とお小言を貰ったが、酔よって暈ぼけた写真を撮とったら後でさらに文句を言われるのが目に見えている。

　面めん倒どうなので輪から離れて、隙すきを見て携けい帯たいのメールをチェックする。今日は千川が営業で出ているので、何か報告が入っているかも知れない。

　もともと仕事以外で携帯を使う事が滅めつ多たにないから、携帯の履り歴れきはいつも仕事関係の人間で埋うまっていた。一度それを千川に見られ、「主任はプライベート用と仕事用で携帯を分けてるんですか？」と聞かれた事があった。その時は「偶ぐう然ぜん、仕事関係が重なっただけだ」と口にしたが、普段から私用の電話はめったに掛かかってこない。

　なのに、その着歴に見覚えのない番号がある。留守電は残っていないが、登録していない取引先だと困るので、折り返した。数コールで出たのは、椎名だった。

『この間、飲みに行こうって話しただろ？』

　屈くつ託たく無く口にする相手に「ああ、そうか」と一週間以上前の事を思い出す。

　社交辞令だと思っていた挨あい拶さつが現実味を帯びた事を意外に思い、言われるまで椎名の事をすっかり忘れていた自分に驚おどろく。二、三分で椎名との予定を取り付けて電話を切った。

　次のグループが近づいてくる。近すぎても邪じや魔まになるだろうと、程ほど良よい距きよ離りをとってカメラを構えた。ファインダーを覗のぞき込んだが、顔が上手うまく映らない。

　正面から撮るために、場所を移動した。連写に設定して、ズームする。一チーム撮り終わる頃ころには、人の動きを追いながらシャッターを押す事に慣れてきた。

　写真の画像を小さな液えき晶しようで確かく認にんしていると、槇のチームが来る。

　姿を見るだけで胸が騒さわいだ。そんな自分に呆あきれながらも、再びカメラを構える。

　槇は、そのグループでは最後の打者だった。

　恐らく好成績なんだろうと思っていると、槇の打ったボールが池に落ちる。続く打球も同じルートを辿たどる。その次もだ。

「おおっ」

　テラスからどよめきが上がる。槇が放ったボールがグリーンに乗りカップに近づいたが、しかしギリギリのところで進行方向を変えて、反対に転がって池に落ちる。

「五つ目だぞ」

　誰かがそう言った。槇に視線を戻もどす。槇はキャディから貰もらったボールを足あし下もとに置くと、難しい位置からカップを狙ねらう。槇とグリーンの間には池があり、グリーンは急きゆう勾こう配ばいになっている。アプローチが難しいので、ほとんどの選手は一打を犠牲に迂う回かいしてグリーンに乗せていたが、槇はそのまま狙うつもりらしい。

　そうして放ったボールはグリーンに乗ったように見えたが、やはり坂を転がって池に落ちる。

「六つ目だ」

　誰かがそう言った。しかし、そのボールも結局ぎりぎりで転がる。

　いくつボールが池に落ちても、槇はそのスタイルを変えなかった。それでも最後はチップインで締しめ括くくったところは流石さすがだった。しかし、そのために槇が犠ぎ牲せいにしたボールは多い。

　頑がん固こにプレースタイルを変えなかった事に呆れた時に、もしかしてわざとかもしれないと思った。

　自分の成績を落とすためにわざと先程のプレースタイルを貫つらぬいたのかと考えたが、好意的に解かい釈しやくしすぎているような気がした。

　最後の無む謀ぼうなプレーが響ひびいたせいか、結局最下位は槇だった。そしてブービー賞は俺だ。

「我が社の営業部は弱小だな。安心して任せられないよ」

　先日、台無しにした契けい約やくに関する嫌いや味み混じりの常務の言葉に、何も知らない参加者が笑う中で、総務部の男性社員からブービー賞の副賞であるカンテラ型の灯油ランプを貰う。アウトドア用品を専門に扱あつかう会社から提供されたものだが、インドアな生活をしているので停電にでもならない限りは使う機会は訪おとずれないだろう。

　槇は最下位を気にも留めない素そ振ぶりで、ゴルフ場のスタッフから貰ったミネラルウォーターで喉のどを潤うるおしていた。

　参加者にビールを配るのが社長令れい嬢じようの役目だが、彼女は槇にだけ持って行かないし、槇も彼女にそれを要求しない。なんとなくそれが特別に思えて気になったが、その事を直接彼女や槇に聞くわけにもいかないので、気付かない振ふりでバーベキューの手伝いに没ぼつ頭とうする。槇は鉄板の前に陣じん取どって、ひたすら肉を焼いていた。槇は取引先の人間と随ずい分ぶん親しくなったらしく、帰り際ぎわには「楓君」と呼ばれるまでになっていた。

　誰とでもすぐに親しくなれる槇が羨うらやましい。側にはいたが、結局その日は槇とはほとんど言葉を交かわすことは無かった。

　休日だというのに、少しも休んだ気分になれないまま、夕方頃ごろにバスで会社に戻る。

　これから飲みに繰くり出す元気な上層部を見送ってから、俺は総務部の社員と一緒にコンペで使用した会社の備品を倉庫に片付けた。

「そういえば、阿美さんと槇さんて付き合ってるんですかね」

　倉庫に鍵かぎを掛けた後で、男性社員にそう尋たずねられて「さあ」と答える。

「槇さんといる時の阿美さんって、すごく自然体でリラックスしてて、ああいうのって付き合ってないと出せない雰囲気だと思いませんか？」

　思い当たる節は確かにあった。

「そうかもしれないな」

　今日は彼女に関する質問ばかりされていたが、槇と社長令嬢が付き合っているのかと聞かれたのは初めてだった。俺以外の人間の目にも彼女と槇の態度は特別に映ったらしい。

「阿美さん、婚こん約やく者がいるって噂うわさがあるんですけど、もしかして槇さんの事だったりして」

　男性社員は思案顔でそう口にする。

「気になるのか？」

　俺の質問に、男性社員はかっと頰ほおを赤くしてから「いえ、べつに、そんなんじゃ」ともごもご口の中で言い訳をする。美人で、礼れい儀ぎ正しい彼女はやはり総務でも人気があるようだ。

　千川のライバルが何人いるのか知らないが、見た目で言えば千川は大たい抵ていの男性社員よりも上だ。仕事もできるし、素す直なおで性格も良い。けれど相手が槇では、千川に勝ち目はないだろう。

「沖津さんは気にならないんですか？」

「気にならない」

　即そく答とうして、倉庫の鍵を預けて外に出る。

　男性社員とは互いの労をねぎらって別れた。

　駐ちゆう車しや場じように停とめた自分の車に乗り込む時に、ふとゴルフ場に停まっていた車の数を思い出す。

　社長は取引先の人間と飲むためにバスに乗って帰ってきた。ゴルフバッグは社長令嬢に預けられたが、彼女の車はゴルフ場には見当たらなかった。

　バスが去る時に、あそこに残っていた車は槇の車だけだ。

「ああ、だからか」

　社長令嬢は槇の車で帰ったのだろう。だから、槇にはビールを渡わたさなかったのだ。運転して帰ると知っていたから。

　今まで二人の関係をそれとなく疑っていたが、ようやくはっきりとした確証を得られた気分だった。

　急にどっと疲れが押し寄せて来た。

　家に帰ってから、今日撮ったばかりの写真をパソコンに取り込む。プリントアウトしたものを参加者に配って貰うために、会社のサーバーに上げる。バーベキュー風景を撮った一枚の中で、槇と社長令嬢が隅すみで親しげに話しているものがあった。その一枚だけは、サーバーにはアップロードしなかった。思わず自じ嘲ちようする。

　槇と彼女は付き合っている。そう気付いた事で、俺はようやく自分の気持ちを認められる気がした。叶かなわないと分かって、初めて肯こう定ていできるなんて、臆おく病びようにも程がある。

　俺はきっと、槇の事が好きだ。










　恋れん愛あいをしない事のメリットはいくつかある。

　傷つかなくて済むし、煩わずらわされないで済む。

　少なくとも、それは俺にとって重要なファクターだ。

「槇さん、これお土産みやげなんですけど、よかったら営業部のみなさんで」

　月曜日の昼時に、そう言って総務の女子社員が持って来たのは世界で一番人気のあるネズミのキャラクターをモチーフにしたチョコレートだった。

　槇は「ありがとう」と言って一つ取るが、すぐに口には運ばずにデスクの上にそれを置く。

　女子社員は千川にそのお土産を配ると、俺のもとにもやってきた。

「千葉まで行って来たのか？」

「はい。年に四回は必ず行くんですけど、毎回パレードをみるのがすごく楽しみなんです」

「そんなに何度も行くほど楽しいのか」

　理解できない気持ちでそう呟つぶやきながら、チョコレートを一つ貰う。

　女子社員は驚いたように「主任、行った事ないんですか？」と口にした。彼女にすれば、俺の方が理解できないらしい。

「ああ、機会がなくて」

　驚く事だろうかと首を傾かしげる。男で、テーマパークが好きだという奴やつはあまりいない。

「デートで行ったりとか、しないんですか？」

　そう聞かれて、ああ、そうかと妙みように納なつ得とくする。

　自分があまりそういう場所を好まなくても、彼女にせがまれて行く事はあるだろう。しかし、今までの人生で恋こい人びとがいた事もないし、いたとしても性別は男だ。男二人で遊園地のパレードなんて、うそ寒い光景だ。

「そんなに良いなら、今度考えてみるよ」

　話題を終わらせるために適当に返事をすると、女子社員は「え？」と大きな声を出す。

「ん？」

「あ、いえ、なんでもないです」

　女子社員は笑え顔がおを浮うかべ、チョコレートの残る箱を持ってオフィスを回る。

　彼女の態度を不思議に思いながらも、使ったマグを給湯室に持っていって水洗いしていると、ちょうど冷蔵庫から缶かんコーヒーを取り出していた千川と足がぶつかった。

「悪い」

　給湯室は窮きゆう屈くつなので、ときどき体の一部が誰だれかとぶつかる。

　以前にも何度か千川とぶつかった事があった。その度たびに、自分がゲイだとばれるのではとびくびくしていたが、今は何故なぜかそんな不安を感じる事はない。

「大だい丈じよう夫ぶです。それより、沖津主任彼女いたんですか？」

「どうして？」

「さっき次のデートで千葉まで行くって言ってましたよね？」

　飛ひ躍やくした千川の解釈を聞いて、先程の女性が驚おどろいていた理由が分かる。彼女も千川と同じような誤解をしたのだろう。

「槇さんは檜山さんと付き合ってるようだし、今日のニュースは女の子達にとって悪いものばかりですね。主任と槇さんはフリーだって話だったから、今いま頃ごろは総務部の子達が大おお騒さわぎですよ」

　昨日の今日で早くも千川の耳にまで槇と社長令嬢の噂が回ってきているのは、意外だった。情報源は疑うべくもなく、総務の男性社員だろう。

「男だったら奪うばえばいいだろう？」

　自分だってできないくせに、そんな提案をする。

　千川は自分の気持ちが俺にばれていた事に、少し表情を複雑なものに変えたが、すぐに開き直ったのか、溜ため息を吐ついて「俺なんか、相手にされませんよ」と言った。

　卑ひ屈くつな言い方が千川らしくないと思ったが、仕事と恋愛で見せる顔は違ちがう。

　意外と千川は恋愛に臆病なタイプなのかも知れない。

「槇さん、檜山さんに本気なんですかね」

　相手にされないと諦あきらめた癖くせに気にしている千川を宥なだめようとした時に、給湯室の入り口に立っている槇に気付く。

「俺がなんだって？」

　千川が肩を強こわ張ばらせて「いえ」と気まずそうに振り向く。

　普ふ段だんは槇を慕したっている千川も、さすがに今日は「なんでもありません。失礼します」と口にして槇の横をすり抜ぬけていく。槇はそんな千川の態度が気になったようだが、すぐに俺に視線を移すと「時間ですよ」と口にする。

　わざわざ給湯室に迎むかえに来たらしい。慌あわてて腕うで時ど計けいを見ると、すぐに出なければならない時間になっていた。一度デスクに寄ってから、鞄かばんを手に会社を出るときにパンフレットが足りないと気づく。

「持ってきます」

　そう言って槇は資料室に向かったが、なかなか戻もどらない。行き違いになる可能性もあったが、このままでは約束の時間に遅れてしまう。

　総務のあるフロアでエレベーターを降りて、廊ろう下かの端はしにある資料室に足早に近づく。ノックもせずにドアを開けると、そこに居たのは槇だけではなかった。思い詰つめた顔をした女子社員が、槇のすぐ目の前に立っている。

　社内の女性のほとんどが槇に対して好意を抱いだいているようだが、中でも彼女は特別だった。何度となく、二人が話しているところを社内で目にしている。

　彼女は俺を見ると、顔色を変えた。二人が仕事の話をしていたわけじゃないのは、その表情を見れば分かる。

「槇」

　社長令れい嬢じようだけじゃないのかと胸が痛みながらも、何も気付かなかったふりをして、女子社員から視線を逸そらす。

「何やってるんだ。遅ち刻こくする気か？」

「すみません」

　槇は、女子社員には声を掛かけずに、パンフレットを手にして資料室を出ると、俺と一いつ緒しよにエレベーターに乗り、駐車場に急ぐ。

　槇の運転はあまり好きじゃないので、ハンドルは俺が握にぎった。

　普段なら公道で一時間半の距きよ離りだが、ロスした時間が不安だったので高速に乗る。

「感心しないな」

　時間の心配が無くなったところで、助手席の男を上司として窘たしなめた。

「何がですか？」

「社内恋愛だ。仕事に支障がでるようなやり方は感心しない」

　嫌いや味みっぽく腕の時計に視線を向けると、槇は「社内恋愛じゃないですよ」と口にする。

「一方的に言い寄られるのは、恋愛とは言わないでしょう？」

　槇はそう言うと、スーツのポケットからタブレットケースを取り出した。最近よく食べているところを見み掛かける。槇は掌てのひらに白い粒つぶをいくつか落とすと、口の中に放り込んでガリガリと嚙かみ砕くだく。

「酷ひどい言い方だな」

　まるで熱くなっているのは相手だけだという言い様に、呆あきれて視線を向ける。

「何を勘かん違ちがいしているか知りませんが、彼女とは何もありませんよ」

　信用できない、と思いながらもこれ以上その話題を続ける気は起きなかった。

「社内恋愛は彼女だけじゃないだろう」

　槇は反論しなかった。女子社員と本当に何の関係もないのかは知らないが、同性で一応上司の俺にすらあんな風に簡単に手を出したのだから、女性相手ならもっと節操ないだろう。槇は本気なのかと、千川が社長令嬢の事を心配するのも無理はない。

「そんな事より、週末また飲みに行きませんか？」

　苛いら立だちながら「週末は約束がある」と切り捨てる。

　槇がどんなつもりで俺を誘さそうのか分からない。先日の夜の事を無かった事にしたい俺の気持ちに気付いていて、何故なぜそんな風に誘うのか呆れた。

　ろくに抵てい抗こうをしなかったから、簡単に寝ねられる相手として見られているのかもしれない。

「ああ、先日のご友人ですか。主任の元もと想おもい人でしたっけ？　ああいう男が趣しゆ味みなんですか？」

「関係ないだろ」

「もしかしてテーマパークでのデートを考えているのは、あのご友人ですか？」

　お土産みやげに纏まつわる会話を思い出したのか、笑うように槇が言った。

　からかう口調に腹が立つ。俺の気持ちが自分に向けられていると知らないから、そんな無神経な事を言えるんだと、思わず睨にらみ付けた。

　何故こんな相手を好きになったのか、真しん剣けんに自分の趣味を疑う。

　いくら出会いがあまりないからって、もう少しぐらいましな相手がいるんじゃないのか。

「黙だまれ」

　俺だけ怒おこっているのが馬鹿らしくなる。

「あいつとの約束がなくても、プライベートでお前とは二度と出で掛かけない」

　大人げないと思いながらも、「絶対だ」と付け加えた。

　槇に抱かれるのは嫌いやじゃなかった。だけど槇と社長令嬢が付き合っているなら、俺は槇といるべきじゃない。槇に対して、これ以上心を傾かたむけるべきじゃない。

　考えてみれば、あの夜が間ま違ちがっていたんだ。俺のために奔ほん走そうした槇に、体を許した。

　けれど、別に槇は俺のために努力した訳じゃないのだろう。会社のためだ。社長令嬢と付き合うなら、いずれ槇は婿むこ養よう子しにでも入る気でいるのかもしれない。そうなれば将来的には会社は槇の物だ。それを見み越こして槇が努力したのなら、俺は馬ば鹿か馬鹿しい勘違いをした事になる。

「どうして？」

「俺はお前と違う。それに間違いは一度で充じゆう分ぶんだ」

　それが何を指すのか、聡さとい槇が気付かない訳がない。

「俺のミスを庇かばって貰もらって助かった。だけどあんなのは一度だけでいい。お前も、男相手なんて一度で充分だろ」

　確かに信じられないほど気持ちが良くて、我を忘れて縋すがった。結局槇の言いなりになったのも、快感があったからだ。そしてあの時はまだ自覚はなかったが、気持ちは既すでに槇に向けられていた。けれど、それをここで認める必要はないし、そんな本音を槇に知られたくもない。

「ミスを庇って貰ったから、それで抱かれたって言いたいのか？　それとも、恋こい人びとができたからなかった事にしたいのか？」

　槇はそう言った。勤務時間内だが、既に敬語ではない。

　何故なぜか椎名と俺の関係を完全に誤解している槇に、真実を告げるつもりはなかった。そもそも椎名とはあれから約束を取り付けた一回しか連れん絡らくをとっていないし、高校時代と同じ気持ちを抱いているわけでもない。今、俺が好きなのは横に座る男だ。

　だけどなんでこんな男を好きなんだ。

　情けない気分でそう思った。決して自分の物にはならない、体だけ繫つないだ男を好きになるなんて、もしかしてマゾヒストだったのだろうかと自分で自分の性癖に不安を覚えた。

「どうとでも好きにとればいい」

　噓うそを吐いたのは、これ以上この件で槇と話し合いたくなかったからだ。それに見み栄えもある。

　槇は何も言わなかった。だから俺も黙り込む。

　沈ちん黙もくのせいか、以前にも増して憂ゆう鬱うつな二人きりのドライブが終わり、先方の会社の近くの有料駐ちゆう車しや場じように車を停とめる。シートベルトを外そうとした時に、その手を槇に摑つかまれる。

「何……」

　言葉の途と中ちゆうで、唇くちびるが重なった。触ふれるだけのそれが離はなれていく時に槇は「一度じゃ足りない」と口にする。

「一度抱いたぐらいじゃ、割に合わない」

　自分の身に何が起こったのか分からずに呆ほうけている俺を置き去りに、槇が車を降りる。

　槇の考えている事が分からなかった。

　触れられた唇に期待するのが怖こわくて、慌あわててそこを擦こすって感覚を消そうとした。

　けれど槇の声も、唇の感かん触しよくも、体に焼き付いたように簡単にはなくならない。

　仕事中、槇は何事もなかったように平然としていた。帰りの車に乗るときは緊きん張ちようしたが、槇は先さき程ほどのような事はしない。そんな態度に、本気なのか冗じよう談だんなのか分からなくなった。










　槇が俺を再び誘ったのは、木曜日の事だった。

　最後の仕事が終わると、槇は車を会社とは違ちがう方向に向かわせる。

「おい、どこに行くんだ？」

　見知らぬ住宅街を走る槇に慌ててそう尋たずねる。

「明日は約束があるんだろ？　なら今日、付き合えよ」

　その言葉の意味がすぐに分かったのは、先日の会話をずっと気にしていたからだ。一度じゃ足りないという槇の台詞せりふを、ずっと考えて警けい戒かいしていた。再び要求されるのを恐おそれていた。

　怖かったのは、きっと拒きよ絶ぜつできないからだ。嫌じゃないと、頭のどこかで思っている。槇が本気じゃないと分かっている。ただ、遊びで手を出していると知っているのに、嫌じゃない。

「ふざけるな」

　睨み付けたが、槇は平然としたままハンドルを動かす。視線はフロントに向けたままだ。

　その横顔に「さっさと会社に戻れ」と口にした。しかし残っている仕事はこの営業車を駐車場に返すだけだ。それは槇も分かっているんだろう。

「構わないだろ？　どうせ初めてじゃないんだから」

　嘲あざけるような口調で言われ、悲しくなった。何故そんな風に貶おとしめられなければならないんだと腹を立てた時に、自分のせいだと気付く。俺が先に、あの夜に見返りという言い訳を与あたえた。

　体で仕事をやりとりするような奴やつだと思ったのかも知れない。誰だれとでも寝ると、思われているかも知れない。

「……女に、もてるのに物好きだな」

　力無くそう返す。槇は何も言わなかった。

　悲しいと思い、プライドも軋きしむのに拒きよ否ひできないのは目の前の男が好きだからだ。

　馬鹿みたいだな、と呆れながらも自分の足で車を降りる。何をしているんだろうと、槇の後ろを歩きながら思う。

　初めて訪おとずれる槇の部屋は、独身男性にふさわしい無む駄だのない間取りだった。

「先に使えよ」

　逆らう気も起きなくて、バスルームに向かう。シャワーを浴びながら、惨みじめな気持ちになった。体を洗って、バスルームを出る。槇がちょうど、ドアを開けて洗せん濯たく機きと洗面台が置かれた小さなスペースに入ってくる。

　手には白いタオルがある。どうやらわざわざ持ってきてくれたらしい。

　けれど一向に渡わたしてくれなかった。見られている状態が嫌で「槇」と急せかすように呼ぶと、腕うでを引かれる。濡ぬれたままの体を、槇の腕が抱だき込む。そんな風にされると予想していなかったから、鼓こ動どうが跳はねた。誤ご魔ま化かすように、体の間に腕を入れる。

「おい、濡れる」

　まだ服を着た男の腕の中で、どうしていいのか分からずにどうでも良い事を言った。

「お前に、惑まどわされる男の気持ちが分かる」

「何……？」

　槇が俺の唇を塞ふさぐ。優やさしい舌が、ゆっくりと体の内側を溶とかすように入りこんでくる。

　恋人なんていた事はないけれど、恋人にするようなキスだと思った。気き遣づかうように腰こしを抱かれて、甘やかすように頰ほおを撫なでられる。

　気持ちよくて、思わず目を閉じるとくすりと笑い声が聞こえた。

「抵抗しなくていいのか？」

　感じ入っていた事を指し摘てきされて、目を開ける。槇はからかうような笑えみを口元に浮うかべていた。それを見ながら「今いま更さらだろ」と言った。

　自分の気持ちがばれない事を祈いのりながら、槇から視線を逸そらす。

「今更、そんな事しても意味がない」

　槇は俺の格好を見下ろしながら「そうだな」とおざなりに頷うなずいて、指先で濡れた肌はだに触れた。

　寝しん室しつに連れていかれ、俺の前で槇は服を脱ぬぐ。

　部屋の中が暗い事に安あん堵どしながら、ベッドに腰を掛かけた。汚きたないと思っていた槇の部屋は、それほど散らかってはいなかった。そこに女性の存在を想像してしまうのは、槇のデスクの上の惨さん状じようをしっているからだ。

　何人の女性がこのベッドに連れ込まれたんだろうと考える。その中には、俺みたいにこいつの事を想おもいながら、それでも叶かなわないと諦あきらめた女性もいたかもしれない。

「何を考えてる？」

　槇が俺の肩かたに手を置く。力強い手の力に、胸の奥が締しめ付けられる。

「何も、考えてない」

　好きな相手が、自分の事をなんとも想っていないなんて、それだけで悲劇だ。

「明日の事か？」

　槇はそう言いながら、優しい手つきで俺の体に掌てのひらを這はわせる。

　一度目とは違うやり方だった。こんな風に優しく扱あつかわれると、余計に苦しい。もっと乱暴に、物みたいに扱ってくれたらいいと、いっそそんな事を考える。

　抱かれるのは嫌じゃないと思っていたのに、槇に触れられて急に怖くなった。

　槇にとっては、普ふ通つうの事なのかも知れないが、大事なものでも扱うようなやり方に耐たえられずに「もう、これで最後にして欲しい」と口にする。

「二度もすれば、充じゆう分ぶんだろう？」

　喉のどの上に、槇の唇が落ちる。その唇はそのまま下がり、胸の上を掠かすめる。鼓動が、再び跳ね上がる。伝わってしまうのが怖くなる。噓を吐つけない体の反応を誤魔化すように、身を捩よじった。

「槇」

　返事がない事に焦じれて名前を呼ぶ。

「もう黙だまってろよ」

　思った以上に低い声で槇が囁ささやく。優しい指先は変わらないが、キスが乱暴になった。

「っ」

　肌の上をきつく吸われ、痕あとが残る。

　その感触を目を閉じて受け止めながら、馬ば鹿かみたいだとまた思った。そう思いながらもただ嬌きよう声せいを上げて、槇の指先に翻ほん弄ろうされる。抱だき合う形で抱かれた。一度目のように、意地悪な言葉は向けられなかった。その代わりに何度も肌を吸われ、痕をつけられる。

　全部終わった後で、槇は俺の顔を覗のぞき込むと困ったように眉まゆを寄せた。

「そんな顔するなよ」

　槇が掠れた声で言った。

　泣きそうな顔をしている自覚はあった。だからこそ、その言葉に槇を睨にらみ付ける。

「痛い事はしてないだろ？」

「……痛い」

　思わずそう口にしたのは、本当に胸が痛かったからだ。槇の手が髪かみに伸びる。それを振ふり払はらって、「触さわるな」と口にする。

「悪かった」

　槇は謝った。けれど顔には意地悪な笑みが浮かんでいる。

「こんなに痕をつけたら、しばらくは恋こい人びとと何もできなくなるよな」

　槇の視線が肌の上に向けられる。色の変わった皮ひ膚ふを見下ろして「お前は俺が嫌きらいなのか？」と掠れた声で訊きいた。

　子供のような質問だった。

「お前を他ほかの男に取られるのが嫌いやなだけだ」

　ぽつりと槇が言う。取られるのが嫌だなんて、子供じみた独どく占せん欲よくだ。

　それでも少し嬉うれしいと思った。でも、駄だ目めだ。槇は本気じゃない。俺はきっと、からかわれてるだけだ。だって、槇が俺を選ぶ筈はずがない。好かれるようなことをした覚えは一つもない。

　存外に、男の体が良かったからそう思うのだろうか。もしそうだとしたら、すぐに飽あきるだろう。槇以外と最後までしたことがないから、手練手管もなにもない。その言葉を真に受けても、何度かした後に捨てられるのがオチだ。

「あいつと別れて俺と付き合えよ」

　大事にするから、と馬鹿みたいな事を槇が口にする。

「無理だ」

　思わずそう呟つぶやいて、ベッドを降りた。引き止められる事はなかった。

「お前のことを、好きになれない。これきりにして欲しい」

　試ためすように言った。拒きよ絶ぜつしても、俺の事を求めてくれるなら、その時は少しだけ信じてもいいと思った。けれど、振り返った槇は俺に背中を向けたままだった。その背中に、もう俺の爪つめ痕あとはどこにもない。

　俺よりも広い背中を見ながら、わざとのろのろと服を着てマンションを出た。

　槇は追いかけて来ない。

「ほら、やっぱり」

　誰にともなく呟く。俺はどうやら賭かけに負けたらしい。

「本気じゃないじゃないか」

　そう口にして、しゃがみ込む。自分が履はいている靴くつを見て、小さく笑った。

　間ま違ちがって槇の靴を勝手に履いてきている。こんな状じよう況きようなのに、そんな事がおかしくて口元を歪ゆがめたら、その拍ひよう子しに涙なみだがこぼれた。










　椎名と顔を合わせたのは、ちょうど俺の家からも椎名の家からも近いフランス料理店だった。人気があるようでテーブルは全すべて埋うまっている。レストランの端はしに小さなバーカウンターがあったが、俺たちはテーブル席に腰こし掛かけた。

　お互たがい仕事帰りだったのでスーツ姿だ。人前でだらしない格好をするのは好きじゃないが、少しだけネクタイを緩ゆるめると、食前酒の白ワインに口を付けながら椎名が「疲つかれた顔をしてる」と言った。

「ああ、まあな」

　そう頷いて、自分の分のワインに手を伸ばしたが、車で来ているのを思い出して、その手はミネラルウォーターの注がれたグラスに向かう。

　よく冷えた水を飲み、その透すき通った味にほっと息を吐き出すと、椎名の視線が自分に向けられている事に気付く。

「なんだ？」

　思わずそう問いかけると、椎名はにやりと笑って「別に」と含ふくみのある様子で口にする。

「別にって顔じゃないだろ。言えよ」

　椎名とは親しくなかった。けれど同級生なんだから、敬語を使うのはおかしい。どこまで砕くだけた話し方をすればいいのか、友人が少なかったのでよく分からないが、後こう輩はいの千川やプライベートで槇に向けるような口調を選んだ。椎名は特に不快には感じていないようだ。

「綺き麗れいになったと思って」

「ふざけるな」

　先せん輩ぱいと再会した時に言われた台詞せりふを思い出して、眉まゆ根ねが寄る。

　そんな俺を見て、椎名は「純じゆん粋すいに褒ほめてるんだぜ？」と口にした。とてもそうは思えない。

　食事が運ばれて来ると、椎名はさっそくそれに手を付ける。豪ごう快かいな食事風景を見ながら、そこは槇と違ちがうと思った。槇は意外にも繊せん細さいな食べ方をする。フォークとナイフや箸はしの持ち方は上手だった。洗練されていると言うよりも、慣れている手つきだ。

　違う人間なんだから、違いがあって当然だが、なんとなく俺は槇と椎名を同一視してしまう。

　もっとも、恐おそらくどちらも日の当たる場所を歩んで来たという意味では、同じだ。

　そこまで考えて、昨日の事を不意に思い出す。苦い気持ちが込み上げてきて、もう一度水の入ったグラスを口にした。

　椎名はそんな俺を見て「大だい丈じよう夫ぶか？」と気き遣づかう。

「ああ、少し……疲れているだけだ」

「年末、年度末はどこも大変だよな」

　椎名は肩を竦すくめてそう言うと、俺を和なごませるために面おも白しろい出来事を話してくれた。新人の頃の失敗談や、仕事で仕入れたおかしな話などだ。立て続けにされる笑い話に、このところ無意識に張っていた気が緩む。思わず声を出して笑うと、椎名は一いつ瞬しゆん目を瞠みはった。

「まさかあの、沖津とこうして和やかに食事するなんて想像もしなかったな」

　メインディッシュが運ばれる頃ころになって、それまでしていた仕事の話が途と切ぎれたのをきっかけに、椎名はそう口にする。

「高校時代のお前は怖こわかったしな」

「怖い？」

「だっていつも俺達の事を冷めた目で見てただろ。俺は絶対に馬鹿にされてるって思ってたし。確かに、馬ば鹿かな事ばっかりやってたんだけどな。あの時は、沖津の目に俺達はさぞかし子供っぽく見えるんだろうなって、思ってた」

「そんな事ない」

「あるだろ。文化祭でスプリンクラー稼か働どうさせた時の沖津の呆あきれた顔が忘れられないよ」

「そうだな、あの時は確かに馬ば鹿かだと思ったよ」

　思い出したのか、椎名は声を立てて笑った。俺も釣つられて笑う。

　女子の希望で文化祭の出し物が「占うらないの館やかた」になり、雰ふん囲い気きを出そうとクラスメイトの誰だれかが花火の煙えん玉ぎよくを持ち込んだ。その結果がスプリンクラーだ。けれど水みず浸びたしになった教室で、椎名は楽しそうに腹を抱かかえて笑っていた。俺は、何がそんなに楽しいのか分からずに、濡ぬれた制服が張り付くのをただ不快に感じていた。

　だけど椎名はそれも含めて笑った。笑えば、火を点つけたクラスメイトは免めん罪ざいされる。

　椎名はそこまで考えていたかどうかは知らないが、結果的には高いタロットカードやトランプを台無しにしたその生徒が、級友達から責められる事はなかった。その代わり、クラスメイト全員が教師達に散々怒おこられた。けれど、それが正解だったんだろう。

　俺は学校が窮きゆう屈くつだと感じていたが、窮屈にしていたのは俺だったのかも知れない。

　その証しよう拠こに、今はこうやって思い出話で笑える。あの時も笑えば良かった。

「馬鹿になんかしてなかった。むしろ、憧あこがれてたよ」

　椎名は予想外の言葉を聞いたというように目を大きく開いた。

「椎名みたいになりたかった」

　情けない本音。あの頃ずっと憧れてた。憧れて、好きになって、ずっと見ていた。その気持ちがばれるのは怖かったが、そんな風に誤解されているとは思ってもみなかった。

「俺みたいに？」

「ああ」

「俺より、沖津の方が頭良かっただろ？」

「そういうのは関係ない。友達がたくさんいるのも、スポーツが出来るのも羨うらやましかった」

　一度認めたら楽になった。素す直なおに肯こう定ていすると、椎名は困ったように頭を搔かいてから、「そんな風に思われてるとは想像もしてなかった」と口にする。

　食事を続けながら、椎名は「なんか不思議だな」と言葉を続けた。

「お前も、普ふ通つうなんだな」

「当たり前だろ？」

「うん、でもなんか、意外だな。だって、騒さわぎには乗ってこないし、恋れん愛あい話もしたがらないし、ましてや下ネタは興味ないって顔してただろ？　もしかしてあれも興味あったりした？」

　騒ぎに乗れなかったのは性しよう分ぶんだ。恋愛話や下ネタを好きな相手から振ふられたら、大たい抵ていの人間は上手うまく受け流せないだろう。少なくとも、高校時代の俺にそれを期待するのは間違っている。

「恋愛話は得意じゃなかった」

「ああ、でも好きな相手はいた？　どんな奴やつ？」

　好こう奇き心しんを乗せて、椎名が聞いてくる。

「お前だ」

　反応が見たくて意地悪な気分でそう言うと、椎名はふっと笑ってから「俺もだよ」と言った。

　驚おどろいて言葉に詰つまると、椎名は途と端たんに笑い出す。

「沖津は騙だますより騙される方が向いてるな」

　その言葉に、先さき程ほどの言葉が噓うそだと分かりほっとした。

　俺が椎名を好きだったというのは真実なのに、端はなから信じていないという態度を複雑な気持ちで受け止めた。けれど信じたらその瞬しゆん間かんに、噓だと口にするつもりだった。

「それで、本当に好きだったのは？」

「昔の話だから、忘れたよ」

「じゃあ今は？」

　その質問で、真っ先に頭に浮うかんだのは槇の顔だった。

　俺の表情の変化に気付いたのか、椎名は「いるんだな？」と続ける。

「……ああ」

　椎名は聞き出すのが上手かった。俺も、性別さえ口にしなければいいと思い、椎名に槇の事を話した。誰かに言いたかったのかもしれない。自分の恋愛を人に相談するのは初めてだった。いつになく饒じよう舌ぜつな自分に驚きながらも、俺はあいつと体の関係を持った事まで話した。

「男女でツインなんて取るのか？」

　訝いぶかしんだ椎名に「いや、もともとは男同士で出張の予定だったんだが、急きゆう遽きよ変へん更こうになって」と慌あわてて誤ご魔ま化かす。椎名は半ば納なつ得とくできないような顔をしながら、俺に話の先を促うながした。

　聞かれるがままに答えたが、相手が女性だと思っている椎名からすれば、何故なぜ俺が戸と惑まどっているのか理解できないようだった。

「何が問題なんだ？　相手がお前の事を好きだって言ってて、お前も相手の事が好きなら何も問題はないだろ？」

「別に、好きだと言われたわけじゃない。きっと向こうは俺で遊んでるだけだ」

「沖津で遊ぶ女なんて、なかなかいないと思うけどな」

　椎名は苦く笑しようするが、実際にそうなんだから仕方ない。

　店を出るときに椎名は「沖津はなんでも難しく考えすぎなんだよ」と酔よった顔で口にする。

　どうやら椎名もあまり酒には強くないようだ。

「もうさ、遊びなら遊ばれてやればいいんじゃない？　それで好きな相手と抱だき合えるなら……もう遊びでもいいだろ？」

　帰り際ぎわに、椎名は楽天的にそう言ってから自分が呼んだタクシーに乗った。軽けい薄はくな言葉だと思ったが、案外普通は恋愛なんてそんな物なのかもしれない。

「相談ならいつでも乗るから、切せつ羽ぱ詰つまったら電話しろよ。あとさ、お前もっとその相手に笑いかけてみれば？　お前の笑え顔がおって、かなり良いと思う」

　椎名はそう言ってタクシーのドアを閉しめた。

　久ひさし振ぶりに、ほんの少しだけ気持ちが軽くなった気がした。だけど椎名のアドバイスには従えないだろうと、苦笑する。

　槇が戯たわむれに肌はだの上に残した痕あとを見るだけで、締め付けられるように胸が痛む。

　自分の気持ちを賭かけにして遊べるほど、俺は強くない。そんな臆おく病びような自分がもどかしかった。










　月曜日に会社に顔を出すと、待っていたのは嬉うれしい知らせだった。

　部長から先日東京で新規に営業をかけた会社から、今度は社長を交えて再度具体的な説明が欲しいと連れん絡らくを受けた。早さつ速そく簡単な見積もりを作って明日にでも先方に出向く事になった。ただ明後日あさつての朝から重要な会議があるので、明日は日帰りする羽目になる。

「じゃあ、槇君と二人分予約しておくから」

　部長は当たり前のようにそう言った。

　最近は千川でなく、槇を連れ歩く事が多い。社歴から言えば、千川を優先すべきなのに部長は槇を重要な仕事に参加させる。これではないがしろにされている千川が可哀かわい想そうだ。

　しかし今回の件は、前回同行したのが槇なのだから部長の判断に逆らうだけの理由がない。仕方ないと割り切り、千川には他ほかの新規客のフォローを割り振ってから、槇だけでなく他の営業の人間を集めてミーティングをする。

「明日は泊とまりじゃないんですか」

　含ふくみのある口調で槇が言うと、営業部の女子社員が「東京から日帰りだと疲つかれますよね」と同情するように言った。

「それなら、お前だけ泊まって帰ればいい」

　そっちの方が帰りは気が楽だと思いながらそう言うと、女子社員が言葉を無くす。

　俺達の間にあった事を知らない社員から見れば、俺は優ゆう秀しゆうな後こう輩はいを虐いじめる性格の悪い上司に見えるだろう。

「冗じよう談だんだ。どうせなら俺も泊まりたい」

　誤魔化すように口にすると、女子社員はほっとしたように表情を緩ゆるめる。グループ内の雰ふん囲い気きを悪くするのは本意じゃない。だから出来るだけ、槇とは普ふ段だん通り接するように心こころ掛がけた。

　だけど不意に指が触ふれた際に、大おお袈げ裟さに手を引っ込めて書類を何枚か床ゆかに落とす。

「悪い」

　そう言って拾い集めるとき、槇は黙だまってそれを手伝ってくれる。お互たがいスーツを着てオフィスにいると、本当に何もなかったんじゃないかと思えた。槇も俺も、口に出さなければすぐに忘れられそうな気がしたが、時折瞼まぶたに残る槇の残像が「そう簡単にはいかない」と警告しているようだった。

「なんか最近主任疲れてますよね」

　ミーティング後は明日使う資料を作り、少し残業をしていると遅おそくまで残っていた女子社員がそう口にする。

「よかったらこれ、食べてください」

　そう言って差し出されたのは、銀紙に個別包装されたチョコレートだった。

「ビターだから、主任でも大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」

「甘い物が駄だ目めだって、どうして知ってるんだ？」

　不思議に思いながら、デスクの上の丸い銀紙を見つめる。

「槇さんからいろいろ聞いたんです。主任って、すごくクールなのかなって思ってたんですけど、槇さんと一いつ緒しよの時はそうでもないんですね」

「槇は……どんなことを話してた？」

　自分のいないところで何を話されていたのか気になった。眉まゆを寄せると、女子社員は視線を斜ななめ下に落として記き憶おくを探さぐるような素そ振ぶりを見せる。

「えっと、甘い物を食べると眉み間けんに皺しわができるとか。あと、意外と不器用だとか。それから、プライベートで酔うと話がよく飛んで、子供みたいな話し方になるとか」

　上司として、そんな話を吹ふい聴ちようされることを苦々しく思ったが、女子社員はにこりと笑って「実は私、主任のことちょっと怖こわかったんですけど、それを聞いてからなんか意外と普通なんだなって思えて」と続けた。

「普通？」

　怖がられているとは思わなかった。今まであまり部下を人前で叱しかった事はないし、きつく当たったこともない。しかし確かに、仕事以外の話題を振られたことはあまりなかった。

「あ、良い意味ですよ！　主任って、見た目も仕事も完かん璧ぺきでスマートだから、なんだか気き後おくれしちゃって。でも、槇さんからそういう話を聞いて、ちょっと安心したっていうか。上手うまく言えないんですけど……」

「別に、俺は完璧でもスマートでもない」

　スマートなのは槇の方だろうと思ってそう返すと、女子社員は苦笑した。

「でも、私達にはそう見えるんですよ。だからここのところ疲れた顔をしてるのが、なんだか気になっちゃって。えっと、私みたいな何にもできない人間が言うのもなんですけど、あんまり無理しないでくださいね」

　女子社員の労ねぎらいに礼を口にする。彼女がオフィスを出ていくと、フロアには俺以外誰だれもいなくなる。勿もつ体たいないので、人のいない部分の蛍けい光こう灯とうを消した。

　静まりかえったオフィスで、貰もらったチョコレートを口にする。

　ビターだというとおり、確かに苦い。コーヒーに合いそうだと思いながら、それを味わい、モニターを見つめすぎて疲れた目を槇のデスクに向ける。

　相変わらず乱雑にファイルや書類が積まれていた。ホワイトボードには槇の名前の横に直帰と書かれている。本来だったら明日営業に回る予定だった会社を、前まえ倒だおしして今日中に回っているのだ。もうそろそろ終わると思うが、直帰と書かれている以上会社には寄らないだろう。

　だけどなんとなく、それを待つようにオフィスに残っていた。

　あと数分で十時になる。それまで待って、戻もどってきたら自分の気持ちを伝えてみようかと、子供みたいなことを考えた。放課後、家に帰るまでの通学路でよくやった。小石を蹴けり続けられたら、信号に摑つかまらなかったら、白線から出なかったら、家に帰って両親がいたら、願ねがいが叶かなう。テストで良い点数がとれる。友達ができる。良い事が起こる。

　本気で信じていたわけじゃない。そんなのは気休めだ。だけど一人きりの下校は寂さびしくて、よくそんな風に考えながら歩いていた。

「馬ば鹿かげてる」

　手の中の銀紙を捨てながら呟つぶやく。

　槇は俺に本気じゃなかった。だから、今いま更さら気持ちを告げたところで何も変わらない。あの時槇を試ためすように拒きよ絶ぜつしなければ、何か変わっただろうかなんて考えたところで、一度間ま違ちがえた道は引き返せない。

　溜ため息を吐ついて立ちあがる。時計は十時になった。槇は帰らなかった。それでよかった。

　オフィスの電気を消して、ドアにロックをかける。エレベーターに乗り込む。

　しかし一階に着く前にドアが開いた。途と中ちゆうの階で乗って来たのは社長令れい嬢じようだった。

「お疲れさまでございます」

　丁てい寧ねいに頭を下げた彼女に「お疲れさま」と返す。彼女には少しも罪はないが、今はあまり会いたい相手ではない。

「こんな時間まで残業なんて、珍めずらしいな」

　総務は年末や年度末以外では残業することがあまり無い。しかもこんな時間まで残っているなんて妙みようだった。

「はい。主任はいつも遅くまで残っていらっしゃいますね。そのせいでしょうか、このところとてもお疲れのように見受けられます」

「ああ、大きな契けい約やくが取れたから」

　そう言って誤ご魔ま化かす。昔から疲ひ労ろうや努力を他人に見せびらかすような人間は嫌きらいだった。だから出来るだけ表に出さないようにしていたのに、部署の違ちがう人間にまで指し摘てきされるなんて情けない。

　一階に着くと彼女を先に下ろす。

「あまりご無理をなさらないよう、どうぞくれぐれもご自愛ください」

　彼女はそう言うと、会社の正面入り口に向かう。

「ありがとう」

　後ろ姿に声を掛けると、社長令嬢はわざわざ振り返って一礼した。

　良い子だと思った。そんな子相手に、嫉しつ妬としている自分が嫌いやで堪たまらない。

　結局俺は自分から何もしなかったじゃないか、と自じ嘲ちようする。本当は、手に入れられないことを嘆なげく権利すらない。

　駐車場から取ってきた車に乗り、会社の前を通りかかった時、槇の車に乗り込む社長令嬢を見み掛かけた。

　偶ぐう然ぜん目にしてしまった光景に、胸が痛くなる。好きにならなければ良かった。何度も繰くり返した後こう悔かいを再びしながら、俺はハンドルを握にぎり直す。

「お前を、他ほかの奴やつにとられるのが嫌だ」

　ぽつりと口にした。槇がそう言った。だけど強く思っているのは俺の方だ。

　誰にも、特に本人には聞かせるつもりのない言葉は、そのまま一人きりの車の中でやけに大きく聞こえた。

　だけど、手に入れる方法なんて知らないし、できるとも思わない。

　一人きりで家に帰って、部屋の隅すみに置いてあるカメラを手にした。メモリーに残したのは槇のデータだけだ。それ以外は会社のサーバーに入れた後で、全すべて消してしまった。残している写真を全て見てから、それらを一つ一つ削さく除じよする。

　空っぽになったメモリーを埋うめるように、久しぶりにそれを持って窓を開けた。

　レンズを空に向ける。だけど、俺が撮とりたいのは空じゃないとシャッターを切る前から分かっていた。










　翌日の仕事は、滞とどこおりなく進んだ。

　帰りの新幹線の中では、特に会話はない。俺は寝ねたふりをしながら、隣となりに座る男の気配をずっと感じていた。

　新幹線が駅について、槇に声をかけられる。起きていたが寝たふりをした。その指が遠えん慮りよがちに肩かたを揺ゆさぶるのを待ってから、薄うすく目を開く。

「主任、着きましたよ」

　指先はすぐに離はなれていった。まるで何もなかったかのように、部下として振ふる舞まう槇に気分が悪くなる。俯うつむくと「気分が悪いんですか？」と心配げに尋たずねられた。

「別に、何ともない」

　拒絶したくせに、何かを期待している自分を狡ずるいと思いながら、槇より先に新幹線を降りる。ホームにはほとんど人がいなかった。在来線に乗り換かえるために、駅の構内を歩いて人気のないホームに向かう。

　電車はもうしばらく来ない。だからこの線を利用するほとんどの乗客は到とう着ちやく時間が近づくまでは駅の構内で電車を待つ。吹ふきさらしのホームで電車を待つよりはずっといい。

　十二月ともなれば、夜は寒い。灰色のコートのボタンを留める。

　オレンジ色の硬かたいプラスチックで出来たベンチに腰こし掛かけると、槇が缶かんコーヒーを手に近づいてきた。

「お前は、上で待ってればいい」

　一人になりたくてホームまで降りてきたのに、槇がついてきたら意味がない。

「どうぞ」

　槇は俺の言葉には答えずに、手に持った缶コーヒーを差し出す。それを受け取るべきか迷っていると、手を摑まれて強ごう引いんに握らされる。槇の手も俺の手と同じく冷たかった。

　戸と惑まどう俺をよそに、槇は何も言わずに隣に座った。

　その姿を見て、改めて似合わないと思う。槇には寂れたホームのベンチではなくて、もっと別の場所が似合う。こんな田舎いなか町にわざわざ槇が来たのは何故なぜだろうと思った。もしかして社長令嬢と槇が付き合い始めたのは、ここに来る前かも知れない。そんな新しい仮説が浮うかんだが、それが真実でもそうじゃなくても、もう俺には関係ない話だった。

「何かあったんですか？」

　不意に槇が言った。俺は手の中の温かい缶コーヒーを握りしめる。

「恋こい人びととうまくいってないんですか？」

　自嘲気味に笑った。

「うまくいってる」

　最近、槇の前では噓うそばかりついている。

「じゃあ、お前がそんな風になってるのは俺のせいか？」

「……」

　黙だまり込んだ。視線を落とした缶コーヒーは無糖だった。俺の好みを、槇はよく把は握あくしてる。その事が嬉うれしくて、苦しくなった。

　槇の手が、ゆるく手首を摑んだ。びくりと震ふるえる。

「もう二度と、お前にそういう気持ちを向けない。お前にそういう意味で触ふれない。だから、安心していい」

　槇の言葉は死し刑けい宣告のようだった。手首を摑んだ槇の指が離れていく。引き留めたいのに、それができなかった。

「そうか」

　掠かすれた声が自分でも耳みみ障ざわりだと思いながら、電車が来るまで俯いた。

　俺は何か言わなきゃいけない言葉があったのに、何も言えずにただ手の中の缶コーヒーが温ぬくもりを失っていくのを感じる。

「主任、電車が来ましたよ」

　時間はとっくに終業時間を過ぎているのに、槇の口調は敬語に戻る。

　その事に傷ついてる自分を勝手だと思いながらも、これで元通りだと納なつ得とくしようとした。

　その日からずっと、槇の敬語は変わらなかった。誘さそわれる事もなくなった。

　仕事にはなんの支障もなかったけれど、時折ひどく胸が痛んだ。だんだんそれは酷ひどくなっているような気がしたが、表面上は何も変わらなかった。周囲に心配をかけないように、以前のように振る舞った。グループの女子社員にも「主任が元気になって良かった」と声をかけられた。上手うまく騙だませていることに安あん堵どした。きっと、槇にも気付かれていないはずだ。

　だから大だい丈じよう夫ぶ。

　そんな風に自分を誤魔化していた。

「主任って、写真上手いですよね」

　千川がそんな話題をふったのは十二月も半ばに差し掛かかった頃ころだった。

　ミーティングの休きゆう憩けい時間に、ペンを指先でくるくると回しながら、思い出したように言った。

　それまで仕事の事を考えていたので反応が遅おくれると、向かいにいた課長が「そういや、コンペの写真、かなり良かったよ」と口にする。

　課長はコンペには参加しなかった。娘むすめの運動会と被かぶったから、というのが言い訳だがもともと運動嫌ぎらいだから、被らなくても何らかの理由を付けて参加はしなかっただろう。

「そうでもありませんよ」

　否定してから、再び資料に目を落とす。

「でも、勿もつ体たいないですね」

　槇の横に座る女子社員が、頰ほお杖づえをついてプラスチックの容器に入ったコーヒーに口をつけながら、視線を俺に向ける。

「主任の写真を撮る人がいないのって。常務の写真より、絶対みんな主任の写真の方が欲しいのに」

　彼女の言葉に課長は笑いながら「それ、常務の前で言うなよ」と言った。

　俺は自分の分のコーヒーに口をつけながら「写真が趣しゆ味みなんです。だから多少は人より上手いかも知れませんが、でも素人アマチユアレベルですよ」と口にする。

　そう言えば割と早い段階からカメラを手にしていたのに、カメラマンになろうと考えたことは一度もなかった。子供の頃から、自分の限界を知っていたのかもしれない。

　欲よく張ばらない子供だったから、その限界を広げる努力もしなかった。詰つまらないと周囲から言われる所以ゆえんはそこにあるのかも知れない。

「普ふ段だんは何を撮ってるんですか？」

　千川の質問に「空」と端たん的てきに答えた。

「主任て、趣味も格好良いんですね」

　その言葉に課長が「いやいや、本当は女子高生のスカートの中かもしれないぞ」と口にする。

「やめてくださいよ、課長じゃあるまいし」

　俺の代わりに、女子社員が間かん髪はつ容いれずに否定してくれた。

「そうですね、そんな勇気はありません」

「主任、そういうのは勇気って言いませんよ」

　珍めずらしく千川に諭さとされる。ふっと口元を緩ゆるめると、千川が何故か慌あわてたように顔を赤くした。

「今度見せてくださいよ」

　不意にそれまで黙っていた槇が口を開く。

　俺は、コーヒーをテーブルの上に戻もどし、資料から目を上げないまま「そうだな」と返事をした。けれど槇の事を考えながら撮とった写真を、槇に見せるつもりはない。

　たぶん、槇も本気で望んだわけじゃないだろう。ただの社交辞令だ。会話の流れで、適当に口にしただけに違ちがいない。

　休憩が終わるまで、俺は視線を上げなかった。

　カメラのメモリーには空ばかりが増える。自分の気持ちを切り取って、そこに溜ためていくような気分でシャッターを切るのが日課になった。夜にばかり撮るから、きっと現像したら真っ暗な写真が何枚も出来上がるんだろう。だからきっと、現像せずにいつかメモリーを消してしまう。分かっているのに、不毛な行こう為いを続けている。

　千川は社長令れい嬢じようの事を忘れたのか、槇とも平気で話すようになっていた。以前のように、槇によく懐なついている。

　本当に忘れたのか、忘れたふりをしているのかは分からないが、前者なら羨うらやましいと思った。

　ミーティングが再開し、企き画かくの説明を始める槇を見ながら、今日も写真を撮るだろうとぼんやりと思った。










　椎名と再び会ったのは、以前と同じ場所だった。

「あれ、またこっちに営業か？」

　椎名は一人だった。俺も一人だ。槇と一いつ緒しよに取引先とミーティングに来たのだが、昼は別々に食べる事にしている。言い出したのは俺だが、槇は当然反対しなかった。あっさりとそれに了りよう承しようして、休憩時間が始まると同時にいなくなった。

　どうやら椎名も昼を食べるために出てきたらしいので、そのまま一緒に食事をする事にした。

「うまい洋食屋があるんだよ」

　そう言って椎名が俺を連れていったのは、ビルの隙すき間まに埋うもれるようにしてある蔦つたの生えた洋食屋だった。

　店は混こんでいた。店員は椎名を見ると「奥でいい？」と聞く。椎名が頷うなずくと、そのまま奥に連れて行かれる。厨ちゆう房ぼうを通り、案内されたのは裏庭だった。

　鉄製の椅い子すとテーブルが一揃そろえある。普段客を通す場所として使用していないことは、雑草が生え放題の荒あれた庭から簡単に想像できた。

「椎名さんはいつもの。お連れさんは？」

　メニューも渡わたされずに尋たずねられて戸と惑まどっていると、椎名は「スキキライがないなら俺と同じやつにしておけば？」と言った。

　言うとおりにすると、忙いそがしいのか店員はすぐにいなくなる。

　まさか屋外で食事をするとは思わなかった。十二月下げ旬じゆんとはいえ、今日の日差しは暖かいので屋外でもなんとか我が慢まん出来そうだが、コートを脱ぬぐ気にはならなかった。

「ここ、俺の知り合いの店なんだよ」

　椎名はそう言うと、俺の顔を見てから「それでこの間の相手とはどうなった？」と口にする。

「……駄だ目めになった」

「お前を振ふるなんて見る目ないな、そいつ」

　まるで長年の友達のようにそう言われて、思わず吐と露ろしてしまいそうになった。

　戸惑っていると、椎名が「俺もうまくいってないんだよ」と切り出す。

「椎名が？」

「遊ばれてみれば、なんて言ったけどさ、そういうつき合い方って、結構きついよな」

　椎名がそう言うと、ちょうど裏口があいて食事が運ばれてくる。

　大きなプレートにはオムライスと、ハンバーグ、それからスパゲティが盛りつけられていた。温かなスープと、湯気の立つコーヒーもついてくる。おまけに陶とう器きの皿に入れられたプディングも一緒に運ばれてくる。

「お子さまランチか？」

　店員がいなくなった後にそう尋ねると、椎名は「大人用お子さまランチ」と答えて、急に笑え顔がおになった。先さき程ほどまで暗いトーンで話していたのが噓うそみたいに、キラキラした目でチーズのかかったハンバーグにフォークを突つき刺さす。

　それを見ていたら、気が緩んだ。だからなのかもしれない。

　食事をしながら、ぽつりぽつりと俺は槇とあった事について話した。途と中ちゆうで、どうでもよくなって槇の性別を口にすると、その時だけ椎名は手を止めて「そんな気がした」と口にする。

「俺がゲイだと知ってたのか？」

　俺の疑問に、椎名は「そうじゃないけど、同類はなんとなく分かるものだろ。それに、男女でツインに泊とまるのはないと思ったんだよ」と屈くつ託たく無く打ち明ける。

　それを聞いて今度は俺が手を止める番だった。驚おどろく俺を見て、椎名はプディングを味わいながら「沖津は気付かなかったのか？」と笑う。

　気付かなかった。同類は何となく分かる、というのは俺の持論でもあるが、このところ連続して外している。そろそろ自分に観察眼が備わっていないことを認めるべきなのかもしれない。

「じゃあ、俺の告白も冗じよう談だんじゃないと気付いていたのか？」

「え？　あれ本気だったのか？」

　今度は椎名が驚いたように口にする。

「……それは分からなかったのか？」

「分かるわけないだろ。高校時代のお前を見て、自分に好意を持ってると思えるなんて、相当ポジティブな人間でも無理だろ」

　その台詞せりふに改めて自分が最低な人間だったと気付く。

「もしかして、前に一緒にいた奴？」

　そう聞かれて、以前椎名と再会した時に槇が傍そばにいた事を思い出す。

　ぎこちなく頷く。何故なぜ分かったのかと聞くと、椎名は意外な言葉を口にした。

「俺に敵意向けてたもんな。あいつ」

「敵意？」

　聞き慣れないそれに首を傾かしげると、椎名は笑いながら「両思いだと思うけど」と言った。

　その言葉が本当ならいいと、少しだけ本気で願ったが、違うことは自分がよく知っている。

「沖津は、なんで折せつ角かく向こうが告白してくれた時に拒きよ絶ぜつしたんだよ」

「槇には、女性の恋こい人びとがいる」

「でもそれ、本人にちゃんと確かめたのか？」

「確かめなくても、分かる。あいつは、普ふ通つうだから。俺と付き合うことが間ま違ちがってる」

　そう答えると、椎名の携けい帯たいが鳴り出す。どうやら仕事の急用らしく、電話が終わると同時に立ち上がった。

「この後の予定は？　仕事何時に終わるんだ？」

「七時までには終わる。その後は直帰だ」

「じゃあ、七時に駅前のコンビニで落ち合って飲みに行こうぜ。その時に話の続きとここの会計するから、悪いけど立て替かえといてくれ」

　立ったまま残りの料理を口の中にかきこむと嵐あらしのようにいなくなった椎名を見送って、溜め息を吐つく。

「両思いなわけがないだろ」

　思わずそう呟つぶやきながら、何気なく襟えりの上から自分の首に触ふれる。シャツの下に付けられていた赤々とした痕あとは、とっくに薄うすれている。その事実が、どうしようもなく悲しいと思う俺は、なんなんだろう。

　腕うで時ど計けいに目を落とす。休きゆう憩けい時間はもうすぐ終わる。だけど立ちあがるのはひどく億おつ劫くうだった。

　槇の前では常に演じている。興味のないふり、忘れたふり。

　だけど本当は何一つ忘れていないなんて、どうせあいつは気づきもしないんだろう。










　仕事が終わり、槇と一緒に駅を目指す。

　コンビニの前を通りかかると、既すでに椎名は外に立っていた。

　暖かそうなキャメルのコートを着た椎名を、通り過ぎる女子高生がちらちらと眺ながめている。相変わらず見み栄ばえが良いからいやでも人目を惹ひくが、本人は慣れているのか少しも動じていないようだ。

「じゃあ、お疲つかれさま」

　槇には既すでに用事があると告げている。このまま駅に向かう槇から離はなれて、俺に向かって手を挙げた椎名に近づこうとすると、いきなりぐいっと腕を引かれた。

　後ろ向きに槇にぶつかる。

「何……」

　言いかけたときに槇が「奪うばっていいんだろ？」と言った。

「え？」

　そのまま槇に腕を引かれて、今まで歩いてきた道を再び辿たどる羽目になる。急な行動に抵てい抗こうするのも忘れて、引きずられる。革かわ靴ぐつがアスファルトに擦すれた。

「お、おいっ、槇！」

　力強い腕は離れなかった。体勢も整わないまま、不格好に引きずられていく。周囲の人間が振り返るのが分かった。

　椎名のことを思い出して振り向くと、笑っているのが見えた。その唇くちびるが何かを告げるように動いたが、俺はその全すべてを見る前にビルの谷間に連れて行かれる。

「槇！」

　呼びかけても答えない。歩く速度も落ちなかった。早足の男になんとかついて歩きながら、先程槇が言った言葉に期待しそうになる自分を、何とか抑おさえていた。期待すれば、裏切られたときに衝しよう撃げきが大きい。だから考えたくないのに、つい考えてしまう。

「何、考えてるんだよ！」

　思わず声を荒あららげる。

「無理だって言われても諦あきらめきれないから奪うことにした」

　槇の足は止まらない。人気のないオフィス街を通って、ようやく足を止めたのはどこかの見知らぬ会社の前だった。

　意地になって、摑つかまれたままの腕を無理に放そうとしたが、そのうち指に力が入らなくなる。久ひさし振ぶりに触れられていると思ったら、それだけで俺は駄目になりそうだった。

「なんで、そんな事言うんだよ」

　俺の腕を摑む槇の手を見下ろす。男らしい手だった。関節が、ごつごつしている。だけどその手が繊せん細さいに動くのを見た事がある。どんな風に相手を喜ばせるのか、俺はよく知っていた。でも、同時にその手が俺のものではない事も分かっている。

「好きだから」

　あっさりとそう言った槇の顔を見ながら「もう、二度と触れないって言っただろ」と詰なじる。

「俺のこと、切り捨てたじゃないか」

　自分が先に槇を拒絶したくせに、その事を棚たなに上げて責めた。

　心が揺ゆれる。信じられないぐらい心臓が音を立てる。怖こわいぐらい期待していた。

「二度と触れないつもりだった。でも、お前がずっと寂さびしそうな顔をしてるから、放っておけなくなった」

　同どう僚りようは上手うまく騙だませていた。けれど槇は騙されなかったのか。

「俺のものになればいい。そしたら、そんな顔はさせない」

　槇は、簡単に壁かべを乗り越こえる。俺がどんなに背せ伸のびしても届かないそれをあっさり飛び越えて、俺に手を差し延べる。それが羨うらやましくて、悔くやしくて嬉うれしい。

「檜山阿美と、付き合ってるんだろ。なのになんで、そんな事言うんだ」

　責める声こわ音ねが震ふるえる。

　そんな俺に向かって、槇は「……仮にそうだとしても、お前が俺のものになるなら誰だれもいらない」と言った。

「……」

「だから俺を好きだって言えよ」

　ありえないと思った。そもそも、槇に好きになられる要素が自分では一つも思いつかない。

　それに槇が社長令れい嬢じようを蹴けって俺に靡なびくとも思えなかった。信用できる要素は一つもないのに、言葉を要求される。

　だけど、今告げなければ永久に口に出来ない。

　差し延べられた手を、今度こそ握にぎり返さなければと思いながら、勇気を振ふり絞しぼる。

　傷つけられるのが怖かった。だから拒絶した。けれど結局、散々後こう悔かいした。

　二度目は間違わない。

「好き、だ」

　声は予想した通り、情けなく震えた。みっともないと思いながら、唇を嚙かむ。

　顔がじわりと熱くなる。同時に心の奥が恐きよう怖ふに震える。誰かに自分の気持ちを告げるのは、思った以上に恐おそろしい。

「もっと言え。そしたら何もかもお前の思い通りにしてやる。だから、もっと聞かせろ」

　余よ裕ゆうがあると思っていた槇が、切ない声音でそう言った。

　それでもまだ信じられずに、だけど今いま更さら自分の言葉を取り消す事も出来ずに、その胸に顔を埋うずめた。先さき程ほど腕を引かれた時と同様に、強い力で抱だきしめられる。

　そのとき槇のシャツからはもうずっと煙草たばこの臭においがしない事に、ようやく気付いた。










　部屋に入った途と端たんにいやらしいキスをされて、シャツの中に手を入れられた。

「待てって、まだ」

　ネクタイが引き抜ぬかれる。シャツのボタンも外されていく。

　性急な仕草に戸と惑まどっていると「充じゆう分ぶん待っただろ」と睨にらむような顔で言われた。

　欲よく情じようを示すように、硬かたくなった股こ間かんが押しつけられて、ぶわっと顔に血が上る。

「煽あおって焦じらしてんのか？」

　咎とがめるように言われて耳に嚙みつかれた。

「ち、が」

　薄うす暗ぐらいホテルの部屋は、ビジネス向けのツインルームだった。部屋の電気も点つけないうちに、追い詰つめられていつの間にかベルトも奪われていた。

　焦れていたのは槇だけじゃない。俺だってここに来るまでのタクシーやエレベーターの中でも際きわどい部分に触れられたせいで、いっそ泣きそうなほどに熱をもてあましている。専務の家に向かう車の中での事といい、頭に血が上ると周りが見えなくなるタイプなんだろうか。

　普ふ段だん、冷静なだけにその落差に戸惑う。そもそも煽るだけ煽られたのは俺の方で、まだ一度も達してないのに中ちゆう途と半はん端ぱに触れられた陰いん茎けいは、キスだけで簡単に濡ぬれている。

「それなら、抵抗するなよ」

　言葉は傲ごう慢まんだったが、触ふれてくる唇は優やさしかった。だからつい、流されそうになる。

「ん、ぁ」

　シャツが脱ぬがされ、ファスナーが下げられる音に、鼓こ膜まくが震えた。

「体、洗ってない」

　喉のどの辺りを嘗なめられて、言葉で抵抗すると、槇は「後でな」とにべもなく却きやつ下かして、アンダーウェアを俺から剝はぎ取る。

「で、も」

「後で、中まで綺き麗れいに洗ってやるから」

　槇はそう言うと、ベッドの上に俺を押し倒たおす。もう止める気はないらしい。

「思い通りにならないじゃないか」

　思わず恨うらみがましくそう言う。槇の指が剝むき出しの肌はだに這はうのを感じていると、不意に瞼まぶたの裏を社長令嬢の顔が掠かすめた。

「こんなの……お前の恋こい人びとに悪い」

　熱い吐と息いきを吐はき出しながらそう口にすると、槇は「恋人じゃない」と言った。

「じゃあ、なんだよ」

　婚こん約やく者といわれるかもしれない。それを覚かく悟ごしながら訊たずねる。

　槇は俺の肌の上に唇を落としながら「妹」と答えた。

「……そんな子供騙しの言い訳が通用すると思ってるのか？」

　熱に煽られながらも悲しい気分で口にする。俺を騙す気だった槇を睨み付けると、少し困ったように目の前の男の顔が歪ゆがむ。

「本気であいつと付き合ってると思ってたのか？」

「違ちがうのか？」

「……どんなに飢うえてたとしても、妹と付き合う趣しゆ味みはない。しかもあんな色気のない女は妹でなくても論外だ」

「でも……」

「不ふ愉ゆ快かいだな。そんな理由で一度ふられたのか？」

　苛いら立だった顔で、槇が眉まゆを寄せた。

「だって、俺なんかを本気で選ぶと、思わないじゃないか」

　卑ひ屈くつな自分の考えを口にするのは嫌いやだったが、事実槇が俺を選ぶ理由が分からない。

「簡単にやれるからいいのかとか、男だから妊にん娠しんしないのが便利なのかとか、それぐらいしかメリットが思いつかない」

　先程告白されてから考えていた事だった。

　女性に好かれる槇が、わざわざ同性に手を出す理由に上手い説明が付けられない。

「……そんなに信用できないか？」

　少し傷ついた顔を見て「違う」と言った。

「俺が、信用できないんだ。槇が俺を好きになる要素を見いだせない」

　溜ため息を吐かれる。呆あきれられたのかと怖くなった。そんな俺の頭を、槇の大きな手が撫なでる。髪かみごとぐしゃぐしゃにされる。大おお雑ざつ把ぱな撫でられ方に、犬にでもなった気分だった。

「生意気で、融ゆう通ずうの利きかない奴やつだと最初は思ってたよ。でも努力しているのも知ってた。若いのに肩かた書がき背負ったせいで、無む駄だに気を張ってる姿は、まるで昔の自分を見てるみたいだった。ときどき眉み間けんに皺しわを寄せてるのを見て、なんかからかいたくなったんだよ」

「……」

「突つついてみたら、すぐに反応してくるから、クールなのは見せかけだけなんだって気付いた。怒おこった顔は簡単に見せるのに、笑った顔はなかなか見せなかったよな。初めて見たときに、可愛かわいいと思った」

　いつ、自分が槇に向かって笑ったのかなんて、既すでに覚えていない。槇の言葉に記き憶おくを探さぐるが、簡単には出てきそうもなかった。

「お前はしっかりしてるように見えてふらふらしてる。小さい化け粧しよう品ひん会社の専務程度に体を要求されて、あっさり差し出そうとしてるのを見て腹が立った。あの時は、自覚なんてしてなかったんだけどな」

　槇はそう言うと、俺の頰ほおをするりと撫でた。

「どこが好きだなんて、簡単に説明できない。だけどお前の悲しそうな顔は見たくないし、俺以外の奴が触れるのは我が慢まんできない」

　ゆっくりと近づいてきた唇くちびるが重なる。微かすかに合わせるだけのキスの後で、槇が大きく溜め息を吐く。

「話は後で充分してやるから、もういい加減触さわらせろ」

「あ」

　強ごう引いんに開かれた脚の間に、体が入りこんでくる。そのまま、胸と胸を合わせるように抱き寄せられて、槇がまだ服を着ていることに気付く。

「せめて、お前も脱げよ」

　ネクタイに指をかける。シャツのボタンを外しながら、存外に他人の服を脱がせるのは楽しいものだと知った。日に焼けた肌が現れていくのを見ていると、体の奥に熱が宿る。

　けれどベルトまでは脱がせられなかった。指を止めて戸惑っていると「お前は変なところで慣れてないよな」と槇は自分で脱いだ。

　アンダーウェアの下のそれを直視出来ずに、視線を逸そらす。それが自分の中に入りこむところを半ば無意識に想像して槇の顔まで見られなくなる。他人の物は見慣れない。何度か触れたり、触れられた経験はあるがそれでも片手で足りる程度だ。一度きりで終わるから、俺の経験回数はとても豊富とは言えない。

「……ちゃんと抱だかれるのは、お前が初めてなんだ」

　恥はずかしい告白だと思いながら告げる。好きだと言った時と同じぐらい、言いにくかった。

「あの男には抱かれたんだろ？」

　槇はしばらく考えるように黙だまってから、そう訊ねてくる。

「椎名とは付き合ってない。あいつは、ただの友達だ」

「じゃあ、お前のことを殴なぐった元恋人は？」

　何故なぜそんなことに拘こだわるんだと、恥ずかしいのを堪こらえて槇の顔を見ると、やけに真しん剣けんな表情をしていた。中ちゆう途と半はん端ぱに誤ご魔ま化かしても、許してくれそうにない。

「途と中ちゆうまでしか、してない。痛くて、だめだった」

「俺が初めてだったのか？」

「だから、そう言ってるだろ」

　いい歳としをしてみっともなかった。確かめるように聞く槇に、言わなきゃ良かったと後こう悔かいしながら頷うなずくと、その途端に足を引っ張られた。

「っぁ、何……っ」

　狭せまいベッドの上で縺もつれるように組み敷しかれる。

「初めてなら、もっと優しく抱いてやればよかったな。だから、やり直しな」

　そう言って、槇が陰茎に唇を寄せるのが見えた。

「っ、や、だ」

　やり直すなら、どうせならシャワーを浴びるところからやり直したいのに、そんな願いも虚むなしくそこに舌が這わされる。他人の舌の動きをそんな場所に感じるのは初めてだった。

　自分だってした事がないのに、異性愛者の槇がそんな事をするなんて信じられなかった。

　もともと煽あおられていたせいで、簡単に限界を迎むかえそうになる。

　熱く濡ぬれた舌で嬲なぶられ、口内に含ふくまれるとそれだけで腰こしが震ふるえた。申し訳ない気持ちと、羞しゆう恥ちで目め頭がしらが熱くなる。

「はっ、ぁ、いや、だ」

　視界が霞かすむ。自分が泣いてると気付いた時に、ひく、と喉が動いた。

「槇」

　止めてほしくて名前を呼ぶ。限界まで膨ふくらんだ陰いん茎けいの先が、今にも爆はぜてしまいそうで怖こわい。

「もう、いく」

　自分でも早いと思いながらそう口にすると、槇はあっさりとそこから口を離した。

　安あん堵どと同時に、落らく胆たんも覚える。期待が外れてただ震えるそこを見下ろすと、槇の指が深い場所に触れるのも見えた。長い指が奥に入って来る。

「っ」

　思わず仰のけ反る。慣らすように内側を広げる指に煽られる。

　達しきれずに、切なく震える陰茎の先から淫いん液えきがこぼれ落ちて、限界を訴うつたえるように穴が蠢うごめくのが自分でも分かった。

「あ」

　強請ねだるように、腰が動く。自分でも分かってるのに、止められなくていつの間にか槇に縋すがり付きながら、指の動きを目を閉じて追いかけた。

「俊久」

　名前を呼ばれるだけで、体の内側を引っ搔かれたような気分になる。

「ぁ」

　指が増える。広げられる。だけどもっと欲しい。まだ足りない。濡れた音が聞こえる。浅ましい体に溜まった熱が、解放を求めるように腰を動かす。

　欲しい物は分かっている。ずっと前から欲しかった。

「欲しい」

　泣きたい気分でそう告げた。欲しくておかしくなりそうだ。体の内側にその熱を感じたい。支配して欲しいと思った。もっと、今よりずっと強く。

「入れて欲しい……、お願いだから、もう、早く」

　焦じらされて、どうしようもならずに槇の背中を引っ搔かく。槇は小さく笑って「全部やるよ」と口にした。その言葉通り、望みの物が与あたえられる。

「は……っ」

　ゆっくりと開かれた場所に、硬かたくて熱い物が入ってくる。

　熱で爛ただれた肉が吸い込もうとするように、奥へと動くのが分かった。はしたないその反応を自覚しながらも、快感は誤魔化しようがない。槇の形に広げられた後孔こうが、ひくつく。

　想像以上の快感に、背中がぞわぞわと震える。唇を嚙かんでいないと、今まで以上におかしな声が出てしまいそうだった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　全部入れた後で、確かく認にんするようにそう聞かれる。腰を抱かかえられたせいで、開いた脚の奥にそれが埋うめられているのが俺にも見えた。ひくりと痙けい攣れんした太ふと腿ももが震えるのまで目に入る。

　頷くだけで精せい一いつ杯ぱいだった。髪を搔き上げられてキスをされた時に、角度が変わったせいでより深くまで抉えぐられた気がする。

「……動いて」

　掠かすれた声だった。動かれたら、すぐに達すると思った。実際、その通りだった。

　軽く揺ゆさぶられただけで、簡単に弾はじけた。

　腹の上に飛んだそれを見て、槇は欲よく情じようを刺し激げきされたように少し乱暴になる。

「んっ、ぁあ、槇」

　達したばかりなのに強く揺さぶられて、怖くなる。

　しがみついて「苦しい」と拗すねたように口にすると「悪い」と謝られる。だけど激しさは変わらなかった。槇が中で達するまで腰を使われて、半開きになった唇からはひっきりなしに声が漏もれる。ようやく引き抜ぬかれた時に、ほっと息を吐はき出す。けれどそれも束つかの間だった。

「っぁ、何？」

　閉じきらない後孔の周りを、指でやわやわと押されて、吐き出されたものがとろりと溢あふれるのが分かった。いやらしい場所をじっと眺ながめられて、羞恥に震えた。槇の視線から逃のがれようとするが、足を摑つかまれているのでどうにもならない。

　指先がそこを開き、後から後から零こぼれ出る物を見られる。注ぎ込まれた精液が、こぼれ落ちるだけなのに、体に再び熱が灯ともる。

　槇は内側に指を潜もぐり込ませると、軽く動かした。前ぜん立りつ腺せんに触ふれ、膝ひざがびくりと曲がる。

　その反応を楽しむようにそこばかりを責められて、喉のどの奥からくぐもった嬌きよう声せいが上がった。

「……優やさしくない」

　快感なのか、精神的なものなのか、ひっきりなしに出てくる涙なみだを拭ぬぐいながら責めると、宥なだめるように頰にキスをされた。

「悪い。お前が手に入ったから、箍たがが外れた」

　泣くな、と耳元で柔やわらかく言われて、肩かたの力が抜ける。自分から唇を合わせた。

　先さき程ほどまで意地悪だった指先が、優しい手つきで体を這はうのが心地ここちよかった。

「優しいのがいい。お前は、いつも意地悪だから」

　そう言って槇の首に腕うでを巻き付ける。

「なんでも言うとおりにするって約束したからな。最高に優しくしてやるよ」

　唇くちびるを吸われ、体中にキスをされた。恥ずかしい場所にも舌が這う。

　先程とは違ちがい、今度は背後から抱かれた。中に入れた状態で尻しりを揉もまれたせいで、微び妙みように内ない壁へきが動いておかしな気分になる。

「槇」

　名前を呼ぶと、すぐにキスが降ってくる。あやすように肌はだを撫なでられるのが気持ちよかった。

　だけどキスがしにくい。顔が見えない。

「ま、き」

　背後からのし掛かかってくる男の重みを感じながら、深い場所を擦こすられる快感に酔よいきれないのはそのせいだ。

「これ、やだ」

「優しくしてるだろ？」

　しっかりとした手が、陰茎を包んだ。口淫をされてから放っておかれていたそこは、直接的な刺激に喜んですぐに硬くなる。

「んっ」

　陰いん囊のうも指先で揉まれる。濡れた音を立てているのは、既すでに吐き出された槇の精液か、俺の淫液だろう。

「ち、がう。キスが、ちゃんと出来ないから」

　振ふり返り、首を伸のばして唇を合わせる。舌を軽く触れ合わせることはできるけど、それ以上深いものは出来ない。それが物足りない。後ろから抱だき締められるばかりで、抱き締め返せないのも嫌いやだった。

　槇は俺の言葉を最後まで聞くと、背中をぐっと押す。そのせいでベッドに押しつけられた。同時に、いやらしい音を立てて陰茎がずるりと後孔から抜かれる。先程出し切れていなかった精液が、また滴したたるのが分かった。けれど羞恥を感じるよりも先に、体を返される。

「これで文句ないだろ？」

　向き合う形で抱き締められ、口の中に槇の舌が入ってくる。与えられるそれに舌を絡からめていると、体の奥に再び熱が打ち込まれた。

「ふっ…ぁ」

　腹の奥が圧あつ迫ぱくされて苦しい。それでも、この形が良かった。こうして、抱き締められて抱き締め返せるのが良い。一方的じゃないのが安心する。

　唇が離はなれ、見上げると切せつ羽ぱ詰つまった顔が目に入る。目が合うのが嬉うれしくて、思わず笑った。

「あっ」

　急に、奥がそれまでより広げられた気がした。

「その顔……、絶対に俺以外に見せるなよ」

　絞しぼり出すような声で槇が口にする。同時にきつく抱き締しめられ、先程まで緩ゆるやかだった律動が急に激しくなった。それに翻ほん弄ろうされながら、嬌声の合間に「好きだ」と口にする。

　要求されてないのに言葉が零れる。その度たびに褒ほめるようにキスをされた。

　心地よいそれに目を閉じると、再び高みに連れて行かれる。

　セックスまで上手うまい男に、やはり少し嫉しつ妬とを感じた。

　何もかも人並み以上にやりとげる。だけどそんな相手が俺のものだというなら、溜りゆう飲いんは下げてもいいと偉えらそうに考えながら、槇が俺に要求したのと同じ言葉を俺も槇に強請った。

　甘い言葉に酔よいながら、もう真っ暗な空の写真を撮ることはないだろうと幸せな気分で目を閉じた。










「気味の悪い冗じよう談だんですね」

　資料室で偶ぐう然ぜん鉢はち合あわせた社長令れい嬢じようはそう言うと、今まで見た事のないほど嫌そうな顔で首を振る。

　先日、槇から彼女との関係を聞いたが素す直なおに納なつ得とくできなかった。そのため直接彼女に真相をそれとなく聞いてみたが、返ってきたのはこの表情だった。

　苦虫どころか、唐とう辛がら子しでも嚙んだような顔で「あんな強ごう引いんでだらしない男、兄でなくても絶対に嫌です。不ふ愉ゆ快かいです」と断言する。意外と似たもの兄妹きようだいなのかもしれない。

「悪い」

　思わず謝ると、社長令嬢はわずかに頰ほおを赤らめて「私が想おもいを寄せているのは……」と口にしようとしたが、結局唇を結んで何も言わなくなった。

「あの」

　黙だまったまま動かない彼女に声を掛けると、「いえ、なんでもありません」と吹ふっ切るように口にする。

「兄と恋こい仲なかだと思われるのは不愉快極きわまりませんが、兄が父の息子むすこだという事はどうぞまだご内密にお願い申し上げます」

　社長令嬢はそう言うと、俺に頭を下げて背を向ける。

　どうやら、千川は泣かなくてすみそうだ。

　そう思いながら扉とびらが閉まる音を聞いていると、すぐに缶かんコーヒーを手にした槇が入ってきた。

「阿美と何か話したか？」

「別に……」

　妹だという話を疑っていたとは言えずに、言葉を濁にごす。

　ゴルフコンペの時に社長の知り合いから下の名前で呼ばれていた理由に、ようやく納得できる。両親が学生時代に離り婚こんし、母親の名字になったのだと槇から聞いたときは、騙だまされているんじゃないかと思ったが、社長令嬢が噓うそを吐つくとは思えない。もともと家業を継つぐ気はなかったらしいが、結局父親に押されて前の会社を辞やめてうちに入社したと、先日ベッドで槇から聞いた。

　今まで散々槇に対して「うちみたいな小さな会社」と言ってきた事を、申し訳なく感じる。内心苦笑いで聞いていたんじゃないかと思うが、そもそも最初から明かさない槇が悪い。

　もっとも、最初から言われていたら今まで以上に扱あつかいには困っただろう。だから社長の息子だということを秘密にしているのだろうか。けれど部長以上の役職者は知っていた節があるから、その辺りは狡ずるい。

　槇は俺に缶コーヒーを手て渡わたしながら「まさか告白なんてされてないだろうな」と言った。

「なんのだ？」

　首を傾げると「本当に、鈍にぶいな」と呆あきれた顔をされた。

「昔からあいつとは欲しい物が被かぶるんだよ」

「……それは、そういう意味なのか？」

　赤くなった彼女の顔を思い出して、俺まで赤くなる。槇の勘かん違ちがいじゃないかと思いながらも、言われてみれば思い当たる節があるようなないような。

「もしかして、今いま更さらあいつの方がいいとか言わないよな？」

　ぐっと近づいてきた槇の手が腰こしを引き寄せる。

「仕事に支障が出る」

　思わずそう口にすると、槇は「少しだけ」と言って、勝手に俺の髪かみにキスをした。

「槇」

「お前は放っておくとすぐに誰だれかが寄ってくる」

　槇の手が首を撫でて、そのまま体に這はう。スーツの上からだというのに、それだけで俺にも熱が移りそうだった。寄りかかるように胸に顔を寄せると、調子にのった男の手が尻の上を滑すべる。流石さすがに恥はずかしくて、顔に血が上った。

「い、い加減にしろ」

　これ以上触ふれられたら殴なぐりそうだった。下から睨にらみつけると、槇は俺の限界を悟さとったのかゆっくりと手を離した。

「大体、お前の方が人に好かれるだろう。俺は人に好かれた事はない」

　自分で言っていて悲しくなるが本気で口にすると、槇はまた呆れた顔をする。

「この数ヶ月で俺が何人お前の周りの男を追い払はらってるか分かってるのか？」

　確かにこのところ男性絡がらみで、槇に助けて貰もらうことは多かったが、たまたま続いただけだ。今まではこんなことなかった。

「元もと恋こい人びとに、今度は初はつ恋こいの相手まで出てきやがった」

「椎名の事を言ってるなら……」

「その名前は俺の前で出すな」

　弁解しようとすると、窘たしなめるように唇くちびるを塞ふさがれる。

　告白した後で誤解は解いたが、槇の中ではまだ疑ぎ惑わくが残っているらしい。

「どうしてそんなに怒おこるんだ」

「恋人が初恋の相手と今もつき合いがあれば、不ふ機き嫌げんにもなるだろ」

　当たり前だと言われて、思わず嬉しくなった。

　嫉妬されているのが嬉しいなんて、どれだけ槇の事が好きなんだと自分でも呆れる。

　柄がらじゃないのに、顔が赤くなった。まだ苛いら立だっている槇の対処に困っていると、キスで濡ぬれた唇を指で撫なでられる。思わず目を伏ふせた。

「ん」

　槇は溜ため息を吐つきながら「その顔を、俺以外に見せるなよ」と呟つぶやく。

　顔を上げると、欲よく情じようにかすんだ目で槇が俺を見ていた。普ふ段だんよりもずっと鋭えい利りな視線に、ぞくりとする。その目を見返しながら「お前も」と口にした。

「お前も、俺以外をそんな目で見るなよ？」

　唇を撫でる親指に緩く嚙かみつく。

　槇はときどき「誘さそう」とか「惑まどわす」と口にするが、実際そうしようと思った事はない。

　具体的にどうすれば誘う事になるんだろうかと考えながら、槇を見つめて唇の上にあった指に舌を這わせる。

　一いつ瞬しゆん、槇の目が細められた。唐とう突とつに指が引き抜ぬかれて、嚙みつくようなキスをされる。

　どうやら誘惑は成功したらしい。
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